
写真　定例理事会の様子

　
本
会
の
２
０
２
０
年
度
第
２
回
定
例
理
事
会
が
３
月
24
日
に
開
催
さ
れ
、
2１
年
度

の
本
会
事
業
計
画
な
ら
び
に
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。
以
下
に
本
会
の
事
業
計
画

書
「
は
じ
め
に
」
か
ら
主
な
内
容
を
掲
載
す
る
。

　
目
前
に
立
ち
は
だ
か
る
困

難
を
、
先
人
た
ち
は
ど
の
よ

う
に
克
服
し
て
き
た
の
だ
ろ

う
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（
以
下
「
コ
ロ
ナ
」
）

の
拡
大
が
、
日
本
は
言
う
ま

で
も
な
く
世
界
中
を
混
乱
に

陥
れ
た
２
０
２
０
年
。
本
会

も
例
に
た
が
わ
ず
、
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ
て
１
９
５
４
年
創

設
以
降
、
未
曾
有
の
経
営
危

機
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
２
０
２
０
年
度
に
計
画

さ
れ
て
い
た
各
種
事
業
を
可

能
な
限
り
実
施
し
よ
う
と
役

職
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
努

力
し
て
き
た
が
、
結
果
は

我
々
の
予
測
を
は
る
か
に
超

え
て
い
た
。

　
年
間
１
０
０
近
く
の
セ
ミ

ナ
ー
を
企
画
立
案
し
て
い
る

が
、
リ
ア
ル
で
の
開
催
は

「
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ
ー
（
指
導

者
の
た
め
の
避
妊
と
性
感
染

症
予
防
セ
ミ
ナ
ー
）
」
な
ど

わ
ず
か
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
な
ど
日
常
が
一

変
し
た
。

　
地
方
自
治
体
、医
療
機
関
、

看
護
教
育
機
関
、
産
業
保
健

な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
制
作

頒
布
し
て
い
る
各
種
教
材
や

研
修
事
業
に
つ
い
て
も
、
現

場
が
コ
ロ
ナ
対
応
に
追
わ
れ

て
か
、
健
康
教
育
支
援
事
業

や
健
診
事
業
が
停
滞
し
、
本

　
ま
た
、
す
べ
て
の
収
益
事

業
に
お
い
て
も
展
開
方
法
の

再
検
証
や
「
効
率
の
健
全

化
」
「
収
益
力
拡
大
」
な
ど

を
目
的
と
し
た
対
策
を
早
急

に
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
事

業
の
「
質
」
「
サ
ー
ビ
ス
」

「
ア
ク
セ
ス
」
の
改
善
を
常

に
念
頭
に
置
き
、
そ
の
時
々

の
潮
流
に
対
応
で
き
る
柔
軟

性
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
併
せ
持

っ
た
活
動
に
全
力
で
取
り
組

み
、
そ
れ
に
よ
り
得
た
「
信

頼
」
を
礎
に
し
た
経
営
基
盤

を
強
固
な
も
の
へ
と
作
り
上

げ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

（
２
０
２
１
年
４
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

会
の
事
業
収
益
を
伸
ば
す
こ

と
が
か
な
わ
な
か
っ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
医
療
従
事
者
に
対

　
経
営
的
に
厳
し
い
こ
の
よ

う
な
状
況
下
、
2１
年
度
は
い

ま
だ
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

大
胆
な
計
画
の
立
案
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。
一
例
を

挙
げ
れ
ば
、
公
益
目
的
事
業

す
る
先
行
接
種
が
２
月
か
ら

開
始
さ
れ
た
と
は
い
え
、
集

団
免
疫
を
獲
得
で
き
る
レ
ベ

ル
に
達
す
る
に
は
、
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が

山
積
し
て
お
り
、
い
ま
だ
収

束
の
め
ど
は
立
っ
て
い
な

い
。

資
料
を
提
供
し
て
き
た
が
、

費
用
が
か
さ
む
こ
と
か
ら
調

査
を
い
っ
た
ん
休
止
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
。
同
様

に
、
啓
発
冊
子
「
妊
娠
中
か

ら
考
え
る
お
産
の
あ
と
の
あ

な
た
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
」

に
つ
い
て
も
無
料
配
布
を
当

分
の
間
休
止
す
る
。
ま
た
、

１
９
８
２
年
か
ら
運
営
し
て

き
た
「
思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
（
家

族
計
画
）
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
相

談
件
数
が
激
減
し
て
い
る
こ

と
、
特
に
男
性
か
ら
の
相
談

　
そ
の
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
も
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
：
性
と

生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権

利
）
向
上
の
手
を
緩
め
て
は

い
け
な
い
課
題
が
あ
る
。

　
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ

れ
た
２
０
２
０
年
４
月
前
後

に
お
い
て
、
自
粛
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
し
て

か
緊
急
避
妊
薬
の
入
手
が
困

難
だ
っ
た
と
の
声
が
届
い
て

い
る
。
同
年
４
月
に
は
厚
労

省
か
ら
の
事
務
連
絡
と
し
て

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
際
し
て
の
電

話
や
情
報
通
信
機
器
を
用
い

た
診
療
等
の
時
限
的
・
特
例

的
な
取
扱
い
に
つ
い
て
」
が

発
信
さ
れ
て
い
る
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
と
併
せ
て
ス
イ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
に

 

直
面
し
た
２
０
２
０
年

直
面
し
た
２
０
２
０
年

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た
本
会
事
業
へ
の
影
響

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た
本
会
事
業
へ
の
影
響

公
益
事
業
の
一
部
休
止

公
益
事
業
の
一
部
休
止

 

本
紙
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
へ

本
紙
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
へ

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
向
上
の
手
を
緩
め
な
い

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
向
上
の
手
を
緩
め
な
い

柔
軟
性
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む

柔
軟
性
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む

に
「
性
的
通
話
」
が
目
立
っ

て
い
る
こ
と
、
若
者
た
ち
が

電
話
よ
り
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ

た
相
談
に
移
行
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
考
慮
し
休
止
と

し
、
現
代
の
若
者
た
ち
に
受

容
さ
れ
る
新
た
な
相
談
の
あ

り
方
を
模
索
し
た
い
。
こ
れ

ら
諸
事
業
に
つ
い
て
は
、
本

会
の
経
営
状
態
が
安
定
す
る

よ
う
に
な
っ
た
段
階
で
再
開

す
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

　
ま
た
、
54
年
４
月
に
機
関

紙
「
家
族
計
画
」
（
当
時
）

の
第
１
号
が
発
行
さ
れ
て
以

来
6７
年
目
を
迎
え
て
い
る

が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
「
新

し
い
生
活
様
式
」
と
し
て
、

原
則
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進

め
る
こ
と
と
し
た
い
。

ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
の
是
非
に
つ

い
て
も
積
極
的
な
議
論
を
進

め
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
も
20
年
１0
月
に
朗
報
が
飛

び
込
ん
で
き
た
。
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
に
お
け
る
大
規
模
調
査

研
究
の
結
果
と
し
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
が
浸
潤
性
子
宮
頸

が
ん
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の

だ
。
わ
が
国
で
は
１３
年
４
月

に
定
期
接
種
が
開
始
さ
れ
た

も
の
の
、
副
反
応
疑
い
例
が

続
出
し
６
月
か
ら
「
積
極
的

接
種
勧
奨
」
が
控
え
ら
れ
て

間
も
な
く
８
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は

定
期
接
種
対
象
年
齢
の
７0
～

７5
％
ほ
ど
が
接
種
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
接
種
率

が
１
％
未
満
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

　
積
極
的
接
種
勧
奨
再
開
を

急
ぐ
と
と
も
に
、
こ
の
間
、

個
別
通
知
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
未
接
種
者

へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
公

費
負
担
で
き
な
い
か
の
議
論

を
進
め
て
い
く
。
併
せ
て
、

　
わ
が
国
に
お
け
る
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
分

野
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
る

第
一
人
者
に
対
し
、
そ
の
功

績
を
た
た
え
て
贈
呈
す
る

の
一
部
を
休

止
す
る
こ
と

で
あ
る
。

02
年
以
来

２
年
ご
と
に

実
施
し
て
き

た
「
男
女
の

生
活
と
意
識

に
関
す
る
調

査
」
は
、
わ

が
国
に
お
け

る
家
族
計

画
・
避
妊
分

野
に
貴
重
な

20
年
７
月
に
製
造
承
認
さ
れ

た
９
価
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

が
本
年
２
月
に
発
売
さ
れ
た

も
の
の
、
任
意
接
種
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
件
に
つ
い
て
は

定
期
接
種
へ
の
可
能
性
を
探

っ
て
い
き
た
い
。

　
人
権
と
し
て
の
家
族
計
画

に
は
避
妊
だ
け
で
な
く
安
全

な
人
工
妊
娠
中
絶
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
は
言
を
俟ま

た
な

い
。
わ
が
国
の
場
合
、
子
宮

頸
管
拡
張
・
子
宮
内
容
物
除

去
術
と
吸
引
法
が
中
心
で
あ

る
が
、
世
界
で
約
80
か
国
・

地
域
で
承
認
さ
れ
て
い
る
経

口
妊
娠
中
絶
薬
の
わ
が
国
へ

の
導
入
に
向
け
て
日
本
産
科

婦
人
科
学
会
・
日
本
産
婦
人

科
医
会
な
ど
学
際
的
な
団
体

と
協
力
し
な
が
ら
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

「
松
本
賞
」
。
そ
の
第
25
回

選
考
委
員
会
が
３
月
１8
日
に

開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、
選
考
委
員
会
委

員
な
ら
び
に
過
去
の
受
賞
者

か
ら
推
薦
さ
れ
た
７
個
人
、

１
団
体
に
つ
い
て
、
候
補
者

の
功
績
調
書
を
も
と
に
、
厳

正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
長
崎

大
学
名
誉
教
授
の
増
﨑
英
明

氏
（
68
歳
）
の
受
賞
が
決
ま

っ
た
。

　
こ
れ
で
受
賞
者
数
は
３７

名
。
内
訳
は
医
師
３4
名
、
看

護
職
３
名
と
な
っ
た
。

　
選
考
委
員
会
は
、
木
下
勝

之
（
日
本
産
婦
人
科
医

会
）
、
小
西
郁
生
（
日
本
産

科
婦
人
科
学
会
）
、
吉
村
泰

典
（
日
本
生
殖
医
学
会
）
、

若
槻
明
彦
（
日
本
女
性
医
学

学
会
）
、
石
井
澄
江
（
ジ
ョ

イ
セ
フ
）
、
北
村
邦
夫
（
本

会
）
（
敬
称
略
）
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。

︻
受
賞
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
︼

　
増
﨑
氏
は
１
９
７
７
年
３

月
長
崎
大
学
医
学
部
を
卒
業

後
、
同
大
産
婦
人
科
医
員
、

8３
年
１１
月
同
助
手
、
9１
年
１0

月
か
ら
講
師
、
99
年
６
月
助

教
授
（
当
時
）
を
務
め
た
。

同
年
１0
月
に
ロ
ン
ド
ン
大
学

へ
留
学
。
帰
国
後
２
０
０
６

年
８
月
に
長
崎
大
学
医
学
部

産
婦
人
科
教
授
に
就
任
し

た
。
現
在
、
同
大
名
誉
教

授
、
長
崎
み
な
と
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
副
理
事
長
。

　
専
門
は
胎
児
学
、
超
音
波

診
断
学
、
臨
床
遺
伝
学
と
幅

広
い
。

　
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
で

は
、
理
事
、
周
産
期
委
員

長
、
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
産

科
編
評
価
委
員
長
な
ど
を
務

め
、
日
本
産
科
婦
人
科
遺
伝

診
療
学
会
を
設
立
し
て
理
事

長
に
就
任
し
た
ほ
か
、
日
本

人
類
遺
伝
学
会
、
日
本
生
殖

医
学
会
、
日
本
産
科
婦
人
科

内
視
鏡
学
会
、
日
本
胎
盤
学

会
、
日
本
産
婦
人
科
手
術
学

会
な
ど
、
数
多
く
の
学
会
の

理
事
や
学
会
長
を
務
め
る
な

ど
、
わ
が
国
の
医
学
・
医
療

の
推
進
に
多
大
な
る
貢
献
を

果
た
し
た
。

　
以
上
、
わ
が
国
の
周
産
期

医
療
の
第
一
人
者
と
し
て
の

氏
の
優
れ
た
研
究
業
績
と
幅

広
い
学
識
は
、
学
内
外
に
寄

与
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ

り
、
専
門
分
野
で
あ
る
新
型

出
生
前
診
断
（
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
）

や
周
産
期
医
療
に
と
ど
ま
ら

ず
、
生
殖
医
療
、
腫
瘍
医

学
、
臨
床
遺
伝
、
女
性
ヘ
ル

ス
ケ
ア
な
ど
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
た
功
績
が
高
く
評
価
さ

れ
た
。

（
２
０
２
１
年
４
月
１
日
掲
載
）

今 号 の ペ ー ジ

■ コロナ禍における
出産・母乳育児

２
面

■ 2021年４～６月の
ニュース・トピックス

２
~
５
面

■ 2020年度
本会事業報告・決算承認

６
面

■ 少年法「改正」
―その背景と今後の在り方

８
面

■ 2021年７～10月の
ニュース・トピックス

６
~
９
面

■ 令和３年度健やか親子21
全国大会（母子保健家族
計画全国大会）
11月４日㈭～５日㈮開催

10
面

■ 新型コロナウイルス感染症流
行下における人工妊娠中絶、
ならびに性暴力被害者支援ワ
ンストップセンターの実態調
査」を終えて

12
面

■ 2021年11月の
ニュース・トピックス

11
~
13
面

■ 令和３年度健やか親子21
全国大会（母子保健家族計画
全国大会）岩手で開催・配信

14
面

■ セクシュアル・リプロダクテ
ィブ・ヘルスの今日的課題

15
面

■ 2022年１～３月の
ニュース・トピックス

16
~
21
面

■職域保健の現場から4849 22
面

■ 市谷クリニックへようこそ！
23
~
25
面

２
０
２
１
年
度
本
会
事
業
計
画
・
収
支
予
算
承
認

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
を
推
進

松本賞松本賞第25回

増﨑英明増﨑英明氏氏（長崎県）（長崎県）にに授与授与
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人
口
動
態
統
計
速
報
に
よ
る
と
昨
年
の
出
生
数
は
、
１
８
９
９
年
の
統
計
開
始
以

来
、
過
去
最
少
を
更
新
す
る
こ
と
が
確
実
で
、
84
万
人
前
後
に
な
る
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
外
出
自
粛
や
、
妊
娠
に
対
す
る

不
安
が
影
響
し
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
国
立
成
育
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
周
産
期
・
母
性
診
療
セ
ン
タ
ー
新
生
児
科
和
田
友
香
氏
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
妊
娠
・
出
産
や
母
乳
育
児
に
つ
い
て
、
日
本
や
米
国
、
イ
タ
リ
ア
の
調
査
研

究
、
諸
団
体
の
声
明
な
ど
も
交
え
な
が
ら
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
編
集
部
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
は
、
日
本
に
お

い
て
は
昨
年
３
月
末
か
ら
深

刻
さ
が
増
し
、
同
４
月
に
は

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ

た
。
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
が

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
＂
外

出
制
限
＂
で
あ
り
、
皆
が
未

知
の
ウ
イ
ル
ス
が
も
た
ら
す

死
を
恐
れ
て
生
活
を
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
事
態
は
妊
娠
届

出
数
に
も
影
響
し
、
緊
急
事

態
宣
言
発
出
直
後
の
同
５
月

の
妊
娠
届
出
数
は
、
前
年
同

月
と
比
較
す
る
と
１７
・
６
％

減
少
し
て
い
た
（
２
０
２
０

年
１2
月
24
日
厚
生
労
働
省
）。

　
知
ら
な
い
こ
と
は
不
安
で

あ
り
、
知
れ
ば
不
安
が
軽
減

さ
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
つ
い
て
は
、
１
年
前

よ
り
分
か
っ
て
き
た
こ
と
が

多
い
。
少
し
で
も
安
心
し
て

妊
娠
、
出
産
、
育
児
が
で
き

る
よ
う
に
科
学
的
根
拠
に
裏

付
け
ら
れ
た
最
新
の
情
報
を

得
て
ほ
し
い
。
う
わ
さ
や
デ

マ
に
惑
わ
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
。

　
施
設
に
よ
っ
て
は
院
内
感

染
を
防
ぐ
た
め
の
水
際
対
策

と
し
て
、
無
症
状
の
妊
婦
に

対
し
て
入
院
前
あ
る
い
は
入

院
時
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
い

う
が
、
入
院
時
に
陰
性
で
あ

っ
て
も
後
に
陽
性
と
な
る
こ

と
も
あ
る
た
め
、
感
染
対
策

は
い
ず
れ
に
し
て
も
必
須
で

あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
時
の
分
娩
に
つ
い
て
は
、

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
な
ど

か
ら
「
現
時
点
で
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―
１9
の
み
で
帝
王
切
開
の

適
応
に
す
べ
き
と
す
る
根
拠

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

施
設
の
感
染
対
策
に
割
く
こ

と
が
で
き
る
医
療
資
源
、
肺

炎
な
ど
妊
婦
さ
ん
の
全
身
状

態
に
鑑
み
、
分
娩
管
理
時
間

　
現
時
点
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
母
乳
を
介
し
て
感

染
し
た
と
い
う
証
拠
は
な

い
。
昨
年
夏
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
、
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

陽
性
患
者
の
母
乳
か
ら
陽
性

反
応
？
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
流
れ
た
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
は
あ
く

ま
で
ウ
イ
ル
ス
の
断
片
を
見

て
い
る
だ
け
で
生
き
て
い
て

感
染
さ
せ
る
ウ
イ
ル
ス
が
い

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　
昨
年
８
月
の
Ｃ
ｈ
ａ
ｍ
ｂ

ｅ
ｒ
ｓ
ら
の
報
告
に
よ
る

と
、
１8
人
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
お
母
さ

ん
か
ら
の
母
乳
を
経
時
的
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
細
胞
培
養
に

よ
る
ウ
イ
ル
ス
分
離
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
１
検
体
の
み
Ｐ

Ｃ
Ｒ
が
陽
性
と
な
っ
た
が
、

ウ
イ
ル
ス
は
分
離
さ
れ
な
か

っ
た
。

　
同
９
月
の
Ｐ
ａ
ｃ
ｅ
ら
の

報
告
に
よ
る
と
、
１8
人
３７
検

体
の
母
乳
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
全
て
陰
性

で
あ
っ
た
。

　
大
き
な
コ
ホ
ー
ト
研
究
な

ど
は
な
い
が
、
同
１2
月
に
は

そ
れ
ま
で
の
報
告
を
ま
と
め

た
レ
ビ
ュ
ー
が
出
て
い
る
。

１2
の
報
告
、
合
計
66
人
か
ら

の
母
乳
に
つ
い
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
９
例

で
陽
性
と
な
っ
た
が
、
生
き

て
い
て
感
染
力
の
あ
る
ウ
イ

ル
ス
は
証
明
さ
れ
な
か
っ
た

（Bhatt�H.�Curr�Nutr�Rep.�
202１�Jan�4.

）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
母
親
の
母
乳
中
に

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
昭
和
時
代
で
は
、
新
生
児

室
と
い
う
と
こ
ろ
に
赤
ち
ゃ

ん
が
集
め
ら
れ
、
３
時
間
ご

と
に
母
親
が
呼
ば
れ
て
授
乳

す
る
と
い
う
こ
と
が
な
さ
れ

て
い
た
。
現
在
は
こ
の
よ
う

な
母
子
分
離
は
①
母
子
の
絆

形
成
を
妨
げ
る
②
母
親
の
育

児
技
術
習
得
が
遅
れ
る
③
母

親
が
わ
が
子
の
様
子
を
よ
く

把は

握あ
く

し
な
い
ま
ま
退
院
す
る

た
め
自
宅
で
の
育
児
不
安
が

強
く
な
る
④
母
乳
育
児
を
阻

害
す
る
―
な
ど
の
理
由
か
ら

行
わ
れ
て
い
な
い
。
出
産
後

も
、
お
な
か
の
中
に
い
る
と

き
か
ら
引
き
続
い
て
24
時
間

一
緒
に
母
児
同
室
す
る
こ
と

が
日
本
小
児
科
学
会
な
ど
か

ら
も
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
時
の
母
親
は
ど
う

す
る
の
か
。

　
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
病
院

か
ら
の
報
告
に
よ
る
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
妊

婦
か
ら
生
ま
れ
、母
児
同
室
、

直
接
母
乳
哺
育
を
行
わ
れ
た

７6
人
の
新
生
児
に
お
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
発
症
し
た
児
は
い
な
か

っ
た
（Dum

itriu�D,�et�

の
短
縮
を
目
的
と
し
た
帝
王

切
開
を
考
慮
」
す
る
と
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
も
施
設
に

よ
っ
て
方
針
が
異
な
る
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

時
の
分
娩
は
全
例
帝
王
切
開

と
い
う
医
療
機
関
も
珍
し
く

な
い
。

　
理
由
は
、
①
経
腟
分
娩
で

は
妊
婦
さ
ん
の
吐
く
息
は
控

え
ら
れ
な
い
こ
と
②
羊
水
や

血
液
が
散
乱
す
る
こ
と
③
帝

に
対
す
る
抗
体
が
含
ま
れ
て

お
り
、
児
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
か
ら
守
る
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
一
般
的
に
、
母
親
が
な
ん

ら
か
の
感
染
症
に
罹り

患か
ん

し
た

場
合
、
母
親
が
そ
の
微
生
物

に
対
す
る
抗
体
を
産
生
す

る
。
そ
の
抗
体
は
母
乳
に
分

泌
さ
れ
、
児
を
そ
の
感
染
症

か
ら
守
る
働
き
を
し
て
い

る
。

　
今
年
２
月
の
米
国
か
ら
の

報
告
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
母

親
の
母
乳
３4
検
体
中
26
検
体

に
特
異
的
Ｉ
ｇ
Ａ
を
、
2７
検

体
中
22
検
体
に
特
異
的
Ｉ
ｇ

Ｇ
を
認
め
た
。

　
ま
た
、
３4
検
体
中
2１
検
体

で
は
、
イ
ン
・
ビ
ト
ロ
（in�

vitro

⋮
試
験
管
や
培
養
器

で
人
や
動
物
の
組
織
を
使
っ

た
試
験
）
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

al.�JAM
A�Pediatr.�202１�

Feb�１;１７5(2)

）
。

　
ま
た
イ
タ
リ
ア
か
ら
は
、

分
娩
時
か
ら
分
娩
後
５
日
ま

で
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
診
断
さ
れ
た
母
親

と
新
生
児
に
関
す
る
報
告
が

さ
れ
て
い
る
。
62
人
の
新
生

児
は
母
児
同
室
を
し
て
お

り
、
直
接
授
乳
が
46
人
、
混

合
栄
養
が
１３
人
、
人
工
栄
養

が
３
人
で
あ
っ
た
。
出
生

時
、
生
後
７
日
目
、
20
日
目

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
１
人
だ
け
が
７
日
目

に
陽
性
だ
っ
た
（
そ
の
後
日

齢
１8
の
退
院
時
に
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ

は
陽
性
だ
っ
た
が
、
日
齢
３0

に
陰
性
を
確
認
さ
れ
て
い

る
）
。
Ｒ
ｏ
ｎ
ｃ
ｈ
ｉ
ら

王
切
開
よ
り
は
る
か
に
長
い

時
間
が
か
か
る
こ
と
―
な
ど

感
染
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
で

あ
る
。

　
ま
た
、
経
腟
分
娩
で
は
助

産
師
や
産
婦
人
科
医
が
、
広

い
と
は
言
え
な
い
分
娩
室
や

Ｌ
Ｄ
Ｒ
（
陣
痛
室
、
分
娩

室
、
回
復
室
が
一
つ
に
な
っ

た
部
屋
）
で
密
に
関
わ
る
こ

と
と
な
る
が
、
こ
れ
は
い
わ

ゆ
る
３
密
状
態
で
あ
る
。

　
本
来
は
経
腟
分
娩
で
き
る

妊
婦
さ
ん
を
帝
王
切
開
に
す

る
こ
と
に
は
抵
抗
感
が
否
め

な
い
が
、
い
ま
だ
に
特
効
薬

が
な
い
感
染
症
か
ら
医
療
者

を
守
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と

で
あ
る
。
よ
く
考
え
、
よ
く

説
明
し
た
上
で
の
方
針
決
定

が
必
要
で
あ
る
。

は
、
母
親
自
身
が
新
生
児
の

ケ
ア
が
で
き
る
状
態
で
あ
れ

ば
、
母
児
同
室
、
母
乳
栄
養

を
行
え
る
と
結
論
し
て
い
る

（D
um
itriu�D,�et�al.�

JAM
A�Pediatr.�202１�

M
ar�１;１７5(３)

）
。
こ
の
よ

う
に
、
海
外
で
は
多
く
の
国

で
母
児
同
室
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　
一
方
、
日
本
で
は
母
子
分

離
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
が
、
徐
々
に
母
児
同
室
を

見
直
し
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
が
出
て
き

て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　
米
国
小
児
科
学
会
も
当
初

は
母
子
分
離
と
し
て
い
た

が
、
途
中
で
マ
ス
ク
や
手
指

衛
生
な
ど
の
感
染
対
策
を
し

た
上
で
あ
れ
ば
、
母
児
同
室

も
可
能
だ
ろ
う
と
方
針
転
換

を
行
っ
て
い
る
。
以
下
に
主

な
海
外
と
日
本
の
推
奨
を
紹

介
す
る
。

海
外
⋮
国
連
児
童
基
金
（
ユ

ニ
セ
フ
）
と
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
、
母
親
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
理
由
と
し
た
一
律
の
母
子

分
離
は
し
な
い
よ
う
に
と
い

う
推
奨
を
出
し
て
い
る
。
米

国
産
婦
人
科
学
会
、
米
国
疾

病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ

Ｄ
Ｃ
）
は
、
理
想
的
に
は
母

児
同
室
、
家
族
と
医
療
チ
ー

ム
が
話
し
合
っ
た
上
で
協
働

意
思
決
定
（sh

ared�
decision�m

aking

）
を
す

る
よ
う
に
と
言
っ
て
い
る
。

　
母
児
同
室
を
推
奨
す
る
理

由
と
し
て
は
、
①
母
子
を
一

緒
に
ケ
ア
し
、
母
乳
育
児
を

開
始
・
継
続
す
る
こ
と
に
よ

り
、
母
乳
を
介
し
た
児
へ
の

感
染
防
御
が
期
待
で
き
る
こ

と
②
母
子
分
離
を
し
た
場
合

の
母
子
の
愛
着
形
成
や
養
育

に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
③
母
子
を

別
々
に
ケ
ア
す
る
こ
と
に
よ

り
、
個
人
防
護
具
や
隔
離
用

ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
医
療
資
源

が
よ
り
多
く
必
要
と
な
る
こ

と
―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。

日
本
⋮
日
本
産
科
婦
人
科
学

会
は
母
子
分
離
を
推
奨
。
日

本
新
生
児
成
育
医
学
会
は
母

子
分
離
を
推
奨
す
る
が
、
希

望
に
よ
り
同
室
を
推
奨
。
日

本
小
児
科
学
会
は
昨
年
１１
月

ま
で
は
何
も
コ
メ
ン
ト
し
て

い
て
い
な
か
っ
た
が
、
現
在

は
「
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い

た
母
子
分
離
の
制
限
を
見
直

す
こ
と
も
検
討
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　
母
親
の
病
状
に
も
よ
る

が
、
多
く
は
無
症
状
も
し
く

は
軽
症
で
、
育
児
可
能
な
状

表　出産・母乳育児に関する情報源・相談先

団体名 URL／QRコード 対　象 内　容

NPO法人
日本ラクテーシ
ョン・コンサル
タント協会 https://jalc-net.jp/

covid19_jalc.html

医療者、
お母さん、
ご家族

新型コロナウイルス感
染症と授乳に関する各
専門団体・機関の発表
した資料がまとまって
いる。WHOやCDCな
どの英語資料も翻訳し
て紹介している。

NPO法人
ラ・レーチェ・
リーグ日本

https://llljapan.org/

お母さん

オンラインでの集い、
電話相談、LINEからの
相談など双方向性での
支援が可能。参加費無
料、妊娠中から参加可
能。多言語サポートへ
のリンクもあり。
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田
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和
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友
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診
療
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ー

周
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期
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診
療
セ
ン
タ
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新
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科
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児
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コ
ロ
ナ
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の
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控
え

コ
ロ
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え
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感
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娩

新
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コ
ロ
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出
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・
母
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育
児

コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
時

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
時

の
母
児
同
室

の
母
児
同
室

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
時
の
授
乳

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
時
の
授
乳

　
本
会
の
公
益
事
業
と
し
て

毎
年
発
行
し
て
い
る
啓
発
用

冊
子
「
妊
娠
中
か
ら
考
え
る

お
産
の
あ
と
の
あ
な
た
と
赤

ち
ゃ
ん
の
健
康
」
が
完
成
し

ま
し
た
。
順
次
み
な
さ
ま
の

も
と
に
発
送
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
版
は
全
国
よ

り
５
７
８
件
の
お
申
し
込
み

を
い
た
だ
き
、
発
行
部
数
は

１8
万
３
千
部
と
な
り
ま
し

た
。

　
本
冊
子
で
は
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
を
含
め
た
産
後
の
母

体
ケ
ア
や
新
生
児
ケ
ア
、
授

乳
、
家
族
計
画
な
ど
、
妊
娠

中
か
ら
知
っ
て
お
い
て
ほ
し

い
情
報
を
分

か
り
や
す
く

解
説
し
て
い

ま
す
。

　
産
前
産
後

の
お
母
さ
ん

に
と
っ
て
大

変
心
強
い
一

冊
と
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
母
子

保
健
活
動
に
ぜ
ひ
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

（
２
０
２
１
年
４
月
１
日
掲
載
）

新
。
１9
歳
以

下

で

は

４
・
７
か
ら

４
・
５
に
低

下
し
た
。

　
出
生
数
に

中
絶
数
を
加
え
た
妊
娠
数
中

の
中
絶
割
合
は
、
１5
・
３
％

（
前
年
度
１5
・
０
％
）
と
な

り
、
な
か
で
も
１4
歳
以
下
は

82
・
３
％
、
１5
～
１9
歳
は

6１
・
７
％
、
45
～
49
歳
は

46
・
８
％
と
高
い
割
合
を
示

し
た
（
令
和
元
年
人
口
動
態

統
計
、
令
和
元
年
度
衛
生
行

政
報
告
例
を
も
と
に
算

出
）
。

（
２
０
２
１
年
４
月
１
日
掲
載
）

　
厚
労
省
が
２
月
１8
日
に
公

表
し
た
令
和
元
年
度
衛
生
行

政
報
告
例
に
よ
る
と
、
人
工

妊
娠
中
絶
件
数
は
１5
万
６
４

３
０
件
で
前
年
度
比
５
３
１

１
件
、
３
・
３
％
減
で
あ
っ

た
。
45
～
49
歳
を
除
く
年
齢

階
級
で
減
少
が
見
ら
れ
た
。

人
工
妊
娠
中
絶
実
施
率
（
１5

～
49
歳
女
子
人
口
千
対
）
は

６
・
２
で
、前
年
度
か
ら
０
・

２
低
下
し
、
過
去
最
低
を
更

態
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て

も
医
療
者
が
一
方
的
に
決
め

る
こ
と
な
く
協
働
意
思
決
定

が
で
き
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

イ
ル
ス
の
感
染
性
を
中
和
し

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
Ｐ
ａ
ｃ
ｅ
ら
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
母

親
が
重
症
で
な
い
な
ら
、
授

乳
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
支

援
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い

る
（Pace�RM

,�et�al.�
m
B
io.�202１�F

eb�
9;１2(１)

）
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
出

産
・
母
乳
育
児
に
関
す
る
情

報
元
、
相
談
先
と
し
て
２
団

体
を
紹
介
す
る（
表
参
照
）。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
誰

も
が
出
産
、
育
児
、
授
乳
を

楽
し
め
る
一
助
と
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

（
２
０
２
１
年
４
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

あ
な
た
と

赤
ち
ゃ
ん
の

健
康
発
行

2021年版

トピックトピック

元
年
度

人
工
妊
娠
中
絶
件
数

前
年
度
比

３
・
３
％
減

（　）22025年（令和 7 年）8 月 1 日家 　 族 　 と 　 健 　 康（2021年度号）



　昭和57年（1982年）開設以
来、思春期の子どもたちの悩み
に寄り添ってきた「思春期・Ｆ
Ｐホットライン」は、本年３月
31日をもってその役割を終了
いたしました。最近の若者は
「電話での通話」「メールのや
りとり」はほとんどなく、もっ
ぱら連絡は F a c e b o o kか
InstagramのDM（ダイレクト
メール）とのこと。振り返ると
ここ数年、いわゆる思春期特有
の相談とは言い難い内容や、年
齢の高い方からの電話が散見さ
れていました。
　広報など電話番号をご紹介く
ださっている皆さまにはご迷惑
をお掛けいたします。当面、留
守番電話にて休止のご案内をい
たします。
　とはいえ約40年に及ぶ歴史
の中で培われた経験を無駄にす
ることがあってはなりません。
４月１日からは思春期世代が利
用しやすいLINE相談が新たに
始動いたしました。詳細はＨＰ
をご覧ください。 （杉村）

（2021年４月１日掲載）

電話相談休止について
「思春期・ＦＰホットライン」

２
０
２
０
年
度
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
費
補
助
金
（
厚
生
労
働
科
学
特
別

研
究
事
業
）
研
究
と
し
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
下
の
自
粛
の
影
響

―
予
期
せ
ぬ
妊
娠
等
に
関
す
る
実
態
調
査
と
女
性
の
健
康
に
対
す
る
適
切
な
支
援
提

供
体
制
構
築
の
た
め
の
研
究
」
（
主
任
研
究
者
安
達
知
子
日
本
産
婦
人
科
医
会
常
務

理
事
）
の
分
担
研
究
と
し
て
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
第
一
次
緊
急
事
態
宣
言
下
の
日

本
人
１
万
人
調
査
」
を
実
施
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
第
一
次
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
前
後
の
２
０
２
０
年
３
月

下
旬
か
ら
５
月
下
旬
を
振
り
返
っ
て
―
と
い
う
条
件
付
き
で
、
20
～
69
歳
の
日
本
人

男
女
１
万
人
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

�

（
本
会
理
事
長
・
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
　
北
村
邦
夫
）

自
粛
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
当
時
、
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
て
様
々
な
憶
測
が
流
れ
た

こ
と
は
ま
だ
記
憶
に
新
し

い
。

◇

１
．
若
者
た
ち
が
「
に
ん

し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
に
殺
到
し
た

こ
と
。
全
国
一
斉
休
校
な
ど

に
よ
っ
て
家
庭
で
の
自
粛
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
若
者
た
ち

の
性
行
動
が
活
発
化
し
妊
娠

例
が
増
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

２
．
妊
娠
届
出
数
が
前
年

に
比
べ
て
激
減
し
て
い
た
こ

と
が
話
題
に
な
っ
た
。
特

に
、
20
年
５
月
で
は
１７
・
１

％
減
と
な
っ
た
こ
と
が
国
か

ら
発
表
さ
れ
た
。
「
３
密
」

を
避
け
る
た
め
に
日
本
人
が

セ
ッ
ク
ス
を
控
え
た
結
果
な

の
だ
ろ
う
か
。

３
．
自
粛
下
に
あ
っ
て
パ

ー
ト
ナ
ー
間
の
暴
力
や
家
庭

内
暴
力
が
頻
発
し
て
い
る
と

の
報
道
も
あ
っ
た
。
Ｕ
Ｎ 

Ｗ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
で
は
、
「
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
１９
―
女
性
と
女
の

子
に
対
す
る
暴
力
」
の
報
告

書
で
、
世
界
で
は
15
～
49
歳

の
女
性
と
女
の
子
の
18
％
近

く
が
、
直
近
12
か
月
の
間
に

親
密
な
関
係
に
あ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
性
的
・
身
体
的
暴

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
心
境

を
聞
く
と
、
「
充
実
し
て
い

な
か
っ
た
」
が
男
女
と
も
に

６
割
を
超
え
て
い
る
が
、

「
充
実
し
て
い
た
」
（
充
実

し
て
い
た
＋
や
や
充
実
し
て

い
た
）
と
の
回
答
も
男
性
３

７
・
２
％
、
女
性
３８
・
７
％

で
あ
っ
た
（
図
１
）
。

「
充
実
し
て
い
た
」
と
回

答
し
た
男
女
に
共
通
し
て
い

る
の
は
、
既
婚
、
パ
ー
ト
ナ

ー
が
い
る
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と

の
関
係
が
良
好
で
あ
る
、
収

入
が
増
え
た
、
セ
ッ
ク
ス
回

数
が
増
え
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー

以
外
と
セ
ッ
ク
ス
し
た
。
男

性
で
は
「
子
供
が
い
る
」
な

ど
が
統
計
的
に
有
意
差
を
示

し
た
項
目
で
あ
っ
た
。
自
粛

力
の
被
害
を
受
け
た
と
い

う
。
自
粛
が
続
く
窮
屈
で
閉

塞
的
な
住
環
境
下
で
は
、
こ

の
数
字
は
増
加
す
る
と
み
ら

れ
て
い
る
。

４
．
コ
ロ
ナ
が
長
期
化
す

る
中
、
時
短
営
業
を
求
め
ら

れ
、
失
業
や
休
業
に
伴
う
貧

困
、
孤
独
な
ど
に
よ
り
自
殺

が
増
加
。
中
で
も
女
性
の
自

殺
が
目
立
つ
な
ど
の
警
察
庁

デ
ー
タ
も
目
を
引
い
た
。

◇

果
た
し
て
事
実
は
ど
う
な

の
だ
ろ
う
か
。
限
ら
れ
た
紙

面
で
は
あ
る
が
、
調
査
結
果

の
一
部
を
以
下
に
紹
介
し
た

い
。

◇

15
年
に
実
施
し
た
国
勢
調

査
の
結
果
に
準
じ
て
、
20
～

69
歳
ま
で
の
都
道
府
県
・

性
・
年
代
に
割
り
付
け
て
標

本
数
を
配
分
し
1
万
人
を
調

査
対
象
者
と
し
て
、
20
年
10

月
26
日
㈪
か
ら
29
日
㈭
ま

で
、
㈱
ク
ロ
ス
・
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
・
リ
サ
ー
チ
（
ア
ン
ケ

ー
ト
依
頼
メ
ー
ル
を
各
回
答

者
に
配
信
し
ウ
ェ
ブ
上
で
回

答
）
が
行
わ
れ
た
。
配
信
数

は
16
万
３
８
８
１
人
、
回
収

数
１
万
人
。
回
収
後
、
デ
ー

タ
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行

い
、
不
適
正
回
答
と
思
わ
れ

る
人
を
集
計
対
象
者
か
ら
除

外
し
９
９
９
０
人
に
つ
い
て

集
計
解
析
し
た
。
な
お
、
調

査
に
際
し
て
は
、
本
会
研
究

倫
理
審
査
委
員
会
に
諮
り
承

認
さ
れ
た
（
20
年
10
月
９

日
、
承
認
番
号
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
︱

２
０
２
０
０
２
２
）
。

◇

下
で
も
孤
立
し
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
の
が
「
充
実
」
に

つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
暴
力
に

つ
い
て
、
「
こ
の
時
期
（
２０

年
３
月
下
旬
～
５
月
下
旬
）

に
、
あ
な
た
は
パ
ー
ト
ナ
ー

と
の
間
で
暴
力
行
為
（
身
体

的
・
性
的
・
精
神
的
な
暴
力

行
為
）
が
あ
っ
た
か
」
と
聞

く
と
、
「
あ
っ
た
」
（
現
在

も
あ
る
＋
現
在
は
な
い
）
は

全
体
の
４
・
０
％
（
男
性

４
・
３
％
、
女
性
３
・
８

％
）
。
目
立
つ
の
は
、
２０
代

男
性
の
１２
・
２
％
（
現
在
も

あ
る
７
・
６
％
、
現
在
は
な

い
４
・
６
％
）
。

暴
力
が
「
あ
っ
た
」
と
回

答
し
た
男
女
で
み
る
と
、

「
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
振
る
わ

れ
た
」
が
全
体
の
52
・
０

％
。
そ
の
内
訳
は
、
男
性
か

ら
女
性
へ
の
暴
力
が
65
・
６

％
と
高
い
が
、
女
性
か
ら
男

性
へ
の
暴
力
も
38
・
２
％
を

数
え
て
い
る
。

「
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
し
て

自
分
が
振
る
っ
て
し
ま
っ

た
」
が
全
体
の
25
・
０
％

（
男
性
34
・
１
％
、
女
性

16
・
０
％
）
、
「
お
互
い
に

振
る
っ
た
」
は
23
・
０
％

（
男
性
27
・
６
％
、
女
性

18
・
４
％
）
。

暴
力
行
為
の
内
容
で
は
、

最
多
は「
精
神
的
な
暴
力（
暴

言
、
強
迫
、
差
別
的
な
発

言
、
無
視
さ
れ
る
な
ど
）」で

45
・
６
％
（
男
性
40
・
７
％
、

女
性
50
・
４
％
）
、
次
い
で

「
身
体
的
な
暴
力
（
殴
る
、

蹴
る
、
叩
く
、
刺
す
、
な

ど
）」30
・
６
％
（
男
性
30
・

９
％
、
女
性
30
・
４
％
）
。

自
粛
下
に
お
け
る
暴
力
行

為
の
頻
度
の
変
化
を
聞
く

と
、「
変
わ
ら
な
い
が
」が
55
・

６
％
（
男
性
53
・
７
％
、
女

性
５７
・
６
％
）だ
が
、「
減
っ

た
」
２６
・
６
％
（
男
性
３０
・

９
％
、女
性
２２
・
４
％
）、「
増

え
た
」１７
・
７
％（
男
性
１５
・

４
％
、
女
性
２０
・
０
％
）

で
、
自
粛
下
で
は
暴
力
が
増

え
る
と
い
う
仮
説
を
覆
す
結

果
と
な
っ
た
（
図
２
）
。

暴
力
が
増
え
た
と
回
答
し

た
男
女
で
共
通
し
て
い
る
の

は
、「
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が

増
え
た
」「
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の

関
係
が
悪
く
な
っ
た
」
「
飲

酒
量
が
増
え
た
」
で
、
暴
力

が
増
え
た
背
景
が
垣
間
見
え

る
。
因
果
関
係
は
は
っ
き
り

し
な
い
が
、
男
性
で
は
さ
ら

に「
充
実
し
て
い
な
か
っ
た
」

「
休
日
の
頻
度
が
増
え
た
」

「
セ
ッ
ク
ス
の
回
数
が
増
え

た
」
「
自
慰
の
頻
度
が
増
え

た
」、女
性
で
は
「
40
歳
代
と

60
歳
代
」
と
な
っ
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
１９
に
つ
い

て
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
ス

タ
ー
ト
し
た
と
は
い
え
、
供

給
不
足
も
あ
っ
て
、
全
国
民

に
対
す
る
接
種
が
完
了
す
る

の
が
い
つ
に
な
る
の
か
皆
目

分
か
っ
て
い
な
い
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱

１９
の
第
４
波
、
第
５
波
な
ど

に
よ
っ
て
、
今
後
も
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
可
能

性
す
ら
否
定
で
き
な
い
。
あ

る
い
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
１９

が
収
束
し
て
も
な
お
、
想
定

外
の
人
災
や
自
然
災
害
な
ど

の
た
め
に
自
粛
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

そ
の
際
、
今
回
の
調
査
研
究

の
成
果
を
生
か
せ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

「
こ
の
時
期
に
、
あ
な
た

自
身
の
セ
ッ
ク
ス
回
数
は
変

わ
り
ま
し
た
か
」
と
聞
く

と
、
「
変
わ
ら
な
か
っ
た
」

は
３９
・
０
％
（
男
性
４７
・
１

％
、
女
性
３１
・
０
％
）
だ

が
、「
し
て
い
な
い
」４９
・
８

％
（
男
性
３９
・
５
％
、
女
性

５９
・
８
％
）、「
減
っ
た
」７
・

９
％
（
男
性
９
・
４
％
、
女

性
６
・
４
％
）、「
増
え
た
」

３
・
３
％
（
男
性
３
・
９

％
、
女
性
２
・
７
％
）
。

自
粛
下
セ
ッ
ク
ス
を
し
て

い
な
い
の
は
男
女
と
も
に
年

齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
高
い

傾
向
を
認
め
た
。
男
女
と
も

に
、
「
減
っ
た
」
が
「
増
え

た
」
の
２
倍
以
上
で
あ
っ
た

（
図
３
）
。

セ
ッ
ク
ス
が
減
る
と
い
う

傾
向
は
、
未
婚
、
初
婚
、
再

婚
以
上
、
離
婚
な
ど
に
分
け

て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

セ
ッ
ク
ス
の
頻
度
が
「
減

っ
た
」
理
由
を
聞
く
と
、

「
外
出
を
控
え
て
い
た
」
が

４４
・
２
％
（
男
性
４５
・
７

％
、女
性
４２
・
１
％
）で
ト
ッ

プ
、
次
い
で
男
性
で
は
「
機

会
が
な
か
っ
た
」
２６
・
４
％

（
女
性
２０
・
９
％
）、女
性
は

「
そ
の
気
に
な
れ
な
か
っ
た
」

で
２８
・
８
％
（
男
性
２２
・
６

％
）。「
本
人
あ
る
い
は
相
手

が
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
」
は

０
・
４
％
で
あ
っ
た
。

外
出
を
控
え
て
、
自
宅
に

こ
も
っ
て
い
た
ら
、
セ
ッ
ク

ス
が
行
わ
れ
る
頻
度
が
増
え

る
の
で
は
な
い
か
―
と
い
う

仮
説
は
成
り
立
た
な
か
っ

た
。
２０
年
の
妊
娠
届
出
数
の

減
少
、
結
果
と
し
て
出
生
率

が
低
下
す
る
こ
と
が
話
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
セ
ッ
ク
ス

が
行
わ
れ
て
い
な
い
、
減
っ

た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
可
能

性
は
極
め
て
高
い
。

こ
の
調
査
対
象
者
が
２０
～

６９
歳
の
男
女
と
な
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
「
に
ん
し
ん

Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
に
若
者
か
ら
の
相

談
が
殺
到
し
た
と
い
う
報
道

に
正
確
に
答
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
セ
ッ
ク
ス
が
行

わ
れ
た
結
果
と
し
て
妊
娠
不

安
に
陥
り
電
話
相
談
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
相
談
に
助
け
を
求
め
た

の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
「
妊

娠
」
を
必
ず
し
も
意
味
す
る

と
は
限
ら
な
い
。
長
年
に
わ

た
っ
て
電
話
相
談
事
業
を
運

営
し
て
き
た
筆
者
の
経
験
か

ら
は
、
自
粛
生
活
で
相
談
す

る
時
間
が
増
え
た
こ
と
と
相

談
件
数
の
増
加
に
関
係
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

あ
る
こ
と
は
今
更
言
う
ま
で

も
な
い
。
以
下
、
提
言
を
ま

と
め
た
。

１
．
今
後
、
自
粛
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
事
態
が
起
こ
っ

た
際
に
も
、
充
実
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
あ
る
程
度
の
収
入
の

確
保
と
、
人
と
人
と
を
分
断

さ
せ
な
い
、
孤
立
さ
せ
な
い

施
策
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

２
．
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
暴

力
が
、
「
自
宅
で
過
ご
す
時

間
が
増
え
た
」
「
休
日
が
増

え
た
」
な
ど
と
関
係
す
る
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
在
宅
勤

務
を
推
奨
す
る
だ
け
で
な

く
、
暴
力
を
回
避
す
る
た
め

に
は
、
家
族
間
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
維

持
で
き
る
よ
う
な
施
策
が
求

め
ら
れ
る
。

〈
謝
　
辞
〉

本
調
査
の
報
告
を
終
え
る
に
あ
た

り
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
国

民
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
た

い
。
さ
ら
に
、
以
下
研
究
協
力
者
に

深
謝
し
た
い
。
（
敬
称
略
）

（
自
治
医
科
大
学
地
域
医
療
学
セ

ン
タ
ー
公
衆
衛
生
学
部
門
）
阿
江
竜

介
・
小
佐
見
光
樹
、
（
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
）
林
玲
子
・

守
泉
理
恵
・
中
村
真
理
子
、
（
神
奈

川
県
立
保
健
福
祉
大
学
）
吉
田
穂

波
、
（
東
北
大
学
大
学
院
環
境
科
学

研
究
科
）
田
代
藍
、
（
本
会
家
族
計

画
研
究
セ
ン
タ
ー
）
杉
村
由
香
理

（
２
０
２
１
年
５
月
１
日
掲
載
）

「�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
第
一
次
緊
急
事
態�

宣
言
下
の
日
本
人
１
万
人
調
査
」

～
セ
ッ
ク
ス
が
減
っ
た
、暴
力
は
増
え
て
い
な
い
、

�

充
実
し
た
生
活
に
は
分
断
、孤
立
を
避
け
る
～

自
粛
下
に
妊
娠
や
暴
力
が
増
え
た
か

「
充
実
し
て
い
な
か
っ
た
」が
男
女
と
も
に
６
割
超
え

厚労科研

調
査
は
20
～
69
歳
の
男
女
1
万
人

自
粛
下
、男
性
の
４
割
、女
性
の
６
割
が

セ
ッ
ク
ス
し
て
い
な
い
と
回
答

自
粛
下
に
あ
っ
て
も
、人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
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↓防ごう！
まるとり
マルトリー
トメント

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
流
行
下
の
自
粛
の
影

響
―
予
期
せ
ぬ
妊
娠
等
に
関

す
る
実
態
調
査
と
女
性
の
健

康
に
対
す
る
適
切
な
支
援
提

供
体
制
構
築
の
た
め
の
研

究
」
班
（
研
究
代
表
者
＝
安

達
知
子
・
日
本
産
婦
人
科
医

会
常
務
理
事
）
の
分
担
研
究

（
研
究
分
担
者
＝
北
村
邦

夫
・
本
会
理
事
長
）
で
は
、

妊
娠
・
中
絶
・
家
庭
内
Ｄ
Ｖ

な
ど
の
実
態
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
高
校

生
に
安
心
を
届
け
る
た
め
の

性
教
育
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

厚
生
労
働
省
は
３
月
３１

日
、
２
０
０
６
年
に
策
定
さ

れ
た
「
妊
産
婦
の
た
め
の
食

生
活
指
針
」
を
改
定
し
た
。

同
指
針
は
こ
れ
ま
で
自
治
体

や
関
係
機
関
で
妊
産
婦
の
栄

養
・
食
生
活
の
支
援
に
活
用

さ
れ
て
き
た
が
、
策
定
か
ら

約
１５
年
が
経
過
し
、
健
康
や

栄
養
・
食
生
活
に
関
す
る
課

題
を
含
む
妊
産
婦
を
取
り
巻

く
社
会
状
況
な
ど
が
変
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
２
０
１

９
年
度
の
調
査
研
究
事
業
の

報
告
な
ど
を
踏
ま
え
、
新
た

な
指
針
を
と
り
ま
と
め
、
あ

わ
せ
て
保
健
医
療
従
事
者
な

ど
を
対
象
と
し
た
解
説
要
領

を
作
成
し
た
。

た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び

交
い
ま
し
た
。
実
際
に
性
行

動
が
活
発
に
な
っ
た
の
か
？
　

知
識
不
足
に
よ
り
不
安
が
増

え
た
の
か
？
　
相
談
先
を
知

っ
て
相
談
し
や
す
く
な
っ
た

の
か
？
―
―

今
回
「
＃
つ
な
が
る
Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ
」
制
作
チ
ー
ム
で
は
、

こ
れ
ら
の
背
景
を
踏
ま
え

て
、
「
相
談
す
る
側
」
「
相

談
さ
れ
る
側
」
の
両
方
の
目

線
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
し

た
。
制
作
者
は
性
教
育
に
携

わ
る
産
婦
人
科
医
師
・
助
産

師
・
大
学
教
育
学
部
教
員
・

養
護
教
諭
養
成
課
程
教
諭
で

す
が
、
さ
ら
に
制
作
者
の
身

近
に
い
る
学
生
さ
ん
か
ら
の

声
も
反
映
し
ま
し
た
。
相
談

す
る
前
に
知
っ
て
お
き
た
い

知
識
や
情
報
を
文
字
が
多
く

な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
ま
と

め
、
も
っ
と
詳
し
い
情
報
を

知
り
た
い
時
に
頼
り
に
な
る

ペ
ー
ジ
を
リ
ン
ク
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
談
を
受
け
る
側

の
態
度
と
し
て
心
掛
け
た
い

表
現
を
ち
り
ば
め
ま
し
た
。

性
的
同
意
の
大
切
さ
に
始
ま

り
、
性
行
為
に
伴
う
リ
ス
ク

や
責
任
を
知
っ
た
上
で
の
自

己
選
択
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
、
ど
れ
だ
け
用
心
深
く
行

動
し
て
も
、
性
の
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
あ

り
、
誰
か
に
「
つ
な
が
る
」

こ
と
こ
そ
が
、
最
も
大
切
だ

と
い
う
こ
と
を
強
調
し
ま
し

た
。仮

に
相
談
し
て
も
ら
え
た

と
き
は
、
あ
な
た
を
信
頼
で

き
る
大
人
だ
と
思
っ
て
も
ら

え
た
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。
こ
の
「
＃
つ
な
が
る
Ｂ

Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
を
渡
し
て
く
れ
た

大
人
は
、
ま
さ
に
、
相
談
で

き
る
大
人
だ
と
認
識
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

「
＃
つ
な
が
る
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
」
は
、
そ
の
名
の
通
り
、

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
と
し
て
一
人

一
人
の
高
校
生
に
手
渡
せ
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
配
布

し
た
い
！
　
と
作
成
さ
れ
ま

し
た
。
手
に
取
っ
て
く
れ
た

学
生
か
ら
は
、
「
中
学
生
に

も
、
大
学
生
や
大
人
に
も
使

え
る
ね
！
」
と
の
評
価
も
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

無
料
で
閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
る
、
Ｗ
ｅ
ｂ
版
／

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
／

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
作
成
・
印
刷

用
入
稿
版
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
講
演
会
で
の
配
布
な

ど
に
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
２
０
２
１
年
５
月
１
日
掲
載
）

作
成
し
ま
し
た
（
２
０
２
０

年
度
厚
生
労
働
科
学
特
別
研

究
事
業
）
。

そ
の
概
要
を
制
作
チ
ー
ム

の
１
人
で
あ
る
高
橋
幸
子
本

会
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
に
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
す
。

高
橋
幸
子
（
本
会
ク
リ
ニ

ッ
ク
医
師
／
埼
玉
医
科
大
学

産
婦
人
科
医
療
人
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
・
地
域
医
学
推
進

セ
ン
タ
ー
助
教
）

２
０
２
０
年
３
月
か
ら
６

月
に
か
け
て
、
全
国
で
学
校

が
一
斉
休
校
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
当
時
、
妊
娠
不
安

に
よ
る
電
話
相
談
が
増
加
し

成
を
重
視
し
、
「
妊
娠
前
か

ら
は
じ
め
る
妊
産
婦
の
た
め

の
食
生
活
指
針
～
妊
娠
前
か

ら
、
健
康
な
か
ら
だ
づ
く
り

を
～
」
と
し
た
。
改
定
後
の

指
針
は
、
妊
娠
前
か
ら
の
健

康
づ
く
り
や
妊
産
婦
に
必
要

と
さ
れ
る
食
事
内
容
と
と
も

に
、
妊
産
婦
の
生
活
全
般
、

か
ら
だ
や
心
の
健
康
に
も
配

慮
し
た
、
計
１０
項
目
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
妊
娠
期
に
お
け

る
望
ま
し
い
体
重
増
加
量
に

つ
い
て
は
、
「
妊
娠
中
の
体

重
増
加
指
導
の
目
安
」
（
２

０
２
１
年
３
月
８
日
日
本
産

科
婦
人
科
学
会
）
を
参
考
と

し
て
提
示
し
て
お
り
、
妊
娠

前
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
１８
・
５
未
満

の
低
体
重
で
は
１２
～
１５
ｋｇ
に

改
め
ら
れ
た
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
妊
娠
前
か
ら

は
じ
め
る
妊
産
婦
の
た
め
の

食
生
活
指
針
～
妊
娠
前
か

ら
、
健
康
な
か
ら
だ
づ
く
り

を
～
」

（
２
０
２
１
年
５
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

４
月
１４
日
、
国
連
人
口
基

金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
は
「
世

界
人
口
白
書
２
０
２
１
：
私

の
か
ら
だ
は
私
の
も
の
―
か

ら
だ
の
自
己
決
定
権
を
求
め

て
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
中

で
、
開
発
途
上
国
５７
カ
国
に

お
い
て
約
半
数
の
女
性
が
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
性
交
渉
、

避
妊
薬
・
具
の
利
用
、
ヘ
ル

ス
ケ
ア
の
３
つ
の
分
野
に
お

け
る
決
定
権
を
真
に
享
受
で

き
て
い
な
い
と
訴
え
た
。

「
か
ら
だ
の
自
己
決
定

権
」
と
は
、
暴
力
を
恐
れ
た

り
、
他
人
に
決
め
ら
れ
た
り

す
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
か

ら
だ
に
関
す
る
こ
と
を
自
分

自
身
で
選
択
す
る
こ
と
と
、

そ
の
力
を
意
味
す
る
。
白
書

で
は
、
か
ら
だ
の
自
己
決
定

権
が
損
な
わ
れ
る
と
、
女
性

と
少
女
に
深
刻
な
被
害
を
与

え
る
だ
け
で
な
く
、
経
済
的

生
産
性
と
ス
キ
ル
の
低
下
を

も
た
ら
し
、
結
果
的
に
ヘ
ル

ス
ケ
ア
や
司
法
制
度
に
余
分

な
コ
ス
ト
が
必
要
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
と
報
告
し
て
い

る
。ま

た
、
レ
イ
プ
事
件
を
起

訴
す
る
た
め
の
刑
事
司
法
制

度
が
、
処
女
検
査
を
要
求
す

る
場
合
が
あ
る
―
な
ど
の
例

を
あ
げ
、
虐
待
に
対
処
す
る

た
め
の
対
応
が
、
か
ら
だ
の

自
己
決
定
権
を
侵
害
す
る
さ

ら
な
る
暴
力
を
引
き
起
こ
す

こ
と
に
な
り
得
る
と
も
言
及

し
、
真
の
解
決
策
は
、
被
害

者
の
ニ
ー
ズ
と
経
験
を
考
慮

し
た
も
の
で
あ
る
べ
き
と
訴

え
て
い
る
。

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
の

ナ
タ
リ
ア
・
カ
ネ
ム
氏
は
声

明
で
「
か
ら
だ
の
自
己
決
定

権
の
否
定
は
、
女
性
と
少
女

の
基
本
的
人
権
の
侵
害
で
あ

り
、不
平
等
を
拡
大
し
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
基
づ
く
差
別
に
起

因
す
る
暴
力
を
延
々
と
固
定

化
さ
せ
る
も
の
で
す
」
「
そ

れ
は
精
神
を
崩
壊
さ
せ
る
程

の
脅
威
で
あ
り
、
阻
止
す
べ

き
も
の
で
す
」
と
述
べ
た
。

主
な
調
査
結
果
：
私
の
か

ら
だ
で
は
あ
っ
て
も
、
私
の

選
択
で
は
な
い

・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
避
妊
、
性

交
渉
に
対
し
て
完
全
な
自

己
決
定
権
を
持
っ
て
い
る

女
性
は
、
全
体
の
５５
％

・
マ
タ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
（
妊

娠
・
出
産
・
中
絶
）
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
保
障
し
て
い

る
国
は
、
全
体
の
７１
％

・
避
妊
へ
の
完
全
か
つ
平
等

な
ア
ク
セ
ス
を
保
障
し
て

い
る
国
は
、
全
体
の
７５
％

・
性
に
関
す
る
健
康
と
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
支
援
す

る
法
律
を
制
定
し
て
い
る

国
は
、
全
体
の
約
８０
％

・
包
括
的
な
性
教
育
を
支
援

す
る
法
律
と
政
策
が
あ
る

国
は
、
全
体
の
約
５６
％

・
２０
の
国
や
地
域
で
「
強
姦

犯
と
の
結
婚
」
に
関
す
る

法
律
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
男
性
が
レ
イ
プ
し
た

女
性
や
少
女
と
結
婚
し
た

場
合
、
刑
事
訴
追
を
免
れ

る
こ
と
が
で
き
る

・
４３
の
国
々
で
は
、
配
偶
者

間
に
お
け
る
レ
イ
プ
の
問

題
を
扱
う
法
律
が
存
在
し

な
い

・
３０
を
超
え
る
国
々
で
、
女

性
が
家
の
外
で
活
動
す
る

権
利
が
制
限
さ
れ
て
い
る

・
障
害
を
持
つ
少
女
や
少
年

は
、
性
暴
力
の
標
的
に
な

る
可
能
性
が
約
３
倍
高

く
、
中
で
も
少
女
は
最
も

大
き
な
リ
ス
ク
に
晒
さ
れ

て
い
る

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
「
世
界
人
口
白

書
２
０
２
１
」

（
２
０
２
１
年
５
月
１
日
掲
載
）

本
会
が
昨
秋
か
ら
運
営
し

て
き
た
マ
ル
ト
リ
予
防
Ⓡ
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
防
ご
う
！
ま

る
と
り 

マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
」
（https://m

aru� tori.jp

）
に
市
民
向
け
の
チ

ラ
シ
（
全
11
種
）
が
５
月
11

日
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

本
サ
イ
ト
は
マ
ル
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
の

提
供
を
目
的
と
し
て
運
営
し

て
お
り
ま
す
。
サ
イ
ト
内
で

は
専
門
職
向
け
の
３
冊
子
を

掲
載
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
、
チ
ラ
シ
が

加
わ
っ
た
こ
と
で
、
指
導

者
、
養
育
者
、
地
域
住
民
、

ど
な
た
で
も
ご
利
用
し
や
す

い
サ
イ
ト
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
冊
子
や
チ
ラ
シ
は
会

員
登
録
す
れ
ば
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
・
印
刷
も
可
能
に
な
り
ま

す
の
で
、
指
導
現
場
で
の
配

布
資
料
に
、
職
場
内
で
の
勉

強
会
に
、
個
人
の
知
識
の
整

理
な
ど
に
、
幅
広
く
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

既
に
ご
登
録
さ
れ
て
い
る

方
は
改
め
て
、
ま
だ
ご
存
じ

な
か
っ
た
方
は
ぜ
ひ
同
サ
イ

ト
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

今
後
、
会
員
の
皆
様
に
は

マ
ル
ト
リ
予
防
Ⓡ
に
役
立
つ

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
も
配
信
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
０
２
１
年
５
月
13
日
掲
載
）

新
た
な
指
針
の
名
称
は
、

妊
娠
前
か
ら
の
健
康
な
体
づ

く
り
や
適
切
な
食
習
慣
の
形

性
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ

「
＃
つ
な
が
る
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」を
公
開

若
い
世
代
の
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
普
及
推
進
へ

厚労科研
事　　業

「
か
ら
だ
の
自
己
決
定
権
」の
侵

害
、途
上
国
女
性
の
約
半
数
で

世
界
人
口
白
書
２
０
２
１

マル
ト
リ
予
防
Ⓡ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に

市
民
向
け
啓
発
チ
ラ
シ
を
追
加

妊
産
婦
の
た
め
の

食
生
活
指
針
を
改
定

厚労省

（　）42025年（令和 7年）８月 1日家 　 族 　 と 　 健 　 康（2021年度号）
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日
本
産
科
婦
人
科
学
会
と

日
本
産
婦
人
科
感
染
症
学
会

は
５
月
12
日
、
妊
婦
に
対
す

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、中
・

長
期
的
な
副
反
応
な
ど
に
関

し
て
は
今
後
の
情
報
収
集
が

必
要
と
し
た
う
え
で
、
「
現

時
点
で
は
世
界
的
に
接
種
の

メ
リ
ッ
ト
が
リ
ス
ク
を
上
回

る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
、

流
行
拡
大
の
現
状
を
踏
ま
え

て
、
妊
婦
を
ワ
ク
チ
ン
接
種

対
象
か
ら
除
外
し
な
い
と
の

新
た
な
提
言
を
公
表
し
た
。

特
に
人
口
あ
た
り
の
感
染

者
が
多
い
地
域
や
、
重
症
化

リ
ス
ク
が
高
い
基
礎
疾
患
を

合
併
し
て
い
る
場
合
は
積
極

的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
す
る
の

が
望
ま
し
い
が
、
妊
娠
12
週

ま
で
は
、
偶
発
的
な
胎
児
異

常
の
発
生
と
の
識
別
に
関
す

る
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
る

厚
生
労
働
省
が
４
日
に
発

表
し
た
２
０
２
０
年
の
人
口

動
態
統
計
（
概
数
）
に
よ
る

と
、
出
生
数
は
８４
万
８
３
２

人
で
、
前
年
か
ら
２
万
４
４

０
７
人
の
減
少
と
な
り
５
年

連
続
で
過
去
最
少
を
更
新
し

た
。
１
人
の
女
性
が
生
涯
に

産
む
子
ど
も
の
数
を
示
す

「
合
計
特
殊
出
生
率
」
も

１
・
３４
（
前
年
１
・
３６
）
で

５
年
連
続
で
低
下
し
た
。

死
亡
数
は
１
３
７
万
２
６

４
８
人
（
前
年
１
３
８
万
１

０
９
３
人
）
で
１１
年
ぶ
り
に

減
少
。
死
因
別
に
み
る
と
、

肺
炎
は
７
万
８
４
４
５
人
で

対
前
年
１
万
７
０
７
３
人
の

減
少
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
３
４
６
６
人
で

あ
っ
た
。
出
生
数
と
死
亡
数

の
差
で
あ
る
人
口
の
自
然
減

は
、
５３
万
１
８
１
６
人
（
前

年
５１
万
５
８
５
４
人
）
で
１４

４０
年
近
い
歴
史
を
誇
る
老

舗
電
話
相
談
「
思
春
期
・
Ｆ

Ｐ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
閉
じ

る
に
あ
た
り
、
新
た
な
窓
口

と
し
て
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
」

の
企
画
が
挙
が
っ
た
時
に

は
、
需
要
は
あ
る
の
か
、
ど

の
よ
う
な
相
談
が
飛
び
込
ん

で
く
る
の
か
皆
目
見
当
が
つ

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
相
談
者

と
対
話
し
な
が
ら
話
題
を
展

開
で
き
な
い
こ
と
や
、
一
方

通
行
の
し
か
も
文
字
で
回
答

す
る
こ
と
な
ど
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
と
は

言
い
難
い
世
代
の
相
談
員
で

し
た
が
、
多
少
の
不
安
を
抱

き
つ
つ
も
、
「
と
に
か
く
始

め
よ
う
、
走
り
な
が
ら
考
え

れ
ば
い
い
！
」
と
１
か
月
程

の
準
備
期
間
を
経
て
、
本
年

４
月
１
日
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

利
用
し
た
相
談
を
開
始
し
ま

し
た
。

相
談
員
の
負
担
を
考
慮

し
、
チ
ャ
ッ
ト（
会
話
）式
で

は
な
く
、
届
い
た
質
問
に
相

談
時
間
内
（
平
日
の
１０
時
～

１６
時
）
に
、
到
着
順
に
回
答

す
る
こ
と
と
、
相
談
者
に
と

っ
て
必
要
な
受
診
機
会
を
逸

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
＂
友
だ
ち
登
録
＂

（
相
談
に
必
要
）
が
な
さ
れ

た
時
点
で
、
緊
急
事
態
に
は

対
応
で
き
な
い
こ
と
、
個
別

の
症
状
に
診
断
が
で
き
な
い

こ
と
な
ど
の
注
意
事
項
が
相

談
者
の
画
面
に
表
示
さ
れ
る

よ
う
に
し
て
、
双
方
が
相
談

の
限
界
を
認
識
し
た
上
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
ま

し
た
。

◆
　
◆
　
◆

４
月
１
日
の
ス
タ
ー
ト
時

点
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
の

開
始
に
つ
い
て
は
、
留
守
番

電
話
で
の
案
内
と
、
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

紹
介
だ
け
で
し
た
が
、
１０
時

の
開
始
時
間
に
パ
ソ
コ
ン
を

立
ち
上
げ
る
と
、
早
速
第
１

号
と
な
る
相
談
が
届
い
て
い

ま
し
た
。

「
避
妊
が
確
実
に
で
き
て

い
た
の
か
、
１
日
た
っ
た

今
、
急
に
不
安
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
」
文
字
に
す
る

と
淡
々
と
し
て
い
ま
す
が
、

ご
本
人
が
ど
ん
な
心
情
で
返

事
を
待
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か

に
思
い
を
馳
せ
、
急
い
で
入

力
し
な
く
て
は
、
で
も
必
要

な
情
報
を
漏
ら
し
て
は
な
る

ま
い
と
、
相
談
員
は
真
剣
な

表
情
で
慣
れ
な
い
キ
ー
ボ
ー

ド
に
向
か
い
ま
す
。
緊
急
避

妊
の
話
と
医
療
機
関
の
探
し

方
、
後
か
ら
不
安
に
な
ら
な

い
よ
う
避
妊
の
主
導
権
を
自

分
が
持
つ
こ
と
な
ど
を
提
案

し
ま
し
た
。
返
信
か
ら
そ
う

時
間
が
た
た
な
い
う
ち
に

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
受
診
を
予
約
し
ま
し

た
」
と
の
連
絡
が
あ
り
、
相

談
は
完
結
。
相
談
員
の
印
象

と
し
て
は
、
例
え
ば
最
終
月

経
が
い
つ
だ
っ
た
か
、
お
金

は
持
っ
て
い
る
か
、
な
ど
電

話
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
聞
き

出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
回
答

が
画
一
的
な
一
般
論
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
、
想
定
内

と
思
い
つ
つ
も
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

と
は
い
え
そ
の
後
も
、
包

茎
、
性
器
の
サ
イ
ズ
、
妊
娠

不
安
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
月
経
不
順

な
ど
の
相
談
が
続
き
、
電
話

と
変
わ
ら
な
い
役
割
が
果
た

せ
そ
う
な
滑
り
出
し
に
、
ひ

と
ま
ず
安
堵
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

目
下
の
と
こ
ろ
相
談
員
の

主
な
仕
事
は
、
基
準
と
な
る

回
答
集
づ
く
り
で
す
。
電
話

相
談
の
分
類
に
使
用
し
て
い

た
項
目
別
に
、
想
定
さ
れ
る

質
問
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

そ
れ
に
専
門
書
な
ど
を
参
考

に
回
答
例
を
書
き
込
ん
で
い

き
ま
す
。
実
際
の
相
談
で
は

該
当
項
目
を
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー

ス
ト
し
た
上
で
、
挨
拶
や
、

相
談
を
寄
せ
て
く
れ
た
こ
と

へ
の
感
謝
、
時
に
相
談
者
の

気
持
ち
に
寄
り
添
う
言
葉
を

添
え
て
、
返
事
を
送
信
し
ま

す
。
短
時
間
で
科
学
的
根
拠

に
基
づ
い
た
回
答
や
、
相
談

員
の
経
験
が
届
く
よ
う
工
夫

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

下
記
に
お
示
し
し
ま
し
た

Ｉ
Ｄ
の
入
力
、
ま
た
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と

で
、
相
談
に
つ
な
が
り
ま

す
。

実
は
相
談
事
業
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
社
の
「
公
式
」
に
承
認
さ

れ
る
に
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起

こ
っ
た
際
、
警
察
と
の
連
携

が
取
れ
る
指
定
の
シ
ス
テ
ム

を
利
用
す
る
こ
と
が
条
件
と

さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
性

質
上
警
察
を
介
す
る
事
態
は

想
定
さ
れ
な
い
こ
と
、
公
式

承
認
が
な
く
て
も
相
談
事
業

は
実
施
し
て
も
よ
ろ
し
い
と

の
こ
と
で
し
た
の
で
、
「
Ｊ

Ｆ
Ｐ
Ａ
思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
上
で
名

前
で
の
検
索
が
で
き
な
い
こ

と
だ
け
が
、
欠
点
と
な
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
事
情
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
機
会
あ

る
ご
と
に
Ｉ
Ｄ
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

（
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ

ー
　
杉
村
）

（
２
０
２
１
年
６
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
避

け
る
べ
き
と
注
意
を
促
し
て

い
る
。

ま
た
、
妊
婦
に
は
母
児
管

理
の
で
き
る
産
婦
人
科
施
設

な
ど
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

推
奨
し
て
お
り
、
「
一
人
一

人
の
背
景
が
違
う
の
で
、
ま

ず
は
産
婦
人
科
の
主
治
医
と

十
分
に
相
談
し
て
ほ
し
い
」

と
し
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

Ｊ
Ｓ
Ｏ
Ｇ
「
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
考
慮
す
る
妊
婦
さ
ん
な
ら

び
に
妊
娠
を
希
望
す
る
⽅

へ
」（

２
０
２
１
年
６
月
１
日
掲
載
）

年
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

婚
姻
件
数
は
５２
万
５
４
９

０
組
で
、
前
年
の
５９
万
９
０

０
７
組
よ
り
７
万
３
５
１
７

組
減
少
し
た
。
ま
た
、
今
年

５
月
に
同
省
が
発
表
し
た
２１

年
１
～
３
月
の
人
口
動
態
統

計
速
報
で
は
、
出
生
数
（
外

国
人
含
む
）
は
対
前
年
９
・

２
％
減
の
１９
万
２
９
７
７
人

と
な
っ
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
令
和
２
（
２

０
２
０
）
年
人
口
動
態
統
計

（
概
数
）
」

（
２
０
２
１
年
６
月
８
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

講義名 講　師

① 妊娠の経過
重松　 環奈 先生
日本赤十字社医療センター
日本助産師会

② 医療費・出産費用について 安宅 満美子 先生
日本助産師会　

③ 粉ミルクについて 市川　 恵子 先生
めぐみ助産院　

④ 乳腺炎や起こりやすいトラブル
稲田　 千晴 先生
日本赤十字大学大学院
国際保健助産学専攻 講師

⑤
⑥
母子健康手帳を有効活用
するために（前編・後編）

市川　 香織 先生
東京情報大学看護学部
看護学科 教授

⑦ 母乳で育てるには 得松　 奈月 先生
総合母子保健センター 愛育病院

⑧
⑨ 避妊方法の説明（前編・後編）

今　 ひろみ 先生
bean助産院　

⑩ 妊娠中の過ごし方～くすり・サプリメント～

勝田 もも子 先生
杏林大学医学部付属病院
総合周産期母子医療センター

⑪ 妊娠中の過ごし方 ～旅行について～

⑫ 妊娠中の過ごし方～喫煙・飲酒の子どもへの影響～

⑬ 妊娠中の過ごし方 ～睡眠について～

配
信
中
の
講
義 

☆
２
０
２
６
年
12
月
31
日
ま
で

お知らせ

“リプロ”ダクティブ・ヘルス／ライツに

ついて学べる“場
バ
”  略して「リプロバ」です

リプロバ
「これさえ見れば基本はOK!!」な講義動画集ができました。

その名も…

● １本10分程度の講義動画集
●インターネット上で
　いつでも、どこでも、何度でも
　視聴可能
●新人研修にピッタリの内容
●ベテランの方の学び直しにも

無料公開
です

※ 本会セミナー会員登録が
必要となります
※ 無料公開しています。
ただし、視聴の際の通信
料等はご負担ください

視聴は本会HPから
 その他の
講義も続 と々
公開して
おります

「
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思
春
期
・Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

ス
タ
ー
ト

「�

妊
婦
の
ワ
ク
チ
ン
接
種�

利
点
大
き
い
」

新
型
コ
ロ
ナ
で
学
会
提
言

２
０
２
０
年
の
出
生
数
84
万
人
、

人
口
自
然
減
53
万
人

厚
労
省

家 　 族 　 と 　 健 　 康（　）5 2025年（令和 7年）８月 1日 （2021年度号）
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２
０
２
０
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）
に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
続
け
た
一
年
で
あ
っ

た
。
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
が
延
期
さ

れ
、
臨
時
休
校
の
実
施
や
医

療
が
逼ひ

っ

迫ぱ
く

す
る
こ
と
な
ど
、

誰
が
予
想
で
き
た
だ
ろ
う

か
。

　
ワ
ク
チ
ン
が
世
界
各
国
で

開
発
さ
れ
、
既
に
積
極
的
な

接
種
が
行
わ
れ
て
い
る
国
が

あ
る
一
方
、
わ
が
国
の
場

合
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
不

足
も
あ
っ
て
接
種
が
遅
れ
、

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
収
束
へ
の

目
途
が
立
っ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
拡
大

に
伴
い
、
１
９
５
４
年
に
本

会
が
創
設
さ
れ
て
以
来
、
未

曾
有
の
経
営
危
機
に
襲
わ
れ

た
。

　
開
催
予
定
で
あ
っ
た
事
業

が
こ
と
ご
と
く
中
止
あ
る
い

は
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
本
会
に
と
っ
て
の
使
命

の
一
つ
と
も
い
え
る
「
指
導

者
養
成
」
を
目
的
と
し
た
各

種
セ
ミ
ナ
ー
を
計
画
通
り
に

は
開
催
で
き
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ

っ
て
も
手
を
緩
め
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
と
役
職
員
一

同
、
一
丸
と
な
っ
て
母
子
保

健
・
思
春
期
保
健
・
学
校
保

健
・
地
域
保
健
・
産
業
保
健

な
ど
の
諸
課
題
の
解
決
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　
以
下
、
本
会
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ
る
７
Ａ
（Adoles-

cent, Abortion, Access, 
A
dvocacy, A

ID
S
, 

Ageing, Abuse

）
に
沿
っ

て
20
年
度
の
主
だ
っ
た
事
業

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

A
dolescent

思
春
期
保
健
の
推
進

　
「
思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ

ー
」
「
母
子
保
健
指
導
員
研

修
会
」
「
栄
養
指
導
を
結
果

に
つ
な
げ
る
セ
ミ
ナ
ー
」

「
女
性
医
療
セ
ミ
ナ
ー
」

「
女
性
保
健
医
療
セ
ミ
ナ

ー
」
な
ど
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
と
ど

ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

中
で
も
、
１
９
８
１
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
「
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ

思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
Ⓡ
」

と
な
っ
た
。

99
年
に
低
用
量
経
口
避
妊

薬
（
ピ
ル
）
が
承
認
・
発
売

さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
ス
タ

ー
ト
し
た
「
指
導
者
の
た
め

の
避
妊
と
性
感
染
症
予
防
セ

ミ
ナ
ー
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ

ー
）
」
は
、
感
染
予
防
に
最

大
限
努
め
な
が
ら
、
全
国
８

会
場
（
第
１
６
３
〜
１
７
０

回
）
で
対
面
開
催
さ
れ
た

（
写
真
１
〜
２
）。メ
イ
ン
テ

ー
マ
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
か
ら
見

る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
の
課
題
」
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
推
進
は
本
会
に
お
い
て
も

重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を

第
15
条
に
基
づ
き
、
受
胎
調

節
実
地
指
導
員
の
資
格
申
請

が
可
能
と
な
る
受
胎
調
節
実

地
指
導
員
認
定
講
習
会
を
初

め
て
開
催
で
き
な
か
っ
た
こ

と
は
悔
や
ま
れ
る
。
中
絶
方

法
は
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
が
推
奨
す
る
経
口
妊
娠

中
絶
薬
で
は
な
く
、
わ
が
国

で
は
依
然
と
し
て
器
械
的
手

術
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
本
会
で
は
、

「
安
全
な
人
工
妊
娠
中
絶
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
経
口

妊
娠
中
絶
薬
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
企
業
へ
の
サ
ポ

ー
ト
を
積
極
的
に
行
っ
た
。

A
ccess

ど
こ
で
も
誰
も
が
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

　
避
妊
し
な
か
っ
た
、
コ
ン

ド
ー
ム
が
破
れ
た
、
コ
ン
ド

ー
ム
が
外
れ
た
、
レ
イ
プ
被

害
に
遭
っ
た
な
ど
に
際
し

て
、
妊
娠
を
回
避
す
る
最
後

の
手
段
で
あ
る
緊
急
避
妊

法
。
本
会
が
制
作
し
た
「
処

方
施
設
検
索
サ
イ
ト
」
が
、

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
で
一
挙
に
進
ん
だ
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
で
も
有
用
な
情

報
と
し
て
利
活
用
さ
れ
て
い

る
。「
緊
急
避
妊
ピ
ル
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ェ
薬
剤
師
養
成
セ
ミ

ナ
ー
」
を
女
性
の
健
康
支
援

の
た
め
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｈ
Ａ

Ｐ
と
共
催
す
る
と
と
も
に
、

緊
急
避
妊
薬
の
ス
イ
ッ
チ
Ｏ

Ｔ
Ｃ
化
の
推
進
、（
公
社
）日

本
看
護
協
会
・（
公
社
）日
本

助
産
師
会
と
連
名
で
「
緊
急

避
妊
薬
服
用
に
係
る
支
援
体

制
整
備
に
関
す
る
要
望
」
を

厚
生
労
働
大
臣
、
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
（
男
女
共
同
参

画
）
に
提
出
し
た
（
表
１
）。

A
dvocacy

啓
発
・
提
言
活
動

　
本
会
の
機
関
紙
「
家
族
と

健
康
Ⓡ
」
は
、
創
設
以
来
１

号
の
欠
号
も
な
く
昨
年
11
月

に
は
第
８
０
０
号
の
記
念
特

集
号
を
発
行
（
次
頁
図
２
）。

本
年
３
月
ま
で
に
第
８
０
４

役
員
人
事

（
６
月
16
日
付
）
▽
会
長
・

北
村
邦
夫
（
前
会
長
兼
理
事

長
）
▽
代
表
理
事
理
事
長
・

三
橋
裕
行
（
前
専
務
理
事
）

（
２
０
２
１
年
７
月
１
日
掲
載
）

認
識
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

A
bortion

安
全
な
人
工
妊
娠
中
絶

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
自

粛
生
活
を
送
る
中
、
若
者
た

ち
が
「
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」

相
談
に
殺
到
。
全
国
一
斉
休

校
な
ど
に
よ
っ
て
若
者
た
ち

の
性
行
動
が
活
発
化
し
妊
娠

例
が
増
え
た
に
違
い
な
い
と

の
憶
測
が
流
れ
た
。
自
粛
下

に
あ
っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の

暴
力
や
家
庭
内
暴
力
が
頻
発

し
て
い
る
と
の
報
道
も
あ
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
急

き
ゅ
う

遽き
ょ

ス
タ
ー
ト
し
た
２
０
２
０
年

度
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査

事
業
費
補
助
金
（
厚
生
労
働

科
学
特
別
研
究
事
業
）
研
究

（
研
究
代
表
者
・
安
達
知
子

日
本
産
婦
人
科
医
会
常
務
理

事
）
の
分
担
研
究
を
担
当

し
、
20
〜
69
歳
の
日
本
人
男

女
１
万
人
を
対
象
と
し
て

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
第
一

次
緊
急
事
態
宣
言
下
の
日
本

人
１
万
人
調
査
」
や
若
者
向

け
冊
子
「
＃
つ
な
が
る
Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ
」
の
制
作
な
ど
を
終
え

た
（
図
１
）
。
母
体
保
護
法

受
講
者
３
９
７
名
）
に
つ
い

て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
た
。
実
践
編
で
あ
る
コ
ー

ス
Ⅲ
（
第
67
回
）
は
、
講
師

と
受
講
者
と
を
ラ
イ
ブ
・
オ

ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
ブ
レ
イ

ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
（
グ
ル
ー

プ
分
け
）
機
能
を
活
用
し
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
指
導

法
が
教
授
さ
れ
る
な
ど
の
工

夫
を
凝
ら
し
、
最
終
的
に
は

２
３
１
名
が
受
講
。
こ
れ
で

本
会
が
認
定
し
た
思
春
期
保

健
相
談
士
Ⓡ
は
９
３
５
３
名

は
、
対
面
で
の

開
催
を
断
念

し
、
コ
ー
ス
Ⅰ

（
第
87
回
、
受

講
者
４
３
７

名
）
、
コ
ー
ス

Ⅱ
（
第
59
回
、

号
を
数
え
、全
国
の
自
治
体
、

看
護
教
育
機
関
な
ど
へ
配
布

し
て
い
る
。
機
関
紙
を
通
じ

て
、
時
代
に
即
応
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
触
れ
、
本
会

と
し
て
の
主
義
・
主
張
を
訴

え
続
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
た
Ｓ
Ｒ
Ｈ

Ｒ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健

康
と
権
利
）
情
報
の
発
信
を

積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。

A
ID
SＳ

Ｔ
Ｉ
及
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
の
予
防

　
本
会
が
長
年
に
わ
た
っ
て

取
り
組
ん
で
き
た
子
宮
頸け

い

が

ん
予
防
を
巡
っ
て
大
き
な
動

き
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
子
宮
頸
が
ん

の
発
症
予
防
を
可
能
に
し
た

と
い
う
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の

大
規
模
調
査
の
結
果
が
報
告

さ
れ
た
こ
と
。
二
つ
め
は
日

本
に
お
い
て
９
価
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
の
製
造
販
売
が
正

式
に
承
認
さ
れ
た
こ
と
。
三

つ
め
は
、
２
０
１
３
年
４
月

に
定
期
接
種
化
さ
れ
た
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
で
生
じ
た
と
さ

れ
る
多
様
な
症
状
に
関
す
る

報
道
が
相
次
ぎ
、
同
年
６
月

か
ら
積
極
的
接
種
勧
奨
が
差

し
控
え
ら
れ
て
い
た
が
、
積

極
的
接
種
勧
奨
の
再
開
と
ま

で
は
い
か
な
い
も
の
の
、
再

開
に
向
け
て
大
分
踏
み
込
ん

だ
動
き
が
起
こ
っ
て
き
て
い

る
こ
と
。
四
つ
め
は
、
尖せ

ん

圭け
い

コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
の
９
割
を
カ

バ
ー
す
る
４
価
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
９
歳
以

上
の
男
性
へ
の
接
種
対
象
拡

大
と
肛
門
が
ん
の
予
防
法
と

し
て
の
使
用
を
認
め
た
こ
と

で
あ
る
。
本
会
は
メ
デ
ィ
ア

な
ど
を
通
じ
て
積
極
的
接
種

勧
奨
再
開
、
９
価
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
化
な
ど
の
早
期

実
現
を
訴
え
て
き
た
。

A
geing

高
齢
化
社
会
対
策

　
本
会
が
中
高
年
女
性
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
向
上
支
援
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
一
つ
に
、
ジ
ェ

ク
ス
株
式
会
社
と
共
同
開
発

し
て
い
る
「
リ
ュ
ー
ブ
ゼ

リ
ー
Ⓡ

」
と
「
メ
ノ
ケ
ア
Ⓡ

モ
イ
ス
ト
ゼ
リ
ー
」
が
あ

る
。
全
国
の
一
般
消
（
↖
）

写真１　 ソーシャルディスタンスを保って開催した
「指導者のための避妊と性感染症セミナー
（ＳＲＨセミナー）」会場の様子

写真２　 ＳＲＨセミナーでの
検温の様子

図１　 若者向け冊子
「＃つながるBOOK」

表１　 緊急避妊薬服用に係る支援体制整備
に関する要望事項

要望事項

　緊急避妊薬の使用時に、助産師外来

や助産所等で受胎調節実地指導員ま

たはアドバンス助産師Ⓡによる支援が

受けられる体制の整備を図られたい。

図２　機関紙「家族と健康」800号記念特集号　特集「800号記念に寄せて」

家 　 族 　 と 　 健 　 康 （　）2（第800号） 2020年（令和 2年）11月 1 日

祝 800号
全 国 公 益 法 人 協 会
公益社団法人 全国助産師教育協議会
全国性教育研究団体連絡協議会
株式会社 創 新 社
地域医療振興協会健康保険組合
ト コ ち ゃ ん ベ ル ト の 青 葉
公益社団法人 東 京 都 医 師 会
公益財団法人 東京都予防医学協会
株式会社 鳥 子
特定非営利活動法人 日本栄養改善学会
公益社団法人 日 本 看 護 協 会

健康日本 21推進全国連絡協議会
健 康 保 険 組 合 連 合 会
相 模 ゴ ム 工 業 株式会社
サ プ リ ー ド ジ ャ パ ン 株式会社
サ ン フ ァ ー マ 株式会社
ジ ェ ク ス 株式会社
有限会社 シ ナ ジ ー プ ラ ン
株式会社 ジャパン・カウンセラーズ
公益財団法人 ジ ョ イ セ フ
株式会社 新 生 社
健 や か 親 子 ２１ 推 進 協 議 会

アサガミプレスセンター 株式会社
あ す か 製 薬 株式会社
市 ヶ 谷 外 堀 通 り 法 律 事 務 所
株式会社 イ ン フ ォ ブ リ ッ ジ
株式会社 ウ エ イ ド
株式会社 エイチケイ グラフィックス
M S D 株式会社
有限会社 オ プ ・ セ ン タ ー
共 同 印 刷 株式会社
有限会社 協 同 新 聞 出 版 発 送 所
公益財団法人 健康・体力づくり事業財団

＊団体名50音順

　日
本
家
族
計
画
協
会
は
、

こ
れ
ま
で
わ
が
国
の
家
族
計

画
・
母
子
保
健
の
啓
発
や
普

及
の
た
め
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　わ
が
国
は
現
在
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

で
、
少
子
化
問
題
は
置
き
去

り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　２
０
１
９
年
の
合
計
特
殊

出
生
率
は
１
・
36
と
４
年

連
続
で
低
下
し
、
12
年
ぶ

り
の
低
水
準
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
コ
ロ
ナ
禍

で
の
子
育
て
不
安
か

ら
、
少
子
化
は
さ
ら
に
加

速
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。　少

子
化
は
先
進
国
共
通
の

悩
み
で
あ
り
、
こ
の
危
機
を

乗
り
切
る
た
め
に
は
、
多
様

性
を
認
め
る
社
会
に
変
貌
を

遂
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。　わ

が
国
の
未
来
を
築
い
て

い
く
の
は
女
性
と
子
ど
も
た

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
世
界
は

激
変
し
ま
し
た
。
感
染
症
に

よ
る
公
衆
衛
生
危
機
に
加

え
、
長
引
く
自
粛
生
活
の
社

会
経
済
的
影
響
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。

　世
界
各
国
の
政
府
は
ワ
ク

チ
ン
開
発
や
経
済
政
策
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
陰
で
女
性
の
健
康
を
守

る
活
動
へ
の
資
金
援
助
が

減
額
さ
れ
る
危
機
に
あ
り

ま
す
。

　女
性
の
健
康
、
特
に
妊

娠
や
出
産
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
は
、
女
性
の

人
生
を
左
右
し
、
家
族
の
健

康
に
も
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
国
際
家
族
計
画
連
盟

（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
は
世
界
１
４

３
カ
国
で
活
躍
す
る
１
３
１

の
加
盟
協
会
に
よ
り
成
り
立

っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は

　「家
族
と
健
康
」８
０
０
号

発
行
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
１
９
５
４
年
の
創
刊

よ
り
貴
重
な
情
報
源
と
し

て
多
く
の
専
門
職
を
支

え
、
昭
和
・
平
成
・
令
和

と
時
代
時
代
の
社
会
課
題

に
取
り
組
み
、
貢
献
さ
れ

て
き
た
も
の
と
拝
察
い
た
し

ま
す
。

　今
般
、
日
本
家
族
計
画
協

会
の
機
関
紙
「
家
族
と
健

康
」
が
８
０
０
号
の
刊
行
に

至
っ
た
こ
と
は
誠
に
お
め
で

た
く
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　ま
た
、
貴
会
関
係
者
の
長

年
に
わ
た
る
ご
尽
力
に
対

し
、
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
母
子
保
健
行
政
へ
の

貢
献
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―
19
が
発
生
し
て
か
ら

10
か
月
が
経
過
し
、
世
界

中
で
依
然
と
し
て
流
行
が

続
く
中
、
妊
産
婦
を
は
じ
め

と
す
る
女
性
の
健
康
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
は
、
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ツ
の
諸
課
題
を
あ
ら
た

め
て
浮
き
彫
り
に
し
た
と
考

え
ま
す
。

　厚
生
労
働
省
母
子
保
健
課

で
は
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
妊
産
婦
な
ど
へ
の
健
康

支
援
に
取
り
組
む
と
と
も

　「
家
族
と
健
康
」
発
行
８

０
０
号
、
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　日
本
家
族
計
画
協
会
と

弊
社
は
、
創
業
時
よ
り
、

コ
ン
ド
ー
ム
や
「
リ
ュ
ー

ブ
ゼ
リ
ー
」
の
製
造
、
育

児
用
品
ま
で
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ

（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ツ
）
に
対
し
て
二
人
三

脚
に
て
関
連
用
品
の
提
供
と

　８
０
０
号
記
念
号
発
行
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
「
ど
こ
で
も
誰
も
が
望

め
ば
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
社
会
」
の
実
現
に
向

か
っ
て
、
「
継
続
は
力
な

り
」
弛
ま
ぬ
努
力
を
お
願

い
し
た
い
。

　運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
７
Ａ

推
進
の
た
め
に
広
報
手
段
と

し
て
機
関
紙
が
あ
り
ま
す
。

実
施
機
関
は
国
・
地
方
自
治

体
・
医
療
機
関
・
団
体
。
そ

　「
家
族
計
画
は
も
う
必
要

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　確
か
に
日
本
家
族
計
画
協

会
が
１
９
５
４
年
に
設
立
さ

れ
た
時
と
今
と
で
は
事
情

が
違
う
。
し
か
し
、
家
族

計
画
が
進
ん
だ
の
で
出
生

率
が
下
が
っ
た
と
一
概
に

言
え
る
わ
け
で
は
な

い
。
妊
娠
・
出
産
に
関
す

る
情
報
や
手
段
は
若
い
女
性

に
十
分
に
行
き
渡
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
男
性
に
対
す
る

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
は
さ
ら
に
少

な
い
の
で
は
な
い
か
。
「
家

に
、
旧
優
生
保
護
法
一
時
金

支
給
法
の
施
行
、
生
殖
補
助

医
療
（
不
妊
治
療
）
や
出
生

前
検
査
な
ど
の
懸
案
へ
の
対

応
も
進
め
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
の
10
年
間
、
さ

ら
な
る
少
子
化
の
加
速
化
が

予
想
さ
れ
る
中
、
貴
会
に

は
、
女
性
の
健
康
の
向
上
の

た
め
の
実
践
を
、
今
後
も
主

導
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

ち
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

女
性
は
そ
の
生
涯
に
わ
た
っ

て
健
康
力
を
維
持
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
女
性
が
健
康

で
明
る
く
充
実
し
た
日
々
を

自
立
し
て
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
社
会
全
体
で
総
合
的
に

支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　貴
会
の
こ
れ
か
ら
の
10
年

に
は
、
少
子
化
の
危
機
を
突

破
す
る
起
案
の
み
な
ら
ず
、

女
性
の
Ｒ
ｅ
ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ

ｔ
ｉ
ｖ
ｅ 

Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ 

＆ 

Ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｓ
が
真
個

に
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
社
会

の
形
成
に
向
け
た
活
動
の
躬

き
ゅ
う

行こ
う

実
践
を
望
み
ま
す
。

啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。　新

た
な
感
染
症
や
情
勢
の

変
化
の
中
、
人
が
、
平
等
に

安
全
で
健
康
な
生
活
を
続
け

る
た
め
に
、
保
健
衛
生
に
関

わ
る
専
門
家
・
指
導
者
に
最

新
の
情
報
を
提
供
し
啓
発
を

推
進
す
る
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
活
動

は
重
要
な
社
会
的
な
責
務
と

考
え
ま
す
。

日
本
家
族
計
画
協
会
（
Ｊ
Ｆ

Ｐ
Ａ
）
が
加
盟
メ
ン
バ
ー
と

し
て
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ

ル
ス
／
ラ
イ
ツ
の
た
め
に

日
々
戦
っ
て
い
る
こ
と
を
誇

り
に
思
い
ま
す
。
世
界
を
変

え
る
に
は
加
盟
協
会
が
手
を

取
り
合
い
、
地
域
社
会
か
ら

変
革
を
起
こ
す
こ
と
が
必
要

で
す
。
日
本
で
は
緊
急
避
妊

ピ
ル
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
な
ど
に
つ

い
て
や
っ
と
光
が
見
え
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
も
Ｊ
Ｆ
Ｐ

Ａ
に
は
先
頭
に
立
っ
て
、
女

族
」
計
画
と
は
い
え
、
家
族

が
多
様
化
し
て
い
る
状
況
に

対
応
で
き
て
い
る
か
。
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に

付
け
加
え
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
の
包
括
的

な
議
論
も
ま
だ
ま
だ
緒
に
就

い
た
ば
か
り
だ
。
そ
れ
は

「
生
殖
可
能
年
齢
」
か
ら
外

れ
て
し
ま
っ
た
中
年
・
高
齢

者
に
つ
い
て
も
必
要
で
あ

る
。　少

子
化
は
ア
ジ
ア
を
含
め

世
界
に
広
が
っ
て
い
る
が
、

国
内
と
国
外
で
活
動
が
タ
コ

つ
ぼ
に
は
ま
っ
て
い
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
の
10

年
、
変
わ
り
ゆ
く
社
会
の
新

た
な
課
題
に
も
挑
戦
し
て
ほ

し
い
。

　時
代
は
ア
プ
リ
や
Ａ
Ｉ
に

よ
る
デ
ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
多
く
は
新
し
い
技
術

に
の
み
焦
点
が
当
て
ら
れ
、

現
場
の
ニ
ー
ズ
や
過
去
の
経

緯
、
現
行
の
仕
組
み
な
ど
不

在
の
議
論
が
散
見
さ
れ
ま

す
。
日
本
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
長
年
先
導

さ
れ
て
き
た
貴
会
に
よ
る
、

現
場
を
知
り
、
現
場
を
助
け

る
さ
ら
な
る
充
実
し
た
情
報

配
信
、
社
会
の
課
題
に
鋭
く

切
り
込
ん
だ
事
業
展
開
に
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
加
速

す
る
社
会
変
化
に
対
応
し
て

い
く
中
で
、
「
保
健
指
導
リ

ソ
ー
ス
ガ
イ
ド
」
「
保
健
指

導
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
の
連
携

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を
ご

一
緒
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　貴
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
を
祈
念
し
な
が
ら
、
お
祝

い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

こ
に
は
医
師
・
歯
科
医
師
・

保
健
師
・
助
産
師
な
ど
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
７
Ａ
サ
ー

ビ
ス
対
象
者
は
取
り
も
直
さ

ず
住
民
で
あ
り
、
母
子
保

健
・
子
育
て
支
援
の
対
象
者

た
ち
で
す
。
住
民
は
年
齢
、

世
代
、
家
族
構
成
、
単
身
世

帯
な
ど
多
様
と
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　長
年
に
わ
た
り
日
本
家
族

計
画
協
会
で
勤
務
し
て
き
た

立
場
で
申
し
上
げ
ま
す
。
機

関
紙
「
家
族
と
健
康
」
の
配

布
対
象
は
適
確
で
あ
る
か
。

機
関
紙
の
編
集
内
容
は
ど
う

か
常
に
検
証
し
て
欲
し
い
。

教
材
医
療
品
な
ど
は
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る

か
。
９
０
０
号
、
１
０
０
０

号
に
向
け
て
、
冊
子
化
、
デ

ジ
タ
ル
化
、
併
用
を
含
め
一

層
の
充
実
を
期
待
し
て
い

る
。

性
の
健
康
に
つ
い
て
声
を
あ

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
／

福
島
県
立
医
科
大
学
副
学
長

吉
村

　泰
典
氏

国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
副
所
長

林

　玲
子
氏

厚
生
労
働
省

子
ど
も
家
庭
局
母
子
保
健
課
長

小
林

　秀
幸
氏

ジ
ェ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

梶
川
裕
次
郎
氏

国
際
家
族
計
画
連
盟（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）

東
・
東
南
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
地
域

事
務
局
長

福
田

　友
子
氏

株
式
会
社
創
新
社
代
表
取
締
役

三
角

　英
海
氏

公
益
社
団
法
人

母
子
保
健
推
進
会
議
理
事
長

原
澤

　勇
氏

９
０
０
号
に
向
け
て
日
本
家
族
計
画
協
会（
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）に
期
待
す
る
こ
と

８
０
０
号
記
念
に
寄
せ
て
　本
紙
８
０
０
号
発
行
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
平
素
よ
り
本
会
へ

多
大
な
る
ご
指
導
ご
鞭べ

ん

撻た
つ

、
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
団
体
・

個
人
の
関
係
諸
氏
よ
り
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、
私
ど
も
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
へ

の
エ
ー
ル
を
お
送
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

＊
掲
載
順
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
順
不
同
。

家
族
と
健
康

家 　 族 　 と 　 健 　 康（　）3 （第800号）2020年（令和 2年）11月 1 日

祝 800号
バ イ エ ル 薬 品 株式会社
避 妊 教 育 ネ ッ ト ワ ー ク
富 士 製 薬 工 業 株式会社
社会福祉法人 恩賜財団母子愛育会
公益社団法人 母 子 保 健 推 進 会 議
毎 日 新 聞 社
前 田 印 刷 株式会社
持 田 製 薬 株式会社
ゆ り 綜 合 法 律 事 務 所
公益財団法人 予防医学事業中央会
有限会社 四 丁 目 フ ァ ク ト リ ー

一般社団法人 日本女性心身医学会
日 本 性 科 学 連 合
一般社団法人 日 本 性 感 染 症 学 会
日 本 性 教 育 協 会
一般社団法人 日 本 生 殖 医 学 会
公益社団法人 日 本 母 性 衛 生 学 会
公益社団法人 日 本 薬 剤 師 会
認定NPO法人 乳 房 健 康 研 究 会
一般社団法人 〝人間と性〞教育研究協議会
ノ ー ベ ル フ ァ ー マ 株式会社

一般社団法人 日 本 公 衆 衛 生 学 会
公益社団法人 日本産科婦人科学会
公益社団法人 日 本 産 業 衛 生 学 会
一般社団法人 日 本 産 業 保 健 師 会
公益社団法人 日 本 産 婦 人 科 医 会
公益社団法人 日 本 歯 科 医 師 会
一般社団法人 日 本 思 春 期 学 会
一般社団法人 日本循環器病予防学会
公益社団法人 日 本 助 産 師 会
一般社団法人 日 本 女 性 医 学 学 会

＊団体名50音順

　「
家
族
と
健
康
」
第
８
０

０
号
の
発
刊
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
家
族
計

画
協
会
が
提
唱
さ
れ
る
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の

啓
発
は
今
こ
そ
重
要
な
社
会

の
要
請
で
す
。
職
場
で
も
最

近
は
不
妊
治
療
を
受
け
る
社

員
か
ら
就
労
と
の
両
立
な
ど

に
関
す
る
相
談
が
あ
り
、
休

暇
な
ど
の
配
慮
を
検
討
し
ま

す
。
子
ど
も
の
相
談
は
男
性

社
員
か
ら
も
あ
り
ま
す
。
家

族
の
安
寧
が
労
働
生
産
性
に

大
き
く
影
響
す
る
要
因
の
一

つ
で
あ
る
こ
と
は
明
確
な
こ

と
で
す
。

　労
働
者
の
健
康
は
家
族
や

社
会
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま

　「
家
族
と
健
康
」
８
０
０

号
発
行
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
私
は
、
昭
和
55
年
４

月
か
ら
新
人
助
産
師
と
し
て

働
き
始
め
ま
し
た
が
、
お
産

す
る
前
の
人
た
ち
に
、
自
分

の
身
体
に
起
こ
る
変
化
と
、

将
来
親
に
な
る
身
体
を
も
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
伝

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が

貴
会
主
催
の
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思

春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
Ⓡ
で

し
た
。
平
成
５
年
に
思
春
期

保
健
相
談
士
Ⓡ
の
認
定
を
取

得
し
、
地
域
の
保
健
師
さ
ん

と
連
携
し
な
が
ら
年
に
数

回
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高

校
で
講
演
活
動
や
授
業
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
思
春
期
に
自
分
の
身
体

　こ
の
た
び
は
、
日
本
家
族

計
画
協
会
の
機
関
紙
「
家
族

と
健
康
」
が
８
０
０
号
の
記

念
す
べ
き
発
刊
を
迎
え
ま
し

た
こ
と
、
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　貴
会
主
催
の
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思

春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
Ⓡ

で

は
、
思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ

を
目
指
す
皆
さ
ん
と
と
も
に

思
春
期
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
つ
い
て
毎
年
講
師
を

務
め
な
が
ら
私
自
身
も
大

き
な
学
び
を
得
て
お
り
ま

す
。　こ

の
セ
ミ
ナ
ー
を
は
じ

め
、
日
本
家
族
計
画
協
会

は
、
全
国
ど
こ
で
も
、
誰
で

も
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
事
業
を
広
く
展
開
さ
れ
て

お
り
、
す
で
に
社
会
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　そ
の
よ
う
な
中
、
今
回
の

　貴
会
機
関
紙
「
家
族
と
健

康
」
８
０
０
号
を
記
念
し
、

一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　貴
会
は
、
１
９
５
４
年
の

創
立
以
来
、
家
族
計
画
・
母

子
保
健
の
普
及
啓
発
の
た
め

の
事
業
の
推
進
に
尽
力
さ

れ
、
そ
れ
に
係
る
多
職
種
の

活
動
も
牽
引
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　特
に
家
族
計
画
の
全
国

普
及
を
図
っ
た
際
に

は
、
助
産
師
も
貴
会
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
そ
の
運

動
の
一
端
を
行
う
専
門
職
と

し
て
、
そ
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
以

来
、
助
産
師
は
、
女
性
と
そ

の
家
族
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
／
ラ
イ
ツ
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
）

を
推
進
す
る
た
め
に
、
貴
会

の
研
修
会
で
知
識
を
得
る
こ

　「
家
族
と
健
康
」
８
０
０

号
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
紙
は
若
い
世
代
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
く
健
康
教

育
の
在
り
方
に
つ
い
て
提
言

し
て
き
て
い
ま
す
。

　折
し
も
新
型
コ
ロ
ナ
が
社

会
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
医
療
機
関

や
健
診
な
ど
の
受
診
抑
制

が
大
き
な
問
題
と
な
る
一

方
、
被
保
険
者
の
健
康
意

識
が
高
ま
っ
て
医
療
保
険

者
の
行
う
特
定
保
健
指
導

へ
の
参
加
が
増
え
た
と
の
意

見
も
あ
り
、
国
民
の
意
識
が

大
き
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。ま
た
、

生
活
習
慣
病
を
抱
え
る
高
齢

者
が
重
症
化
し
や
す
い
な
ど

感
染
症
と
高
血
圧
・
糖
尿
病

な
ど
の
慢
性
疾
患
と
の
関
連

　人
口
減
少
社
会
の
特
効
薬

は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
主
流
化

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　少
子
化
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
政

策
の
遅
れ
に
よ
る
女
性
の
ス

ト
ラ
イ
キ
で
す
。
避
妊
や
中

絶
、
性
感
染
症
、
子
宮
頸
が

ん
な
ど
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
（
Ｒ
Ｈ
）
の
課

題
が
世
界
に
遅
れ
て
い
る
原

因
も
、
そ
の
背
景
に
あ
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
で
す
。

　リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
／
ラ
イ
ツ
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
き
た
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に

は
、
世
界
標
準
の
避
妊
や
中

絶
手
法
の
普
及
に
向
け
て
引

き
続
き
主
軸
を
担
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

あ
わ
せ
て
、
予
期
せ
ぬ
妊
娠

の
原
因
で
あ
る
暴
力
や
支

配
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
押

　本
紙
第
１
号
の
発
行
は
１

９
５
４
年
、
そ
の
年
に
私
も

生
ま
れ
た
。
当
時
の
日
本
の

人
口
は
９
千
万
人
、
毎
年
１

０
０
万
人
ず
つ
増
え
て
い

た
。
家
族
計
画
と
は
、
適

切
に
避
妊
す
る
こ
と
と
い

う
時
代
だ
っ
た
。
そ
れ
が

今
や
年
に
50
万
人
単
位
で

減
っ
て
い
る
。

　そ
の
一
方
で
、
要
保
護
児

童
は
４
万
５
千
人
、
そ
し
て

保
護
さ
れ
ず
に
家
庭
で
虐
待

を
受
け
て
い
る
子
ど
も
が
、

　「
家
族
と
健
康
」
８
０
０

号
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
創
刊
以
来
66
年
に
わ
た

り
１
号
も
欠
か
さ
ず
発
刊
さ

れ
て
き
た
事
実
を
か
み
し

め
、
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し

ま
す
。
創
設
者
で
あ
る
國
井

長
次
郎
氏
の
強
い
「
思
い
」

を
持
ち
続
け
、
ト
ー
チ
を

高
く
掲
げ
な
が
ら
役
職
員

の
皆
さ
ま
が
全
力
で
疾
走

し
続
け
て
成
し
え
た
快
挙

だ
と
思
い
ま
す
。

　10
年
後
、
９
０
０
号
の

紙
面
で
は
、
貴
会
の
、
「
全

国
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
社

会
を
実
現
す
る
」
と
い
う
運

動
目
標
の
実
践
が
進
み
、
日

本
に
住
む
女
性
た
ち
が
、
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
集
合

対
面
形
式
で
の
セ
ミ
ナ
ー
の

実
施
が
困
難
と
な
り
、
私
も

先
行
き
の
不
安
を
感
じ
て
お

り
ま
し
た
が
、
日
本
家
族
計

画
協
会
で
は
い
ち
早
く
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
実
施
を
決
定

し
、
現
在
そ
の
準
備
を
進
め

て
お
ら
れ
ま
す
。

　こ
の
時
代
に
応
じ
て
柔
軟

に
対
応
さ
れ
る
姿
勢
を
間
近

に
見
て
い
る
私
は
、
今
後
の

10
年
も
ま
た
本
協
会
が
多
く

の
思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ
を

輩
出
し
、
引
き
続
き
社
会
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　最
後
に
日
本
家
族
計
画
協

会
の
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の

ト
メ
ン
ト
も
大
人
の
不
健
康

か
ら
の
社
会
問
題
と
し
て
認

識
で
き
ま
す
。

　職
場
で
は
家
族
の
テ
ー
マ

に
関
す
る
取
り
組
み
は
ま
だ

少
な
い
で
す
が
、
大
人
集
団

で
あ
る
職
場
に
も
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
理
解

が
広
が
る
こ
と
が
社
会
の
よ

い
変
化
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
社
会
の
豊
か
な
ラ
イ

フ
実
現
に
向
け
て
い
く
ポ
イ

ン
ト
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　日
本
産
業
保
健
師
会
が
受

け
た
ご
支
援
へ
の
感
謝
と
共

に
、
一
貫
し
て
人
間
尊
重
の

視
座
を
保
ち
家
族
と
健
康
の

あ
り
方
を
問
わ
れ
る
貴
会
の

一
層
の
ご
発
展
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

の
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
選
択

し
、
享
受
す
る
こ
と
が
当
然

と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
環

境
が
実
現
し
た
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
を
楽
し
み
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　２
０
３
０
年
を
達
成
期
限

と
す
る
国
連
の
「
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
」
も
今
年
か
ら
は
ア
ク

シ
ョ
ン
の
10
年
と
し
て
世
界

中
で
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
核
と
な
る
、
人
間
の
尊

厳
と
命
を
守
る
貴
会
の
活
動

が
よ
り
一
層
拡
大
す
る
こ
と

を
期
待
い
た
し
ま
す
。

の
こ
と
、
将
来
親
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を

学
校
教
育
の
場
で
理
解
し
、

選
択
で
き
る
知
識
と
情
報
を

得
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

　心
と
体
が
変
化
す
る
思
春

期
。
一
人
一
人
の
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ

ツ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
権

利
）
の
た
め
に
も
、
学
校
教

育
の
現
場
の
人
た
ち
や
日
本

家
族
計
画
協
会
の
方
々
と
協

力
し
て
思
春
期
教
育
を
作
り

上
げ
て
行
く
10
年
で
あ
っ
た

ら
と
思
い
ま
す
。

と
、
貴
会
の
教
材
を
活
用
し

て
健
康
教
育
を
行
う
な
ど
、

貴
会
事
業
の
恩
恵
を
受
け
な

が
ら
、
活
動
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　今
後
、
貴
会
は
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ

の
推
進
に
向
け
て
さ
ら
な
る

活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い
か

れ
る
方
針
で
あ
る
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
が
、
特
に
そ
の
実

現
が
望
ま
れ
る
全
国
で
の
包

括
的
性
教
育
の
実
施
に
向
け

て
リ
ー
ダ
ー
役
を
果
た
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
希
望
し

ま
す
。
本
会
も
貴
会
と
と
も

に
そ
の
実
現
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
外
に
多
く
い
る
。
児

童
虐
待
件
数
を
見
る
と
、
２

０
１
８
年
に
16
万
件
と
、
10

年
間
で
10
倍
以
上
に
跳
ね
上

が
っ
た
。

　そ
ん
な
中
、
里
親
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
へ
の
子
ど
も

の
委
託
率
は
、
日
本
で
は
20

％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
豪

州
の
93
％
を
筆
頭
に
、
欧
米

各
国
は
お
お
む
ね
50
％
以
上

な
の
に
…
。
子
ど
も
の
保
護

は
、
施
設
で
の
養
護
よ
り
も

里
親
へ
の
委
託
や
養
子
縁
組

が
望
ま
し
い
。

　最
近
69
年
ぶ
り
に
改
正
さ

れ
た
児
童
福
祉
法
の
第
１
条

に
は
、
「
全
て
児
童
は
…
愛

さ
れ
、保
護
さ
れ
る
こ
と
、…

そ
の
他
の
福
祉
を
等
し
く
保

障
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
」

と
あ
る
。
貴
会
の
活
動
が
、

こ
の
基
本
精
神
に
も
貢
献
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

す
が
、
社
会
問
題
の
自
殺

対
策
が
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
制
度
と
い
う
形
で
職
場

で
も
取
り
組
ま
れ
、
働
き

方
の
適
正
化
、
人
間
関
係

を
含
む
職
場
環
境
の
改
善

に
結
び
付
い
て
い
ま
す
。
子

ど
も
の
貧
困
や
マ
ル
ト
リ
ー

が
注
目
さ
れ
、
生
活
習
慣
病

が
あ
ら
ゆ
る
疾
患
と
密
接
な

関
連
を
持
つ
こ
と
を
改
め
て

感
じ
ま
す
。
正
し
い
情
報
提

供
が
今
ま
で
以
上
に
必
要
な

時
代
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

専
門
家
向
け
の
雑
誌
が
果
た

す
べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　私
た
ち
の
学
会
で
は
、
循

環
器
疾
患
を
中
心
と
す
る
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
い
て

議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。
今

後
も
貴
紙
と
共
に
タ
イ
ム
リ

ー
な
情
報
提
供
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

発
展
を
祈
念
し
、
お
祝
い
の

言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

し
切
ら
れ
た
ま
ま
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
法
制
、
そ
れ
を
変

え
る
た
め
の
意
思
決
定
の

場
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
感
覚
の

欠
如
、
Ｒ
Ｈ
を
イ
ロ
モ
ノ

扱
い
す
る
医
学
・
医
療

（
残
念
な
が
ら
、
本
丸
で
あ

る
は
ず
の
産
婦
人
科
医
療
を

含
む
）
な
ど
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
主
流
化
を
阻
む
要
因
に
立

ち
向
か
い
、
科
学
と
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
武
器
に
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
主
流
化
を
強
力
に

推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

日
本
産
業
保
健
師
会
元
会
長

西
内
千
代
子
氏

筑
波
大
学
医
学
医
療
系
産
業
精
神
医
学
・

宇
宙
医
学
グ
ル
ー
プ
同
大
学
附
属
病
院
　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
科
病
院
教
授

笹
原
信
一
朗
氏

公
益
財
団
法
人

ジ
ョ
イ
セ
フ
理
事
長

石
井

　澄
江
氏

一
般
社
団
法
人

日
本
循
環
器
病
予
防
学
会
理
事
長

岡
山

　明
氏

公
益
社
団
法
人

日
本
助
産
師
会
会
長

島
田
真
理
恵
氏

ノ
ー
ベ
ル
フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

塩
村

　仁
氏

日
本
家
族
計
画
協
会

母
子
保
健
指
導
部
会
長

鎌
田

　艶
子
氏

女
性
ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｗ
ｅ
！
　

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
代
表
／

富
山
県
議
会
議
員

種
部

　恭
子
氏

2020
年度

本
会
事
業
報
告・決
算
承
認

７
Ａ
―
本
会
の
取
り
組
み
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６
月
11
日
、
政
府
は
２
０

２
１
年
版
「
男
女
共
同
参
画

白
書
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

そ
の
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
顕

在
化
し
た
男
女
共
同
参
画
の

課
題
と
し
て
、
Ｄ
Ｖ
（
配
偶

者
暴
力
）
相
談
件
数
の
増

加
、
女
性
の
自
殺
者
数
の
増

加
な
ど
を
挙
げ
た
。

　
全
国
の
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
と
相
談
窓
口

「
Ｄ
Ｖ
相
談
プ
ラ
ス
」
に
寄

せ
ら
れ
た
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
を

合
わ
せ
る
と
、
20
年
度
の
相

談
件
数
は
19
万
30
件
で
、
前

年
度
比
で
約
１
・
６
倍
に
増

加
。
「
性
犯
罪
・
性
暴
力
被

害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
寄
せ

ら
れ
た
20
年
度
の
相
談
件
数

は
５
万
１
１
４
１
件
で
、
前

年
度
比
で
約
１
・
２
倍
に
増

加
し
た
。

　
ま
た
、
20
年
の
自
殺
者
数

が
６
４
８
人
の
増

加
、
「
非
雇
用
者
・

勤
め
人
」
が
４
４
３

人
の
増
加
で
あ
っ

た
。
無
職
者
の
内
訳

医
療
的
ケ
ア
が
日
常
的
に
必
要

な
児
童
へ
の
対
応
を
強
化
す
る

「
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
」

　
支
援
法
は
、人
工
呼
吸
器
、

胃
ろ
う
や
た
ん
の
吸
引
な
ど

を
必
要
と
す
る
医
療
的
ケ
ア

児
や
そ
の
家
族
が
、
居
住
地

域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
適

切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
基
本
理
念

と
し
、
こ
れ
を
国
や
自
治
体

に
義
務
付
け
る
も
の
。
学
校

や
保
育
所
に
は
、
医
療
的
ケ

ア
が
で
き
る
看
護
師
や
保
育

士
を
配
置
す
る
な
ど
の
支
援

措
置
を
求
め
る
。
ま
た
、
都

道
府
県
は
ケ
ア
児
の
家
族
か

ら
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
情

報
提
供
し
た
り
す
る
「
医
療

的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
す
る
責
務
を
負
う
。

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
で

は
、
医
療
的
ケ
ア
児
は
全
国

に
約
２
万
人
（
２
０
１
９

年
）
お
り
、
調
査
の
度
に
増

加
し
て
い
る
。

男
性
の
育
休
取
得
を
促
す

「
改
正
育
児・介
護
休
業
法
」

　
休
業
法
は
、
子
ど
も
の
誕

生
後
８
週
間
以
内
に
最
大
４

週
間
ま
で
の
休
み
を
取
得
で

き
る
「
出
生
時
育
児
休
業
」

（
男
性
版
産
休
）
の
新
設
が

目
玉
と
な
る
。
夫
婦
が
仕
事

と
育
児
を
両
立
で
き
る
よ
う

に
す
る
狙
い
が
あ
る
。

　
男
性
版
産
休
は
分
割
し
て

２
回
ま
で
取
得
可
能
で
、
原

則
と
し
て
２
週
間
前
ま
で
に

企
業
に
申
し
出
る
。
さ
ら

に
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も
が
１

歳
に
な
る
ま
で
に
原
則
１
回

で
は
「
主
婦
」
が
１
１
６
８

人
（
前
年
差
１
４
３
人
増
）

で
最
も
増
加
。
学
生
・
生
徒

等
の
内
訳
で
は
「
高
校
生
」

が
１
４
０
人
（
前
年
差
60
人

増
）
で
最
も
増
加
し
た
。

　
白
書
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
き

た
こ
と
や
、
潜
在
的
に
あ
っ

た
も
の
の
表
面
化
し
て
こ
な

か
っ
た
諸
問
題
が
可
視
化
さ

れ
、
「
わ
が
国
の
男
女
共
同

参
画
の
遅
れ
が
露
呈
し
た
」

と
結
論
付
け
た
。

（
２
０
２
１
年
７
月
１
日
掲
載
）

は
、
男
性
は
前
の
年
と
比
べ

て
23
人
減
の
１
万
４
０
５
５

人
、
女
性
は
９
３
５
人
増
の

７
０
２
６
人
で
あ
っ
た
。
女

性
の
自
殺
者
は
、「
無
職
者
」

し
か
取
れ
な
か
っ
た
育
休
に

関
し
て
も
、
今
回
の
改
正
で

２
回
に
分
け
て
取
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

男
性
は
出
産
・
育
児
に
際
し

て
最
大
で
４
回
に
分
け
て
ま

と
ま
っ
た
休
み
を
取
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。

　
ま
た
、
企
業
に
は
男
性
従

業
員
に
対
し
育
休
の
取
得
を

促
し
た
り
、
制
度
の
説
明
や

相
談
窓
口
を
設
置
し
た
り
す

る
な
ど
、
育
休
を
取
得
し
や

す
い
雇
用
環
境
の
整
備
を
義

務
化
。
従
業
員
１
０
０
０
人

超
の
企
業
に
は
、
育
休
の
取

得
状
況
に
つ
い
て
公
表
を
義

務
付
け
る
。

19
年
度
の
育
休
取
得
率

は
、
女
性
が
83
％
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
男
性
は
７
・
48

％
と
低
迷
し
て
い
る
。
政
府

目
標
で
は
25
年
ま
で
に
男
性

の
育
休
取
得
率
を
30
％
ま
で

引
き
上
げ
る
と
す
る
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。

　
施
行
日
は
来
年
４
月
以

降
、
順
次
導
入
と
な
る
。

（
２
０
２
１
年
７
月
１
日
掲
載
）

トピックトピック

「
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
」、

「
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
」が
成
立

６
月
16
日
閉
会
の
第
２
０
４
通
常
国
会

コ
ロ
ナ
禍
で
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
、

女
性
の
自
殺
者
数
増
加

男
女
共
同
参
画
白
書

費
者
に
と
ど
ま
ら

ず
、
市
区
町
村
や
医
療
機
関

に
向
け
た
情
報
提
供
を
行
っ

た
。

A
buse

児
童
虐
待
の
防
止

　
児
童
虐
待
に
よ
る
死
亡
事

例
の
背
景
を
み
る
と
、
予
期

し
な
い
妊
娠
、
妊
婦
健
診
未

受
診
、
母
子
健
康
手
帳
未
交

付
、
若
年
妊
娠
な
ど
が
目
立

っ
て
い
る
。
本
会
が
創
設
以

来
取
り
組
ん
で
き
た
予
期
し

な
い
妊
娠
／
計
画
し
て
い
な

い
妊
娠
防
止
は
児
童
虐
待
の

防
止
に
も
相
通
じ
る
も
の
で

あ
る
。
20
年
度
に
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
は
あ
っ
た
が
、
「
切

れ
目
の
な
い
妊
娠
・
出
産
・

育
児
支
援
の
た
め
の
セ
ミ
ナ

ー
」
に
２
８
５
名
が
参
加

し
、
「
健
や
か
親
子
21
」
や

「
成
育
基
本
法
」
を
中
心
に

児
童
虐
待
防
止
対
策
な
ど
の

学
び
を
深
め
た
。
ま
た
、
福

井
大
学
マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
事
業
と
し
て
、
指
導
者
向

け
予
防
啓
発
冊
子
の
作
成
、

市
民
向
け
啓
発
資
材
の
作

成
・
発
行
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

「
防
ご
う
！
ま
る
と
り
　
マ

ル
ト
リ
ー
メ
ン
ト
」
な
ど
を

新
設
し
た
（
図
３
）
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
に
よ
る

業
績
の
悪
化
は
、
公
益
目
的

支
出
計
画
事
業
、
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ･

ヘ
ル
ス
推
進
事

業
の
分
け
隔
て
は
な
か
っ

た
。

　
こ
の
危
機
的
な
状
況
に
対

し
、
公
益
目
的
支
出
計
画
事

業
で
は
事
業
効
率
化
や
見
直

し
に
取
り
組
み
、
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ･
ヘ
ル
ス
推
進
事

業
に
お
い
て
は
、
利
益
体
質

の
強
化
を
図
る
た
め
徹
底
的

な
コ
ス
ト
削
減
を
中
心
と
し

た
対
策
を
講
じ
た
。
そ
の
結

果
、
最
終
決
算
で
は
、
評
価

損
益
等
調
整
前
当
期
経
常
増

減
額
１
１
８
４
万
９
５
５
８

円
の
利
益
を
計
上
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
し
か
し
、
今
後
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
の

長
期
化
な
ど
に
よ
る
不
透
明

な
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
本
会
で
は
、

引
き
続
き
21
年
度
も
「
事
業

の
効
率
化
」
、
「
収
益
力
の

強
化
」
を
目
標
に
強
い
財
務

基
盤
を
築
く
た
め
の
経
営
課

題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。

　
ま
た
一
方
で
は
、
ほ
ん
の

わ
ず
か
な
期
間
で
も
状
況
が

一
変
す
る
時
代
で
も
あ
り
、

そ
こ
に
即
座
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
今
後
成
長
が
見
込
ま

れ
る
事
業
は
、
積
極
的
に
活

動
を
推
し
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
事
業
の
競
争
力
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
各
種

事
業
の
さ
ら
な
る
成
長
に
向

け
、「
質
」、「
信
頼
」、「
サ
ー

ビ
ス
」
の
向
上
に
取
り
組

む
。
こ
う
し
た
、
事
業
推
進

の
た
め
、
職
員
が
最
大
限
に

能
力
を
発
揮
で
き
る
組
織
・

職
場
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

20
年
度
も
歴
史
に
恥
じ
な

い
公
益
民
間
団
体
と
し
て
、

Ｓ
Ｒ
Ｈ
の
向
上
の
た
め
に
活

動
す
る
と
と
も
に
、
（
公

社
）
母
子
保
健
推
進
会
議
、

（
公
財
）
ジ
ョ
イ
セ
フ
、

（
公
財
）
東
京
都
予
防
医
学

協
会
、
（
公
財
）
予
防
医
学

事
業
中
央
会
な
ど
の
関
係
諸

団
体
と
有
機
的
な
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
公
益
事
業
と
し

て
の
諸
事
業
を
推
進
し
た
。

（
２
０
２
１
年
７
月
１
日
掲
載
）

感染防止の3つの基本：①身体的距離の確保、②マスクの着用、③手洗い

□人との間隔は、できるだけ2m（最低1m）空ける。
□会話をする際は、可能な限り真正面を避ける。
□ 外出時や屋内でも会話をするとき、人との間隔が十分とれない場合は、症
状がなくてもマスクを着用する。ただし、夏場は、熱中症に十分注意する。
□ 家に帰ったらまず手や顔を洗う。人混みの多い場所に行った後は、でき
るだけすぐに着替える、シャワーを浴びる。
□ 手洗いは30秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗う（手指消毒薬の使用
も可）。
　※ 高齢者や持病のあるような重症化リスクの高い人と会う際には、体調
管理をより厳重にする。

移動に関する感染対策

□ 感染が流行している地域からの移動、感染が流行している地域への移動
は控える。
□ 発症したときのため、誰とどこで会ったかをメモにする。接触確認アプ
リの活用も。
□地域の感染状況に注意する。

□まめに手洗い・手指消毒　　□咳エチケットの徹底
□こまめに換気（エアコン併用で室温を28℃以下に）
□身体的距離の確保 
□「3密」の回避（密集、密接、密閉）
□ 一人ひとりの健康状態に応じた運動や食事、禁煙等、適切な生活習慣の
理解・実行
□ 毎朝の体温測定、健康チェック。発熱又は風邪の症状がある場合はムリ
せず自宅で療養

買い物

□通販も利用　　□１人または少人数ですいた時間に
□電子決済の利用　　□計画をたてて素早く済ます
□サンプルなど展示品への接触は控えめに
□レジに並ぶときは、前後にスペース

娯楽、スポーツ等

□公園はすいた時間、場所を選ぶ
□筋トレやヨガは、十分に人との間隔を
　もしくは自宅で動画を活用
□ジョギングは少人数で
□すれ違うときは距離をとるマナー
□予約制を利用してゆったりと
□狭い部屋での長居は無用
□歌や応援は、十分な距離かオンライン

公共交通機関の利用

□会話は控えめに　　□混んでいる時間帯は避けて
□徒歩や自転車利用も併用する

食　事

□持ち帰りや出前、デリバリーも
□屋外空間で気持ちよく
□大皿は避けて、料理は個々に
□対面ではなく横並びで座ろう
□料理に集中、おしゃべりは控えめに
□お酌、グラスやお猪口の回し飲みは避けて

イベント等への参加

□接触確認アプリの活用を
□ 発熱や風邪の症状がある場合は参加しない

□テレワークやローテーション勤務　　□時差通勤でゆったりと
□オフィスはひろびろと　　　　　　　□会議はオンライン
□対面での打合せは換気とマスク

※ 業種ごとの感染
拡大予防ガイド
ラインは、関係
団体が別途作成密集回避 密接回避 密閉回避 換　気 咳エチケット 手洗い

「
新
し
い
生
活
様
式
」の
実
践
例
を
公
表

「新しい生活様式」の実践例

4―働き方の新しいスタイル

3―日常生活の各場面別の生活様式
※ 政府の専門家会議の資料から作製

厚労省　
厚
生
労
働
省
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
専
門
家

会
議
か
ら
の
提
言
（
５
月
４
日
）
を
踏
ま
え
、
６
月
17
日

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
想
定
し
た
「
新
し
い
生
活
様

式
」
の
実
践
例
を
公
表
し
た
。

　
実
践
例
は
、
「
一
人
ひ
と
り
の
基
本
的
感
染
対
策
」、

「
日
常
生
活
を
営
む
上
で
の
基
本
的
生
活
様
式
」、「
日
常

生
活
の
各
場
面
別
の
生
活
様
式
」、「
働
き
方
の
新
し
い
ス

タ
イ
ル
」
の
４
つ
で
構
成
さ
れ
、
「
ご
自
身
や
周
り
の

方
、
そ
し
て
地
域
を
感
染
拡
大
か
ら
守
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、
ご
自
身
の
生
活
に
合
っ
た

『
新
し
い
生
活
様
式
』
を
実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

具
体
的
イ
メ
ー
ジ
を
提
示
し
た
。

1―一人ひとりの基本的感染対策

2―日常生活を営む上での基本的生活様式

（
↙
）

（2021年７月１日掲載）

経
営
基
盤
の

安
定
に
向
け
た
取
り
組
み
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今
回
の
改
正
は
、
18
歳
と

19
歳
の
少
年
を
、
少
年
法
の

対
象
と
は
し
な
が
ら
も
、

「
特
定
少
年
」
と
い
う
名
称

で
、
特
別
の
扱
い
を
す
る
も

の
で
す
。

　
特
別
の
扱
い
と
い
う
の

は
、
特
定
少
年
が
犯
し
た
短

期
１
年
以
上
の
懲
役
ま
た
は

禁
錮
に
当
た
る
犯
罪
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
は
家
庭
裁
判
所

で
審
判
を
す
る
も
の
の
、
そ

の
後
、
原
則
と
し
て
検
察
官

に
送
致
（
こ
れ
を
「
逆
送
」

と
言
い
ま
す
）
し
て
、
成
人

と
同
じ
刑
事
裁
判
を
経
て
、

刑
罰
が
科
さ
れ
る
と
い
う
も

の
で
す
。

　
そ
し
て
、
逆
送
さ
れ
た

ら
、
少
年
の
実
名
報
道
も
解

禁
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
少
年
時
代
の
犯

罪
で
刑
に
服
し
た
場
合
に
、

今
は
「
前
科
」
と
は
な
ら

ず
、
職
業
の
資
格
制
限
な
ど

も
な
い
の
で
す
が
、
改
正
に

よ
り
、
成
人
と
同
じ
扱
い
に

な
る
の
で
、
「
前
科
者
」
と

し
て
就
け
な
い
職
業
も
出
て

き
ま
す
。

　
事
の
発
端
は
、
07
年
に
、

投
票
年
齢
を
18
歳
以
上
と
す

る
憲
法
改
正
の
た
め
の
国
民

投
票
法
が
成
立
し
た
こ
と
で

す
。
そ
の
後
、
選
挙
権
年
齢

が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

民
法
成
年
年
齢
も
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
民
法
成
年
年
齢
が
18
歳
に

な
る
の
が
22
年
４
月
と
決
ま

り
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
、
少
年
法
の
適
用
年

齢
も
18
歳
未
満
に
統
一
す
べ

き
と
い
う
考
え
方
が
、
も
と

も
と
少
年
法
の
こ
と
を
よ
く

思
っ
て
い
な
い
方
た
ち
の
中

に
あ
っ
た
の
で
す
。
で
す

が
、
法
律
の
目
的
に
よ
っ

て
、
年
齢
の
線
引
き
は
個
別

に
考
え
る
べ
き
も
の
で
す
。

　
現
に
、
飲
酒
・
喫
煙
や
ギ

ャ
ン
ブ
ル
は
、
相
変
わ
ら
ず

20
歳
未
満
の
者
は
禁
止
さ
れ

た
ま
ま
で
あ
り
、
こ
れ
を
引

き
下
げ
よ
う
と
い
う
動
き
は

あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
的
に

は
、
18
歳
は
ま
だ
完
全
な

「
大
人
」
と
は
認
識
し
て
い

　
不
適
切
な
養
育
環
境
で
育

っ
て
き
た
少
年
は
、
本
来
、

児
童
相
談
所
に
適
時
適
切
に

保
護
さ
れ
る
べ
き
「
要
保
護

児
童
」
で
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
は
、
児
童
相
談
所
が

適
時
適
切
に
保
護
し
な
か
っ

た
、
あ
る
い
は
で
き
な
か
っ

た
、
子
ど
も
た
ち
で
す
。
ま

た
、
親
が
不
適
切
な
養
育
を

し
て
い
る
の
も
、
必
ず
し
も

意
図
的
に
や
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
親
自
身
の
病
気

や
知
的
な
ハ
ン
デ
ィ
、
貧
困

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が

あ
っ
て
養
育
能
力
が
不
足
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る

の
で
、
親
に
対
し
て
も
福
祉

的
な
支
援
や
医
療
的
な
支
援

が
必
要
だ
っ
た
の
に
、
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
す
な
わ
ち
、
社
会
の
中
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

は
じ
か
れ
て
し
ま
っ
た
親
子
・

家
族
だ
と
い
う
こ
と
が
言
え

る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
少
年
事
件
は

社
会
の
病
理
を
写
す
鏡
だ
と

言
え
ま
す
。
社
会
の
病
理
を

解
決
す
る
た
め
に
、
医
療
や

教
育
や
福
祉
に
携
わ
る
対
人

援
助
職
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
場
で
奮
闘
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
少
年
た
ち
が
非

行
に
至
る
前
に
、
自
分
た
ち

が
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に

な
っ
て
、
非
行
を
予
防
す
る

た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
２
０
２
１
年
７
月
１
日
掲
載
）

　
５
月
21
日
に
「
改
正
少
年
法
」
が
参
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

　
児
童
・
青
少
年
の
人
権
に
詳
し
い
川
村
百
合
弁
護
士
に
、
今
回
の
法
改
正
の
背

景
や
、
残
さ
れ
た
課
題
、
関
係
諸
機
関
が
果
た
せ
る
役
割
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま

し
た
。

（
編
集
部
）

な
い
の
で
す
。
な
ぜ
、
20
歳

未
満
の
者
の
飲
酒
・
喫
煙
等

　
選
挙
と
い
う
の
は
、
平
時

の
判
断
能
力
が
問
わ
れ
る
も

の
で
、
18
歳
に
な
れ
ば
、
自

分
も
そ
の
構
成
員
で
あ
る
国

や
社
会
の
在
り
方
が
ど
う
あ

っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
自
分

な
り
の
判
断
は
で
き
る
で
し

ょ
う
。で
す
が
、犯
罪
と
い
う

の
は
自
分
が
精
神
的
に
追
い

詰
め
ら
れ
、
い
わ
ば
危
機
に

陥
っ
た
非
常
時
の
、
非
正
常

な
精
神
状
態
で
の
判
断
や
行

動
が
問
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
一
般
的
に
も
18
・
19
歳

は
、
ま
だ
心
身
の
成
長
発
達

の
途
上
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ

成
長
発
達
が
見
込
ま
れ
る
年

齢
で
す
が
、
と
り
わ
け
虐
待

家
庭
や
貧
困
家
庭
な
ど
、
ハ

ン
デ
ィ
の
あ
る
生
育
環
境
の

中
で
育
っ
て
き
た
子
ど
も
た

ち
は
、
人
格
的
・
精
神
的
な

成
長
発
達
が
未
熟
で
す
。
そ

れ
は
、
少
年
鑑
別
所
で
行
わ

れ
る
知
能
検
査
・
心
理
テ
ス

ト
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
な
の

で
す
。

　
確
か
に
世
の
中
に
は
、
10

代
で
も
と
て
つ
も
な
く
優
秀

で
「
人
間
が
で
き
て
い
る
」

と
思
わ
せ
る
子
ど
も
も
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
先
天
的
な
資

質
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
加
え

て
、
家
庭
環
境
や
学
校
環
境

に
恵
ま
れ
た
「
幸
せ
」
な

「
子
ど
も
期
」
を
送
る
こ
と

が
で
き
た
人
で
す
。

　
そ
れ
に
引
き
換
え
、
非
行

少
年
と
呼
ば
れ
る
子
ど
も
た

ち
は
、
成
長
の
過
程
に
お
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ン
デ
ィ

や
困
難
を
抱
え
て
生
き
て
い

ま
す
。
非
行
は
、
成
長
の
過

程
に
お
い
て
、
虐
待
、
い
じ

め
、
貧
困
、
差
別
な
ど
の
困

難
を
抱
え
、
成
長
発
達
権
が

保
障
さ
れ
な
か
っ
た
子
ど
も

た
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
の

社
会
は
、
非
行
と
い
う
形
で

発
せ
ら
れ
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
受
け

止
め
、
改
め
て
「
育
ち
直

し
」
の
機
会
を
保
障
す
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
非
行
と

い
う
結
果
を
、
ひ
と
り
少
年

の
責
任
に
負
わ
せ
る
べ
き
で

は
な
く
、
私
た
ち
社
会
全
体

が
、
一
人
の
人
間
の
成
長
発

達
権
を
保
障
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
非
を
わ
び
て
、

を
禁
止
す
る
の
か
？
　
そ
れ

は
、
18
・
19
歳
の
者
は
ま
だ

心
身
の
成
長
発
達
の
途
上
な

の
で
こ
れ
ら
を
認
め
る
こ
と

は
害
が
あ
る
、
と
日
本
社
会

の
今
の
大
人
た
ち
が
考
え
て

い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

責
任
を
分
か
ち
合
う
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
責
任
を
分
か
ち
合
う
べ

き
」
と
申
し
上
げ
る
の
は
、

加
害
少
年
の
被
害
者
性
に
目

を
向
け
た
と
し
て
も
、
現
に

起
き
た
少
年
犯
罪
の
被
害
者

に
対
し
て
は
、
き
ち
ん
と
補

償
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ

り
、
そ
れ
は
税
金
の
中
か
ら

十
分
な
補
償
を
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。

　
少
年
事
件
が
増
え
て
い
る

と
い
う
の
は
、
全
く
の
誤
解

で
す
。
少
年
事
件
は
こ
こ
20

年
間
で
、
ど
ん
ど
ん
減
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
言
う
と
、
そ
れ
は
少

子
化
の
影
響
だ
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
違
う

の
で
す
。
人
口
当
た
り
の
少

年
事
件
の
検
挙
件
数
で
見
た

人
口
比
で
も
減
っ
て
い
る
の

で
す
。

　
マ
ス
コ
ミ
の
取
り
上
げ
方

の
問
題
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
こ
れ
も
誤
解
な
の
で
す

が
、
少
年
法
は
「
甘
い
」
と

い
う
言
説
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
少
年
法
は
決
し
て

「
甘
い
」
法
律
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
刑
務
所
で
は
、
反
省

し
て
い
よ
う
と
い
ま
い
と
、

裁
判
で
宣
告
さ
れ
た
刑
期
の

満
期
が
来
た
ら
自
動
的
に
釈

放
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
少
年
院

で
は
、
本
人
の
持
っ
て
い
る

資
質
上
・
行
動
面
で
の
問
題

が
改
善
し
な
い
と
、
少
年
院

か
ら
出
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。少
年
院
で
は
、一
日
中
、

少
年
の
行
動
が
教
育
的
働
き

か
け
の
対
象
と
さ
れ
ま
す
。

全
人
格
的
な
成
長
発
達
を
期

待
し
て
、
内
面
に
働
き
か
け

て
内
省
を
求
め
る
少
年
院
教

育
の
方
が
、
刑
務
所
で
課
さ

れ
る
刑
務
作
業
よ
り
も
よ
ほ

ど
厳
し
い
と
言
え
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
一
般
に
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
が
亡
く

な
る
よ
う
な
事
件
を
「
重
大

事
件
」
と
言
う
な
ら
ば
、
重

大
事
件
を
犯
し
た
少
年
に
対

す
る
厳
罰
化
と
い
う
意
味
で

は
、
私
は
反
対
し
て
い
た
も

の
の
、
00
年
以
降
の
「
改

正
」
に
よ
り
、
厳
罰
化
は
と

っ
く
に
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
今
回
の
「
改

正
」
は
比
較
的
軽
微
な
犯
罪

ま
で
を
原
則
逆
送
の
対
象
に

　
法
定
刑
に
、
短
期
１
年
以

上
の
懲
役
ま
た
は
禁
錮
が
定

め
ら
れ
て
い
る
犯
罪
で
す
。

例
え
ば
、
新
た
に
原
則
逆
送

の
対
象
に
な
る
事
件
に
は
、

強
盗
、
強
制
性
交
、
現
住
建

造
物
放
火
、
そ
れ
か
ら
い
わ

ゆ
る
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の

特
殊
詐
欺
も
、
単
純
な
詐
欺

罪
で
立
件
さ
れ
る
の
で
は
な

く
組
織
犯
罪
処
罰
法
を
適
用

し
て
立
件
さ
れ
る
と
、
短
期

１
年
以
上
の
犯
罪
と
な
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
犯
罪
は
、
一
見

す
る
と
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い

罪
名
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

犯
罪
に
至
っ
た
原
因
を
探
っ

て
み
る
と
、
例
え
ば
強
盗

は
、
家
庭
で
虐
待
を
受
け
家

出
し
た
少
年
が
、
お
な
か
が

空
い
て
コ
ン
ビ
ニ
で
お
に
ぎ

り
を
盗
ん
だ
ら
警
備
員
に
と

が
め
ら
れ
て
、
逃
げ
よ
う
と

し
た
際
に
、
警
備
員
を
突
き

飛
ば
し
た
と
い
う
事
案
も
あ

り
ま
す
。
強
制
性
交
は
、
暴

力
的
な
環
境
で
育
っ
た
が

故
、
か
つ
未
熟
で
あ
る
が
故

の
性
衝
動
の
不
適
切
な
行
動

含
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　
そ
の
た
め
、
逆
送
後
起
訴

さ
れ
て
も
、
初
犯
だ
か
ら
と

執
行
猶
予
が
付
く
こ
と
が
多

く
な
る
で
し
ょ
う
。
今
ま
で

な
ら
少
年
院
に
送
致
さ
れ
る

よ
う
な
少
年
た
ち
が
、
今
後

は
、
何
ら
の
教
育
も
支
援
も

な
く
社
会
に
戻
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
「
放
置
」
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
、
社
会
に
と
っ
て
も
利
益

に
な
り
ま
せ
ん
。

　
特
殊
詐
欺
は
、
家
庭
で
虐

待
を
受
け
て
家
出
し
、
食
べ

て
い
く
た
め
に
仕
事
を
探
し

て
い
た
ら
「
安
全
に
稼
げ

る
」
仕
事
と
し
て
紹
介
さ
れ

た
の
が
「
出
し
子
」
だ
っ
た

と
い
う
よ
う
に
、
暴
力
団
組

織
の
末
端
と
し
て
使
わ
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　
い
ず
れ
も
、
少
年
の
資
質

上
あ
る
い
は
生
育
上
の
ハ
ン

デ
ィ
が
、
背
景
あ
る
い
は
原

因
に
あ
っ
て
、
非
行
に
至
っ

て
い
る
と
い
う
、
「
典
型
的

な
少
年
事
件
」
と
言
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

少
年
の
人
格
的
発
達
・
精
神

的
発
達
の
未
熟
性
や
歪
み
が

原
因
と
な
っ
て
お
り
、
教
育

的
処
遇
や
治
療
的
処
遇
に
よ

る
改
善
が
必
要
な
犯
罪
で

す
。

化
と
言
え
る
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
放
火
は
、
知
的

障
害
が
背
景
に
あ
り
な
が
ら

適
切
な
養
育
が
な
さ
れ
な
か

っ
た
場
合
に
、
犯
罪
に
至
っ

た
事
案
も
あ
り
ま
す
。

か
わ
む
ら
・
ゆ
り

ゆ
り
綜
合
法
律
事
務
所
／
東
京
弁
護
士
会
弁
護
士

１
９
９
７
年
４
月
、
弁
護
士
登
録
。
共
同
事
務
所
で
経

験
を
積
ん
だ
後
、２
０
０
６
年
に
自
身
の
事
務
所
開
設
。

女
性
・
子
ど
も
な
ど
の
人
権
問
題
に
詳
し
く
、
被
虐
待

児
の
人
権
救
済
活
動
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

少
年
法「
改
正
」―
そ
の
背
景
と
今
後
の
在
り
方

川
村
　
百
合

川
村
　
百
合

ゆ
り
綜
合
法
律
事
務
所
　
弁
護
士

Ｑ.

そ
の
よ
う
な
少
年
法
改
正
を
受
け
、

医
療
や
教
育
の
現
場
が
果
た
す
べ
き

役
割
は
あ
り
ま
す
か
？

Ｑ.

少
年
法
は
少
年
に
甘
過
ぎ
る
、

だ
か
ら
少
年
事
件
が
増
え
る
ん
だ
、

と
い
う
意
見
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
？

Ｑ.

新
た
に
原
則
逆
送
の
対
象
と
な
る
事
件
と

い
う
の
は
ど
う
い
う
事
件
で
す
か
？

Ｑ.

そ
う
な
の
で
す
か
？   

少
年
が
と
て
も
残
虐
な

事
件
を
起
こ
し
た
こ
と
が
時
々
ニ
ュ
ー
ス
に
な

り
ま
す
か
ら
、て
っ
き
り
少
年
事
件
は
増
加
・

凶
悪
化
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｑ.

選
挙
権
が
あ
る
な
ら
、悪
い
こ
と
を

し
た
ら
責
任
を
と
る
の
は
当
然
と
い
う

考
え
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

Ｑ.Ｑ.
２
０
２
１
年
５
月
に
、少
年
法
が

改
正
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。ど
の
よ
う
な

改
正
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

な
ぜ
、

そ
う
い
う
改
正
が
さ
れ
た
の
で
す
か
？

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
本
年
度
「
健
や
か
親
子
21

全
国
大
会
（
母
子
保
健
家
族

計
画
全
国
大
会
）
」
は
、
11

月
４
〜
５
日
に
岩
手
県
盛
岡

市
の
い
わ
て
県
民
情
報
交
流

セ
ン
タ
ー
・
ア
イ
ー
ナ
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
主
催
は
、
本

会
な
ら
び
に
厚
生
労
働
省
、

岩
手
県
、
盛
岡
市
、
社
会
福

祉
法
人
恩
賜
財
団
母
子
愛
育

会
、
公
益
社
団
法
人
母
子
保

健
推
進
会
議
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
心
に
寄
り
添
い
育
む

次
代
　
と
も
に
手
を
取
り
あ

っ
て
」
で
す
。

　
１
日
目
は
、
①
式
典
②
母

子
保
健
関
係
者
研
究
集
会
③

家
族
計
画
研
究
集
会
、
２
日

目
は
、
①
保
健
推
進
員
等
及

び
母
子
保
健
関
係
者
全
国
集

会
②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　
開
催
方
式
は
、
来
場
と
オ

ン
ラ
イ
ン
視
聴
に
よ
る
参
加

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
詳
細
が
決
ま
り
ま
し

た
ら
、
本
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
２
０
２
１
年
７
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

令
和
３
年
度
健
や
か
親
子
21
全
国
大
会

（
母
子
保
健
家
族
計
画
全
国
大
会
）

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
予
定

４
月
30
日
の
厚
生
労
働
省

「
第
57
回
厚
生
科
学
審
議
会

予
防
接
種
・
ワ
ク
チ
ン
分
科

会
副
反
応
検
討
部
会
」と「
第

４
回
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議

会
薬
事
分
科
会
医
薬
品
等
安

全
対
策
部
安
全
対
策
調
査

会
」の
合
同
会
議
に
お
い
て
、

２
０
２
０
年
10
〜
12
月
の
３

か
月
間
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
ワ
ク

チ
ン
定
期
接
種
の
接
種
者
数

推
計
値
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
４
価
ワ
ク
チ
ン

（
ガ
ー
ダ
シ
ル
）は
７
万
６
０

０
０
人
（
こ
の
間
の
ひ
と
月

あ
た
り
の
平
均
は
２
万
５
３

３
３
人
）で
あ
っ
た
。16
年
12

〜
17
年
４
月（
同
７
０
０
人
）

と
比
較
す
る
と
月
あ
た
り
２

万
４
６
３
３
人
増
と
な
る
。

接
種
者
数
は
約
１
年
前
か

ら
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
19
年

９
〜
12
月
（
同
５
，
０
０
０

人
）
、
20
年
１
〜
４
月
（
同

６
，
２
５
０
人
）
、
20
年
５

〜
９
月
（
同
１
万
２
０
０

人
）
と
推
移
し
て
い
た
。

直
近
値
の
接
種
者
数
増
加

の
背
景
と
し
て
、
20
年
10
月

に
市
町
村
か
ら
被
接
種
者
へ

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
情
報

提
供
資
材
を
個
別
送
付
し
た

こ
と
が
影
響
を
与
え
た
と
み

て
い
る
。

２
価
ワ
ク
チ
ン
（
サ
ー
バ

リ
ッ
ク
ス
）
の
推
計
接
種
者

数
は
、
20
年
10
月
〜
12
月
の

３
か
月
間
で
２
，
９
０
０
人

（
同
９
６
６
人
）。20
年
５
〜

９
月（
同
１
，
１
６
０
人
）と

比
較
し
て
も
同
水
準
だ
っ
た
。

同
会
議
で
は
、
20
年
７
月

に
製
造
販
売
が
正
式
（
↖
）

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

昨
年
10
月
以
降
大
幅
増
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６
月
８
日
、
日
本
産
科
婦

人
科
学
会
（
日
産
婦
）
は
、

「
精
子
・
卵
子
・
胚
の
提
供

等
に
よ
る
生
殖
補
助
医
療
制

度
の
整
備
に
関
す
る
提
案

書
」
を
発
表
し
た
。

２
０
２
０
年
12
月
に
、
生

殖
補
助
医
療
で
出
生
し
た
子

の
親
子
関
係
を
明
確
に
す
る

民
法
の
特
例
法
が
国
会
で
成

立
し
た
が
、
こ
れ
を
受
け
て

日
産
婦
は
「
提
供
配
偶
子

（
夫
婦
以
外
か
ら
提
供
さ
れ

た
精
子
や
卵
子
な
ど
）
を
用

い
る
生
殖
医
療
に
関
す
る
検

討
委
員
会
（
委
員
長
・
杉
野

法
広
）
」
を
設
置
。
倫
理
的

に
許
容
さ
れ
る
生
殖
補
助
医

療
の
範
囲
や
規
制
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
、
日
産
婦

が
行
う
べ
き
こ
と
や
運
用
に

関
し
て
の
具
体
的
な
制
度
内

容
を
提
言
と
し
て
ま
と
め

た
。

東
京
都
新
宿
区
の
住
民
を

対
象
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
個
別
接

種
が
６
月
29
日
、
本
会
の
思

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

（
中
釜
斉
理
事
長
）
は
今
年

３
月
、
20
歳
以
上
の
男
女
２

千
人
（
喫
煙
者
１
千
人
、
非

喫
煙
者
１
千
人
）
を
対
象

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
た
ば
こ
に
関
す
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
こ
の
ほ
ど
報
告

書
を
公
表
し
た
。

喫
煙
者
の
う
ち
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
伴
う
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
や
在

宅
勤
務
な
ど
に
よ
っ
て
喫
煙

本
数
や
喫
煙
量
が
「
増
え
て

い
る
」
と
回
答
し
た
者
は

18
・
０
％
で
、
「
変
わ
ら
な

い
」
69
・
６
％
、
「
減
っ
て

い
る
」
11
・
４
％
、
「
（
ほ

ぼ
）
や
め
る
こ
と
が
で
き

厚
生
労
働
省
は
７
月
２
日

付
で
、
日
本
産
婦
人
科
医
会

お
よ
び
日
本
産
科
婦
人
科
学

会
に
対
し
、
人
工
妊
娠
中

絶
・
流
産
手
術
の
方
法
に
つ

い
て
の
周
知
依
頼
を
通
知
し

た
（
子
母
発
０
７
０
２
第
１

号
）
。

世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

は
、
人
工
妊
娠
中
絶
・
流
産

手
術
の
方
法
と
し
て
、
器
械

的
に
子
宮
の
内
容
物
を
除
去

す
る
「
掻そ

う

爬は

法
」
よ
り
も
、

器
械
で
吸
い
出
す
方
法
の

「
吸
引
法
」
が
女
性
に
と
っ

て
安
全
だ
と
し
て
推
奨
し
て

い
る
。
通
知
で
は
、
そ
う
し

た
国
際
的
な
動
向
を
踏
ま
え

て
、
吸
引
法
を
会
員
に
対
し

て
周
知
す
る
よ
う
求
め
た
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
人
工
妊
娠

中
絶
等
手
術
の
安
全
性
等
に

つ
い
て
」

（
２
０
２
１
年
８
月
１
日
掲
載
）

日
本
産
科
婦
人
科
学
会

（
日
産
婦
）
な
ど
は
８
月
14

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
妊
婦

は
妊
娠
時
期
を
問
わ
ず
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
す
る
よ
う
推
奨

す
る
声
明
を
発
表
し
た
。
日

産
婦
な
ど
が
５
月
12
日
に
発

表
し
た
妊
婦
に
対
す
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
関
す
る
声
明

を
、
ア
メ
リ
カ
疾
病
対
策
セ

ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
な
ど
の

最
新
の
知
見
を
踏
ま
え
て
修

正
し
た
も
の
。

こ
れ
ま
で
は
、
妊
娠
12
週

ま
で
は
偶
発
的
な
胎
児
異
常

の
発
生
と
の
識
別
に
関
す
る

混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
避
け

る
べ
き
と
し
て
い
た
。

家
庭
や
学
校
、
地
域
等
の

社
会
全
般
に
わ
た
り
、
児
童

虐
待
問
題
に
対
す
る
深
い
関

心
と
理
解
を
得
る
こ
と
を
目

的
に
、
毎
年
11
月
は
、
「
児

童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
取
組
の
一
環
と
し

て
、
厚
生
労
働
省
は
児
童
虐

待
問
題
に
対
す
る
理
解
を
国

民
一
人
ひ
と
り
が
深
め
、
主

体
的
な
関
わ
り
を
持
て
る
よ

う
、
意
識
啓
発
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
標
語
の
募
集

を
行
い
ま
し
た
。

９
月
30
日
に
審
査
結
果
が

承
認
さ
れ
た
９
価
ワ

ク
チ
ン
（
シ
ル
ガ
ー
ド
９
）

に
つ
い
て
、
厚
労
省
は
現
在

「
予
防
接
種
基
本
方
針
部
会

ワ
ク
チ
ン
評
価
に
関
す
る
小

委
員
会
」
に
お
い
て
定
期
接

種
化
を
検
討
中
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。
ま
た
メ
ー
カ
ー
の

状
況
と
し
て
、
定
期
接
種
の

需
要
を
満
た
す
ワ
ク
チ
ン
を

供
給
す
る
に
は
一
定
の
時
間

が
必
要
と
の
表
明
が
あ
っ
た

と
伝
え
た
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
第
57
回
厚
生

科
学
審
議
会
予
防
接
種
・
ワ

ク
チ
ン
分
科
会
副
反
応
検
討

部
会
、
第
４
回
薬
事
・
食
品

衛
生
審
議
会
薬
事
分
科
会
医

薬
品
等
安
全
対
策
部
会
安
全

対
策
調
査
会
（
合
同
開
催
）

議
事
録
」

（
２
０
２
１
年
７
月
１
日
掲
載
）

厚
生
労
働
省
は
「
母
性
健

康
管
理
指
導
事
項
連
絡
カ
ー
ド
（
母
健
連
絡
カ
ー
ド
）
」

の
様
式
を
改
正
し
、
７
月
１

提
供
さ
れ
た
精
子
や
卵
子

な
ど
を
使
っ
た
生
殖
補
助
医

療
を
受
け
る
夫
婦
に
関
す
る

個
人
情
報
や
、
提
供
者
に
関

す
る
個
人
情
報
な
ど
を
管
理

す
る
た
め
に
「
公
的
管
理
運

営
機
関
」
を
設
置
し
、
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど
の
情
報
を

１
０
０
年
間
保
存
す
る
よ
う

に
提
言
し
た
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
「
精

子
・
卵
子
・
胚
の
提
供
等
に

よ
る
生
殖
補
助
医
療
制
度
の

整
備
に
関
す
る
提
案
書
」

（
２
０
２
１
年
７
月
１
日
掲
載
）

た
点
、
③
症
状
に
応
じ
て
必

要
な
標
準
措
置
を
幅
広
く
選

択
で
き
る
点
―
を
挙
げ
て
い

る
。男

女
雇
用
機
会
均
等
法
に

よ
り
、
妊
産
婦
で
あ
る
女
性

労
働
者
が
医
師
な
ど
の
指
導

を
受
け
て
事
業
主
に
申
し
出

た
場
合
、
そ
の
指
導
事
項
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が

事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。
具
体
的
な
措
置
は
、

妊
娠
中
の
通
勤
緩
和
、
休
憩

に
関
す
る
措
置
や
、
妊
娠
中

ま
た
は
出
産
後
の
症
状
な
ど

に
関
す
る
措
置
（
作
業
の
制

限
、
勤
務
時
間
の
短
縮
、
休

業
）
な
ど
が
あ
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
母
健
連
絡
カ

ー
ド
に
つ
い
て
」

（
２
０
２
１
年
７
月
１
日
掲
載
）

た
」
１
・
０
％
だ
っ
た
。

「
減
っ
て
い
る
」
ま
た
は

「
（
ほ
ぼ
）
や
め
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
回
答
し
た
者
に

対
し
て
、
そ
の
最
も
大
き
な

原
因
は
何
か
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
「
飲
み
会
や
会
食
な
ど

が
な
く
な
り
、
喫
煙
す
る
機

会
が
減
っ
た
た
め
」
が
29
・

８
％
と
最
多
で
、
「
自
宅
で

は
家
族
の
目
が
気
に
な
る
あ

る
い
は
家
族
を
受
動
喫
煙
か

ら
守
り
た
い
た
め
」
19
・
４

％
、
「
自
宅
で
は
喫
煙
環
境

が
な
い
た
め
」
14
・
５
％
、

「
感
染
症
に
よ
る
重
篤
化
が

こ
わ
い
か
ら
」
12
・
９
％
と

続
い
た
。

ま
た
、
非
喫
煙
者
に
対
す

る
質
問
「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
や

在
宅
勤
務
な
ど
に
よ
っ
て
、

同
居
人
の
喫
煙
に
よ
る
受
動

喫
煙
が
増
え
て
い
る
か
」
に

対
し
て
「
増
え
て
い
る
」
と

し
た
者
は
10
・
６
％
で
、

「
変
わ
ら
な
い
」
が
19
・
３

％
、
「
減
っ
て
い
る
」
は

１
・
６
％
、
「
喫
煙
す
る
同

居
人
は
い
な
い
」
は
68
・
５

％
だ
っ
た
。

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
は
昨
年
初
め
と
中
頃

に
、
喫
煙
者
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
重
篤
な
疾

患
と
死
亡
を
発
症
す
る
リ
ス

ク
が
高
い
こ
と
を
示
す
科
学

的
概
要
を
発
表
し
て
お
り
、

喫
煙
は
、
心
血
管
疾
患
、
が

ん
、
呼
吸
器
疾
患
、
糖
尿
病

な
ど
の
非
感
染
性
疾
患
の
主

要
な
危
険
因
子
で
も
あ
り
、

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
持
病
を

も
っ
て
生
活
し
て
い
る
人
々

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
し
て
よ
り
脆
弱
（
ぜ
い

じ
ゃ
く
）
で
、
感
染
時
に
は

重
症
化
し
や
す
く
な
る
と
し

て
、
喫
煙
者
に
禁
煙
を
推
奨

し
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

た
ば
こ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
報
告
書
」

（
２
０
２
１
年
８
月
１
日
掲
載
）

公
表
さ
れ
、
今
年
度
の
「
児

童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
の

標
語
は
以
下
の
よ
う
に
決
定

し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
「
児
童
虐

待
防
止
推
進
月
間
」
標
語

「
１
８
９
（
い
ち
は
や

く
）
『
だ
れ
か
』
じ
ゃ
な
く

て
『
あ
な
た
』
か
ら
」

（
静
岡
県
・
師
岡
野
々
子

さ
ん
の
作
品
）

ま
た
厚
労
省
で
は
児
童
虐

待
防
止
推
進
月
間
中
、
児
童

虐
待
問
題
に
対
す
る
理
解
を

国
民
一
人
ひ
と
り
が
深
め
、

主
体
的
な
関
わ
り
を
持
て
る

よ
う
、
11
月
７
日
㈰
に
「
子

ど
も
の
虐
待
防
止
推
進
全
国

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
方
式
で
開
催
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
令
和
３
年
度

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
」
に
つ
い
て
」

（
２
０
２
１
年
10
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

妊
娠
中
、
特
に
妊
娠
後
期

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
場
合
は
特
に
重
症

化
し
や
す
い
こ
と
を
挙
げ
、

感
染
が
拡
大
し
て
い
る
地
域

に
住
ん
で
い
た
り
、
糖
尿

病
、
高
血
圧
、
気
管
支
喘
息

な
ど
の
基
礎
疾
患
を
合
併
し

て
い
た
り
す
る
妊
婦
は
接
種

を
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
に
つ

い
て
は
、
妊
婦
と
一
般
の
人

に
差
は
な
く
、
ま
た
妊
娠
の

異
常
（
流
産
、
早
産
な
ど
）

に
つ
い
て
も
打
た
な
か
っ
た

妊
婦
と
同
じ
で
あ
る
と
の
報

告
を
示
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

妊
婦
が
感
染
す
る
場
合
の
約

８
割
は
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
感
染
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
妊
婦
の
夫
や
パ
ー
ト
ナ

ー
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す
る

よ
う
呼
び
掛
け
た
。

感
染
妊
婦
の
自
宅
（
宿
泊
）

療
養
に
つ
い
て

８
月
23
日
に
は
、
感
染
し

た
妊
婦
が
自
宅
な
ど
で
療
養

と
な
っ
た
場
合
、
産
科
医
療

機
関
へ
の
連
絡
が
必
要
な
ケ

ー
ス
や
、
救
急
車
を
要
請
す

べ
き
状
況
の
目
安
に
つ
い
て

も
公
表
し
て
い
る
（
概
要
は

下
記
を
参
照
）
。

か
か
り
つ
け
の
産
婦
人
科
医

も
し
く
は
保
健
所
に
連
絡

・
１
時
間
に
２
回
以
上
の
息

苦
し
さ
を
感
じ
る

・
ト
イ
レ
に
行
く
時
な
ど
に

息
苦
し
さ
を
感
じ
る

・
心
拍
数
が
１
分
間
に
１
１

０
回
以
上

・
呼
吸
数
が
１
分
間
に
20
回

以
上

・
安
静
に
し
て
も
血
中
酸
素

飽
和
度
が
93
〜
94
％
か
ら

１
時
間
以
内
に
回
復
し
な

い
す
ぐ
に
救
急
車
を
要
請

・
息
苦
し
く
な
り
短
い
文
章

の
発
声
も
で
き
な
い

・
血
中
酸
素
飽
和
度
が
92
％

以
下

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
ほ
か

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
で
妊
娠
中
に
自
宅
や
宿
泊

療
養
（
ホ
テ
ル
な
ど
）
と
な

ら
れ
た
方
へ
」

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ

Ａ
）
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

（
第
２
報
）
」

（
２
０
２
１
年
９
月
１
日
掲
載
）

の
こ
と
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
①
症
状
な

ど
に
関
す
る
表
現
を

見
直
し
、
現
在
の
医

学
的
知
見
が
反
映
さ

れ
た
表
現
に
な
っ
た

点
、
②
医
師
な
ど
に

よ
る
記
載
事
項
が
表

面
に
集
約
さ
れ
、
必

要
な
措
置
が
一
目
で

分
か
る
よ
う
に
な
っ

春
期
外
来
・
市
谷
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
所
長
＝
本
会
会
長
・
北

村
邦
夫
）
で
始
ま
っ
た
。

接
種
を
受
け
る
の
は
、
ク

ー
ポ
ン
券
（
接
種
券
）
が
届

い
た
区
民
で
、
当
面
は
火
曜

午
前
、
金
曜
午
前
に
各
日
24

人
程
度
に
接
種
を
行
っ
て
い

く
予
定
（
完
全
予
約
制
）
。

北
村
所
長
は
「
住
民
の
皆

さ
ま
に
地
域
の
医
療
機
関
と

し
て
役
割
が
果
た
せ
れ
ば
う

れ
し
い
」
と
語
っ
た
。

※
区
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
の
詳
細
は
、
新
宿
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
策
室
ペ
ー
ジ
」
、
「
ワ

ク
チ
ン
個
別
接
種
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
」
を
参
照
。

（
２
０
２
１
年
７
月
13
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
標
語
決
定

「
１
８
９
だ
れ
か
じ
ゃ
な
く
て

あ
な
た
か
ら
」

日
か
ら
適
用
し
た
。

母
健
連
絡
カ
ー
ド
は
、
妊

娠
中
お
よ
び
出
産
後
１
年
以

内
の
女
性
労
働
者
が
、
医
師

な
ど
か
ら
受
け
た
指
導
事
項

を
適
切
に
事
業
主
に
伝
え
る

た
め
に
利
用
で
き
る
カ
ー
ド

（
↙
）

新
様
式
の「
母
性
健
康
管
理
指
導
事
項
連
絡
カ
ー
ド（
オ
モ
テ
面
）」

ワクチン接種の準備をする北村所長（左）と
医療スタッフ（右）（本会クリニックにて）

日
産
婦
が
提
案
書

「
精
子・卵
子
提
供
に
よ
る
不
妊

治
療
の
情
報
、100
年
保
存
を
」

「
母
性
健
康
管
理
指
導
事
項
連
絡

カ
ー
ド
」様
式
を
改
正

厚
労
省

新
宿
区
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

個
別
接
種

本
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も
！

在
宅
時
間
長
期
化
で
受
動
喫
煙
増

国
が
ん
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

中
絶・流
産
手
術
に
つ
い
て

学
会・団
体
に
通
知

厚
労
省

妊
婦
は
妊
娠
時
期
を
問
わ
ず

ワ
ク
チ
ン
接
種
を

日
産
婦
ほ
か
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本
会
で
受
け
て
い
る

相
談
窓
口
で
す
！

　
令
和
３
年
度
健
や
か
親
子

２１
全
国
大
会
（
母
子
保
健
家

族
計
画
全
国
大
会
）
が
「
心

に
寄
り
添
い
育
む
次
代
と

も
に
手
を
取
り
あ
っ
て
」
を

大
会
テ
ー
マ
に
、
岩
手
県
盛

岡
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
、
母
子
保
健
・
家
族

計
画
や
「
健
や
か
親
子
２１
」

の
推
進
に
ご
尽
力
さ
れ
て
お

ら
れ
る
方
々
が
全
国
各
地
か

ら
一
同
に
参
集
さ
れ
、
盛
大

に
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
を
切
に
望
ん
で
お
り

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
「
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
１9
」
）
の
感
染

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
１9
は
２
０

１
９
年
１２
月
に
、
中
国
武
漢

市
で
初
め
て
確
認
さ
れ
、
２

０
年
３
月
１0
日
に
世
界
保
健

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
公
衆
衛

生
上
の
緊
急
事
態
宣
言
を
発

出
、
翌
１１
日
に
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
で
あ
る
と
認
定
し
て
い
ま

す
。

　
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
昨

す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
人

口
の
80
％
を
超
え
て
い
る
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
感
染
者

数
が
増
加
し
再
び
規
制
を
強

化
す
る
と
の
情
報
も
あ
り
、

わ
が
国
に
あ
っ
て
も
予
断
が

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
至
る
ま

で
の
間
、
未
だ
か
つ
て
人
類

が
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
１9
の
拡
大
に
伴

う
"
自
粛
生
活
"
は
、
経
済

活
動
の
停
滞
だ
け
で
な
く
、

人
間
関
係
の
希
薄
化
、
さ
ら

に
は
性
意
識
・
性
行
動
に
も

大
き
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
本
会
が
取
り

組
ん
で
い
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性
と
生

殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
）

が
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

身
近
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
で
自

粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基

づ
く
暴
力
や
児
童
虐
待
な
ど

の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
ま
し

た
。
内
閣
府
や
警
察
庁
な
ど

が
発
表
す
る
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数

の
増
加
が
そ
れ
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。
例
年
に
比
べ
て
、

女
性
の
自
殺
件
数
が
増
え
た

こ
と
な
ど
も
、
経
済
的
貧
困

と
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
が
関

係
し
て
い
る
こ
と
を
否
定
で

き
ま
せ
ん
。
感
染
拡
大
地
域

か
ら
の
移
動
制
限
に
よ
り
、

里
帰
り
分
娩
を
断
念
し
た
女

性
。
一
方
で
、
感
染
拡
大
地

域
を
逃
れ
て
の
急
な
里
帰
り

分
娩
を
決
め
た
女
性
な
ど
も

あ
っ
て
産
科
施
設
に
混
乱
が

生
じ
る
こ
と
な
ど
も
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
本
年
８
月
に
は
自
宅
療
養

中
の
妊
婦
さ
ん
が
、
入
院
調

整
が
行
わ
れ
た
も
の
の
受
け

入
れ
先
が
見
つ
か
ら
ず
、
自

宅
で
出
産
。
早
産
で
新
生
児

が
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
同
様
な
こ
と
は
、
癌
検

診
受
診
者
の
大
幅
減
少
に
よ

っ
て
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
の
遅
れ
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

　
全
国
一
斉
休
校
な
ど
も
あ

っ
て
か
、
自
宅
で
の
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
少
女
が
予

期
せ
ぬ
妊
娠
不
安
に
襲
わ

れ
、
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ
相
談

件
数
が
急
増
し
た
こ
と
。
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
妊
娠
届
出

状
況
報
告
に
よ
れ
ば
、
妊
娠

届
出
件
数
が
２0
年
度
は
１9
年

度
に
比
べ
て
４
・
８
％
減
少

し
、
少
子
化
傾
向
が
ま
す
ま

す
進
行
し
て
い
る
こ
と
も
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
︱
１9
の
拡
大
は
、
私
た
ち

の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ

イ
ツ
を
多
方
面
で
脅
か
し
て

い
ま
す
が
、
「
全
国
ど
こ
で

も
、
誰
で
も
、
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
実
現

す
る
」
こ
と
を
運
動
目
標
と

し
て
い
る
本
会
の
姿
勢
は
、

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
１9
の
拡
大
を

理
由
に
変
え
る
わ
け
に
は
参

り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
こ
の

よ
う
な
危
機
的
状
況
に
あ
る

と
き
こ
そ
、
本
会
が
果
た
す

べ
き
役
割
の
大
き
さ
を
痛
感

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
昨
年
度
の
厚
生
労
働
科
学

特
別
研
究
事
業
の
一
環
と
し

て
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
流
行
化
の
自
粛
の

影
響
︱
予
期
せ
ぬ
妊
娠
等
に

関
す
る
実
態
調
査
と
女
性
の

健
康
に
対
す
る
適
切
な
支
援

提
供
体
制
の
構
築
の
た
め
の

研
究
」
の
分
担
研
究
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
本
会
で

は
、「
日
本
に
お
け
る
第
一
次

緊
急
事
態
宣
言
下
の
１
万
人

調
査
」
を
実
施
し
、
多
く
の

研
究
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
中
で
も
興
味

深
か
っ
た
の
は
、
昨
年
の
３

月
下
旬
か
ら
５
月
下
旬
、
す

な
わ
ち
第
一
次
緊
急
事
態
宣

言
下
に
あ
っ
て
、
セ
ッ
ク
ス

に
対
す
る
消
極
性
が
一
段
と

加
速
し
た
こ
と
で
す
。
既
婚

者
で
あ
っ
て
も
、
４
割
を
超

え
る
既
婚
者
が「
そ
の
時
期
、

セ
ッ
ク
ス
を
し
て
い
な
い
」

と
回
答
。
３
密
の
最
た
る
も

の
が
セ
ッ
ク
ス
な
の
で
し
ょ

う
か
ら
、
さ
も
あ
り
な
ん
で

す
が
、
結
果
と
し
て
妊
娠
届

出
件
数
が
減
少
す
る
の
は
当

然
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
自

粛
生
活
を
求
め
ら
れ
て
い
る

環
境
下
に
あ
っ
て
も
、
「
充

実
し
て
い
た
」
と
回
答
す
る

国
民
が
４
割
近
く
い
た
こ
と

も
驚
き
で
す
。
こ
う
回
答
し

た
方
々
に
共
通
し
て
い
た
の

が
、
自
粛
下
で
あ
っ
て
も

「
人
と
人
と
を
分
断
さ
せ
な

い
、
孤
立
さ
せ
な
い
配
慮
が

必
要
で
あ
る
こ
と
」
「
収
入

の
減
少
が
起
こ
ら
な
い
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
」

な
ど
で
し
た
。
今
更
申
し
上

げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
感
染
症
対
策
の
基
本

は
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
、
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
、
そ
し
て
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保

つ
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
こ

と
は
言
を
俟
ち
ま
せ
ん
。
そ

れ
が
、
繋
が
り
を
求
め
な
が

ら
生
き
て
い
る
動
物
で
あ
る

私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
極
め

て
非
情
な
も
の
と
映
り
か
ね

ま
せ
ん
。
積
極
的
な
ワ
ク
チ

ン
接
種
と
、
接
種
後
の
ブ
レ

イ
ク
ス
ル
ー
感
染
を
防
止
す

る
た
め
の
マ
ス
ク
着
用
な
ど

を
励
行
し
な
が
ら
も
、
ど
う

し
た
ら
人
と
人
と
が
「
繋
が

る
」
こ
と
が
で
き
る
か
を
、

「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」「
ａ
ｆ

ｔ
ｅ
ｒ
コ
ロ
ナ
」を
見
据
え
、

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
踏

ま
え
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
本
会
と
し
て

も
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
／
ラ

イ
ツ
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
取
り
組
ん
で
参
る
所
存

で
す
の
で
、
今
後
も
皆
様
方

か
ら
の
な
お
一
層
の
ご
支
援

と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
２
０
２
１
年
１１
月
１
日
掲
載
）

拡
大
を
回
避
す
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨

年
度
は
開
催
を
断
念
し
た
こ

と
を
鑑
み
れ
ば
、
モ
ニ
タ
ー

を
通
し
て
で
あ
っ
て
も
参
加

者
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
は
望
外
の
喜
び
で
す
。

日
本
に
留
ま
ら
ず
、
世
界
で

も
未
曾
有
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ

っ
て
、
本
大
会
の
開
催
の
た

め
に
周
到
な
ご
尽
力
を
賜
り

ま
し
た
岩
手
県
、
盛
岡
市
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
者
各
位

に
対
し
深
甚
な
る
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
た
び
、
本
大

会
に
お
い
て
栄
え
あ
る
表
彰

を
お
受
け
に
な
ら
れ
る
皆
様

方
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
母

子
保
健
・
家
族
計
画
の
分
野

に
お
い
て
多
大
な
ご
尽
力
を

賜
っ
た
方
々
で
あ
り
、
こ
こ

に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
衷
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
１
月
１6
日
に
国
内
最
初
の

感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
以

来
、
お
お
む
ね
２
年
弱
。
こ

の
間
に
、
第
５
波
を
経
験

し
、
緊
急
事
態
宣
言
が
４
度

に
わ
た
っ
て
発
出
さ
れ
る
な

ど
、
私
た
ち
の
日
常
は
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
１9
の
拡
大
に
伴
っ

て
大
き
く
変
化
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
は
っ
き
り
と
し
た
理
由
は

分
か
り
か
ね
ま
す
が
、
感
染

者
が
急
激
に
減
少
し
た
こ
と

を
受
け
て
、
３
月
２１
日
以
来

約
半
年
ぶ
り
と
な
る
緊
急
事

態
宣
言
・
ま
ん
延
防
止
措
置

が
１0
月
１
日
か
ら
全
面
解
除

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
加
速
し

た
こ
と
を
、
感
染
者
減
少
の

要
因
と
言
う
専
門
家
も
い
ま

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、手
を
緩
め
て
は

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、手
を
緩
め
て
は

い
け
な
い
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ・ヘ
ル
ス

い
け
な
い
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ・ヘ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
と

感
染
拡
大
防
止
と

 

「
繋
が
る
」こ
と
の
両
立
を

「
繋
が
る
」こ
と
の
両
立
を

全
国
大
会
に
よ
せ
て北村

　
邦
夫

一
般
社
団
法
人
日
本
家
族
計
画
協
会
会
長

北村邦夫　本会会長

令 和令 和
３年度３年度

健
や
か
親
子
21
全
国
大
会

（
母
子
保
健
家
族
計
画
全
国
大
会
）

1111
月月
44
日
㈭
日
㈭

 

〜〜
55
日
㈮
開
催

日
㈮
開
催
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令
和
３
年
度
母
子
保
健
・
家
族
計
画
功
労
者
の
表
彰
式
が
、
来
る
１１
月
４
日

㈭
、
岩
手
県
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
る
「
令
和
３
年
度
健
や
か
親
子
２１
全
国
大
会

（
母
子
保
健
家
族
計
画
全
国
大
会
）
」
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
本
会
会
長
表
彰
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
の
被
表
彰
者
は
次
の
通
り
で
す
（
敬

称
略
）
。

︻
個
　
　
人
︼

青
森
県
　
　
今
　
　
鶴
代

岩
手
県
　
　
菊
池
　
幸
枝

宮
城
県
　
　
遠
藤
　
民
子

秋
田
県
　
　
赤
平
　
敏
子

山
形
県
　
　
斎
藤
　
憲
康

富
山
県
　
　
伏
木
　
弘

福
井
県
　
　
橋
本
　
剛
太
郎

栃
木
県
　
　
伊
藤
　
洋
子

群
馬
県
　
　
佐
藤
　
雄
一

埼
玉
県
　
　
天
満
屋
敷
千
幸

石
川
県
　
　
田
畠
　
洋
子

岐
阜
県
　
　
山
本
　
淳
子

長
野
県
　
　
小
松
　
あ
つ
子

静
岡
県
　
　
岡
　
　
利
津
子

三
重
県
　
　
福
島
　
千
恵
子

滋
賀
県
　
　
岡
田
　
裕
子

愛
知
県
　
　
山
中
　
法
子

京
都
府
　
　
藤
原
　
朋
子

兵
庫
県
　
　
三
上
　
尚
美

鳥
取
県
　
　
市
野
　
優
枝

島
根
県
　
　
中
山
　
正
子

岡
山
県
　
　
妹
尾
　
展
子

山
口
県
　
　
本
岡
　
亜
希
子

香
川
県
　
　
藤
川
　
シ
ズ
子

佐
賀
県
　
　
境
　
　
明
美

長
崎
県
　
　
亀
井
　
栄
子

大
分
県
　
　
阿
部
　
真
理
子

宮
崎
県
　
　
吉
田
　
美
香

鹿
児
島
県
　
山
内
　
え
み
子

沖
縄
県
　
　
小
濱
　
守
安

青
森
市
　
　
田
中
　
誠
也

柏
市
　
　
　
小
路
　
和
子

川
崎
市
　
　
冨
井
　
悦
子

横
須
賀
市
　
早
川
　
彰
子

︻
個
　
　
人
︼

岩
手
県
　
　
菅
原
　
や
す
子

岩
手
県
　
　
藤
原
　
幸
子

岩
手
県
　
　
佐
々
木
美
智
穂

宮
城
県
　
　
伊
藤
　
真
理

群
馬
県
　
　
井
上
　
浩

群
馬
県
　
　
大
山
　
碩
也

群
馬
県
　
　
唐
澤
　
伸
子

埼
玉
県
　
　
髙
橋
　
良
江

埼
玉
県
　
　
福
田
　
尚
子

埼
玉
県
　
　
渡
辺
　
隆
志

埼
玉
県
　
　
谷
島
　
春
江

埼
玉
県
　
　
森
　
　
泰
二
郎

埼
玉
県
　
　
平
野
　
素
尚

神
奈
川
県
　
長
谷
川
　
剛
志

神
奈
川
県
　
渡

　
豊
彦

神
奈
川
県
　
鈴
木
　
令
佳

富
山
県
　
　
石
灰
　
紀
子

富
山
県
　
　
桑
間
　
直
志

石
川
県
　
　
池
田
　
睦
美

福
井
県
　
　
中
村
　
廣
子

福
井
県
　
　
西
田
　
ひ
ろ
み

山
梨
県
　
　
雨
宮
　
ふ
く
美

長
野
県
　
　
髙
見
澤
し
ま
子

静
岡
県
　
　
齋
藤
　
由
美

静
岡
県
　
　
鈴
木
　
彩
永
美

愛
知
県
　
　
村
上
　
勇

愛
知
県
　
　
髙
橋
　
昌
久

愛
知
県
　
　
沼
田
　
睦
美

三
重
県
　
　
落
合
　
仁

滋
賀
県
　
　
白
井
　
や
よ
い

京
都
府
　
　
田
村
　
秀
子

京
都
府
　
　
野
々
口
ヒ
ロ
子

大
阪
府
　
　
前
田
　
利
子

兵
庫
県
　
　
毛
利
　
多
恵
子

島
根
県
　
　
狩
野
　
鈴
子

岡
山
県
　
　
三
澤
　
み
ど
り

広
島
県
　
　
森
　
　
志
郎

山
口
県
　
　
野
﨑
　
美
紀

山
口
県
　
　
青
木
　
光
惠

山
口
県
　
　
松
田
　
純
子

香
川
県
　
　
白
川
　
サ
ヨ
子

愛
媛
県
　
　
井
伊
　
貴
子

愛
媛
県
　
　
幸
田
　
栄
子

福
岡
県
　
　
一
木
　
貞
徳

福
岡
県
　
　
川
野
　
敦
子

福
岡
県
　
　
田
中
　
信
夫

大
分
県
　
　
渡
邉
　
し
お
り

宮
崎
県
　
　
森
　
　
伴
子

鹿
児
島
県
　
簗
詰
　
美
知
子

鹿
児
島
県
　
米
山
　
晃
代

鹿
児
島
県
　
鬼
丸
　
高
恒

沖
縄
県
　
　
石
川
　
邦
夫

沖
縄
県
　
　
宮
里
　
善
次

沖
縄
県
　
　
謝
敷
　
悦
子

中
央
推
薦
　
岡
田
　
寿
朗

中
央
推
薦
　
松
岡
　
典
子

中
央
推
薦
　
三
澤
　
洋
子

中
央
推
薦
　
松
本
　
清
美

中
央
推
薦
　
髙
波
　
眞
佐
治

中
央
推
薦
　
宮
﨑
　
千
恵
子

中
央
推
薦
　
森
田
　
や
す
子

中
央
推
薦
　
米
沢
　
宏

中
央
推
薦
　
中
川
　
信
子

︻
団
　
　
体
︼

中
央
推
薦
　
城
里
町
母
子
愛

育
会

中
央
推
薦
　
身
延
町
愛
育
会

中
央
推
薦
　
観
音
寺
市
愛
育

会

（
63
人
３
団
体
）

（
２
０
２
１
年
１１
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

令和３年度  健やか親子21全国大会健やか親子21全国大会
（母子保健家族計画全国大会）（母子保健家族計画全国大会）被表彰者被表彰者

日
本
家
族
計
画
協
会
会
長
表
彰

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
９
月
１8
日
㈯
に
、
秋
田
県

秋
田
市
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
と
全
国
各
地
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
結
び
、
第
９
回
思
春
期

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
全
国

大
会
in
秋
田
が
開
催
さ
れ
た

（
主
催
=
日
本
ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
・
ピ
ア
エ
デ
ュ
ケ

ー
シ
ョ
ン
研
究
会
、
本
大
会

実
行
委
員
会
、
後
援
=
本
会

ほ
か
）
。

　
こ
の
大
会
は
２
年
に
１

度
、
思
春
期
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
Ⓡ
（
ピ
ア
っ
子
）
お
よ

び
養
成
者
・
支
援
者
ら
が
集

い
、
交
流
と
研
修
を
通
じ

て
、
思
春
期
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
活
動
の
一
層
の
向
上

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
る
。

　
全
国
１２
県
か
ら
１
１
４
名

が
参
加
し
た
今
大
会
の
テ
ー

マ
は
「
わ
ん
ダ
フ
ル
ピ
ア
フ

ラ
ワ
ー
～
ピ
ア
の
花
を
全
国

に
咲
か
せ
よ
う
！
～
」
。
コ

ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
オ
ン
ラ

イ
ン
で
つ
な
が
り
、
ピ
ア
フ

ラ
ワ
ー
を
雄
大
に
咲
か
せ
た

い
と
の
思
い
か
ら
考
え
ら
れ

た
。

　
大
会
は
、
開
会
式
の
後
、

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
し
て
参
加

１２
県
の
「
県
花
」
を
と
り
あ

げ
た
ク
イ
ズ
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、
各
県
ご
と
に
地
域
の

特
色
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
ピ
ア

活
動
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て

い
っ
た
。

　
午
後
は
、
１
グ
ル
ー
プ
４

〜〜
ピ
ア
の
花
を
全
国
に
咲
か
せ
よ
う
！

ピ
ア
の
花
を
全
国
に
咲
か
せ
よ
う
！
〜〜

わ
ん
ダ
フ
ル
ピ
ア
フ
ラ
ワ
ー

わ
ん
ダ
フ
ル
ピ
ア
フ
ラ
ワ
ー

第
９
回
思
春
期
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
全
国
大
会
in
秋
田
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

新
潟
市
　
　
伊
藤
　
玲
子

浜
松
市
　
　
波
多
野
美
奈
子

名
古
屋
市
　
山
室
　
理

神
戸
市
　
　
稲
生
　
佐
枝
子

広
島
市
　
　
大
谷
　
潔

松
山
市
　
　
上
田
　
千
里

北
九
州
市
　
木
下
　
広
江

大
分
市
　
　
長
谷
川
さ
や
か

本
部
推
薦
　
池
上
　
芳
美

本
部
推
薦
　
土
橋
　
義
房

本
部
推
薦
　
友
田
　
明
美

本
部
推
薦
　
宮
原
　
富
士
子

︻
団
　
　
体
︼

愛
媛
県
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
べ

子
育
て
支
援
団
体
ぽ
っ
か
ぽ

か千
葉
市
　
一
般
社
団
法
人
千

葉
市
助
産
師
会

本
部
推
薦
　
富
士
製
薬
工
業

株
式
会
社

（
47
人
３
団
体
）

◆
　
◆
　
◆

～
５
人
で
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
ピ
ア
活
動
～
今
で
き
る

こ
と
、
こ
れ
か
ら
し
た
い
こ

と
」を
テ
ー
マ
に
、各
地
で
同

じ
志
で
活
動
し
て
い
る
同
世

代
の
仲
間
と
話
し
合
う
「
ピ

ア
カ
フ
ェ
」が
開
催
さ
れ
た
。

　
本
大
会
開
催
に
向
け
、
実

行
委
員
は
参
加
者
へ
記
念
品

を
用
意
し
発
送
し
た
り
、
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト

を
購
入
し
勉
強
会
と
テ
ス
ト

を
重
ね
た
り
と
、
入
念
に
準

備
を
進
め
た
と
い
う
。
そ
の

成
果
も
あ
っ
て
か
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開

催
で
あ
り
な
が
ら
も
ピ
ア
っ

子
た
ち
は
楽
し
ん
で
交
流

し
、
親
交
を
深
め
て
い
る
様

子
で
あ
っ
た
。

（
２
０
２
１
年
１１
月
１
日
掲
載
）

第９回思春期ピアカウンセリング全国大会in秋田　実行委員長
秋田看護福祉大学看護福祉学部看護学科４年

伊藤　藍加（ピアネーム：ししゃも）

　今大会は、北は青森県から南は沖縄県
まで、全国各地からたくさんのピアっ子
に参加していただきました。また全国大
会に久しぶりに参加していただいた県もあり、ありがとうございました。
2020年から全国で感染が拡大し始めたコロナの影響により、一時は開催が
危ぶまれた全国大会ですが、日本ピアカウンセリング・ピアエデュケーショ
ン研究会代表髙村寿子先生をはじめ、私たちをずっと支えてくださった養成
者および関係者のみなさん、そして全国から参加してくれたピアっ子の皆さ
んに支えられて、開催を迎えることができたことに感謝しています。
　秋田ピアは、これまで全８回の思春期ピアカウンセリング全国大会に毎回
参加してきました。そのこともあり２年前、次回の全国大会が秋田県で開催
すると決定した時は、秋田のピアっ子は嬉しい気持ちでいっぱいでした。全
国大会に向けて、秋田のピアっ子全員で、実行委員会を立ち上げ、会場やプ
ログラムの企画など準備を進めていました。しかしコロナの影響により、以
前までの全国大会のように全国のピアっ子が秋田に集まって宿泊する形での
開催は難しくなってしまいました。しかし、感染拡大により自粛生活が続き
いろいろなことが制限されている今だからこそ、「全国のピアっ子みんなと
つながりたい、話し合いたい」という思いが大きくなり、開催方法を検討
し、大会初となるオンラインでの開催となりました。
　今大会のテーマは、「わんダフルピアフラワー～ピアの花を全国に咲かせ
よう！～」です。コロナ禍の中でピア活動がなかなかできなかった思いや、
今、どんな活動をできるのか、コロナがおさまったらどんな活動をしていき
たいかを全国各地のピアっ子との交流を通して夢を語り、その夢を栄養とし
て、ピアっ子一人一人がピアへの思いをのせたピアの花、ピアフラワーを雄
大に咲かせたいという思いがテーマに込められています。
　全国のピアっ子と直接会うことができずとても残念でしたが、画面を通し
て皆さんと楽しい時間を共有できました。１日という短い時間ではありまし
たが、無事に開催することができ、嬉しく思っています。

ピアカウンセリング
全国ピアの若者を代表して

実行委員会長より

（2021年11月１日掲載）
Zoomで交流する参加者たち
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WEB版もぜひご覧ください
記事・連載が充実！バックナンバーもご覧いただけます

人
気
連
載

● OC/LEPが私の医師人生をどう変えたか
● �ピル承認秘話－わが国のピル承認がこれほど�

遅れた本当の理由（わけ）－（北村邦夫著）

● YELL～エール～�
　活躍する思春期保健相談士にインタビュー

● 海外情報クリップ� ほか

アクセスはコチラから

　
２
０
２
０
年
の
上
半
期
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
１9
）
拡

大
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
状
況
︱

所
得
減
少
、
他
者
と
の
接
触

の
制
限
、
自
宅
滞
在
時
間
の

増
加
等
︱
が
発
生
し
た
。
特

に
２0
年
３
～
５
月
（
感
染
拡

大
の
第
１
波
）
の
自
粛
期
間

は
、
国
際
的
な
女
性
へ
の
暴

力
の
増
加
や
自
粛
下
の
孤
独

や
貧
困
、
失
業
な
ど
の
進
行

等
が
報
道
さ
れ
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
、
性
暴
力
被

害
（
Ｄ
Ｖ
を
含
む
）
の
増

加
、
予
期
せ
ぬ
妊
娠
／
人
工

妊
娠
中
絶
の
増
加
（
妊
娠
中

期
の
人
工
妊
娠
中
絶
件
数
の

　
令
和
２
年
度
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
費
補
助
金
（
厚
生
労
働
科
学
特
別
研
究
事
業
）
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
下
の
自
粛
の
影
響
︱
予
期
せ
ぬ
妊
娠
等
に
関
す
る
実
態
調
査
と
女
性
の
健
康
に
対
す
る

適
切
な
支
援
提
供
体
制
構
築
の
た
め
の
研
究
」
は
６
つ
の
研
究
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
研
究
代
表

者
と
し
て
統
合
し
、
か
つ
分
担
研
究
者
と
し
て
担
当
し
た
研
究
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
１9
の
流
行
下
に
お
け
る
人
工

妊
娠
中
絶
の
実
態
調
査
」
お
よ
び
「
性
暴
力
被
害
者
支
援
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
の
実
態
調
査
」
を
通
し
て

見
え
て
き
た
も
の
を
紹
介
す
る
。

増
加
）
等
が
懸
念
さ
れ
、
女

性
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
の
悪
化
や
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
の
阻
害

が
予
想
さ
れ
た
。

◇
　
◇
　
◇

お
り
、
そ
の
毎
年
の
平
均
減

少
率
（
１3
～
１9
年
）
は
２
・

67
％
と
算
出
さ
れ
る
が
、
今

回
の
平
均
減
少
率
１２
・
８
％

は
、
こ
の
平
均
減
少
率
に
比

較
し
て
大
き
く
、
特
に
５
～

７
月
は
著
明
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
母
子

保
健
課
の
全
国
調
査
で
２0
年

５
～
７
月
に
妊
娠
の
届
け
出

件
数
（
母
子
健
康
手
帳
取
得

者
数
）
が
大
幅
に
減
少
し
た

こ
と
か
ら
、
出
生
数
は
減
少

し
つ
つ
も
予
期
せ
ぬ
妊
娠
等

に
よ
る
人
工
妊
娠
中
絶
件
数

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
た

が
、
本
研
究
に
よ
る
調
査
結

果
は
予
想
と
は
異
な
る
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
般
男

女
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
性
交

や
妊
活
を
控
え
、
さ
ら
に
不

妊
治
療
も
抑
制
し
た
こ
と
に

影
響
を
受
け
た
も
の
と
推
測

さ
れ
た
（
本
研
究
班
の
北
村

邦
夫
分
担
研
究
:
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
︱
１9
の
流
行
下
に
お
け

る
、
妊
娠
、
避
妊
に
対
す
る

意
識
と
行
動
の
実
態
調
査
、

な
ら
び
に
安
達
知
子
︱
堤
治

　
全
国
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ

ン
タ
ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
電
話
相
談
は
や
や

増
加
し
て
い
た
が
、
地
域
の

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
１9
発
生
状
況

や
こ
れ
に
対
応
す
る
自
治
体

の
感
染
対
策
の
方
針
な
ど
に

よ
り
、
被
害
相
談
件
数
の
増

減
は
影
響
を
受
け
た
と
考
え

ら
れ
た
。ま
た
、大
阪
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
の
Ｓ
Ａ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
対
す
る
聞
き

取
り
調
査
で
は
、
前
年
と
比

較
し
て
、
新
規
来
所
件
数
や

強
制
性
交
等
被
害
者
数
に
差

は
な
く
、
外
出
先
で
の
強
制

性
交
等
被
害
は
む
し
ろ
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
知
り
合
っ
た
相
手
に
よ
る

相
手
宅
な
ど
で
の
被
害
や
Ｄ

Ｖ
や
虐
待
に
よ
る
性
被
害
増

加
の
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
は
メ

ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
に
よ
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
半
数
以
上
あ
る
こ

と
や
Ｄ
Ｖ
を
扱
っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
な
ど
も

明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
方

で
、
身
近
に
加
害
者
が
い
る

こ
と
を
危
惧
し
た
コ
メ
ン
ト

も
複
数
見
ら
れ
た
こ
と
よ

り
、
特
に
Ｄ
Ｖ
等
の
被
害
者

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
お
よ
び
自
粛
の
影
響
に

よ
る
人
工
妊
娠
中
絶
件
数
等

へ
の
影
響
は
予
想
と
は
異
な

り
大
幅
に
減
少
し
、
い
わ
ゆ

る
中
期
中
絶
件
数
の
増
加
は

認
め
ず
、
強
制
性
交
等
被
害

件
数
も
増
加
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
一
方
で
、
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
は
特
に
、
予

期
せ
ぬ
妊
娠
等
を
防
ぐ
こ
と

は
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ

る
が
、
適
切
な
性
教
育
や
情

報
提
供
が
な
さ
れ
て
お
ら

ず
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
相
談

で
き
る
環
境
に
は
な
か
っ
た

こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
感
染

症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
大
災
害

時
に
は
、
弱
い
立
場
の
女
性

や
子
ど
も
た
ち
に
暴
力
な
ど

は
向
か
い
や
す
い
こ
と
が
危

惧
さ
れ
た
。

　
以
上
よ
り
、
人
間
関
係
性

を
大
切
に
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
い
、
自

身
を
守
り
、
自
尊
心
を
育
成

す
る
こ
と
も
網
羅
す
る
「
包

括
的
性
教
育
」
を
わ
が
国
で

も
整
備
し
、
実
践
し
て
い
く

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

（
２
０
２
１
年
１１
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

各
相
談
窓
口
間
の
連
携
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

︻
方
法
︼

　
各
都
道
府
県
産
婦
人
科
医

会
長
よ
り
母
体
保
護
法
指
定

施
設
３
～
８
施
設
を
推
薦
い

た
だ
き
、
１
９
２
施
設
に
研

究
協
力
依
頼
を
行
い
、
同
意

を
得
た
施
設
に
調
査
を
行
っ

た
。

　
⑴
１9
年
１
～
１２
月
お
よ
び

２0
年
１
～
９
月
に
お
け
る
人

工
妊
娠
中
絶
件
数
と
人
工
妊

娠
中
絶
選
択
に
対
す
る
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
１9
流
行
お
よ
び
性

暴
力
や
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
影
響
に

つ
い
て
の
意
識
調
査
を
１
８

２
施
設
に
行
っ
た
。

　
⑵
２0
年
１0
月
１5
日
～
１１
月

１4
日
ま
で
の
１
か
月
間
に
お

け
る
人
工
妊
娠
中
絶
手
術
患

者
へ
、年
齢
、週
数
、
妊
娠
・

分
娩
回
数
、婚
姻
状
況
、避
妊

法
・
緊
急
避
妊
使
用
の
有
無
、

人
工
妊
娠
中
絶
を
選
択
し
た

背
景
等
を
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
１9

流
行
の
影
響
も
含
め
て
、
１

７
８
施
設
に
対
し
、
医
療
者

か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
調

査
を
行
っ
た
。

　
対
象
施
設
の
１9
年
の
人
工

妊
娠
中
絶
件
数
（
３
万
１
３

０
９
件
）
は
、
１9
年
度
の
国

の
統
計
か
ら
み
た
全
国
の
人

工
妊
娠
中
絶
件
数
の
約
２0
％

を
占
め
、
そ
の
年
齢
分
布
も

国
の
統
計
の
分
布
と
同
様
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
の
動

向
を
示
す
信
頼
の
お
け
る
調

査
と
考
え
ら
れ
た
。

︻
結
果
︼

　
⑴
２0
年
（
１
～
９
月
）
の

人
工
妊
娠
中
絶
件
数
は
、
ど

の
月
に
お
い
て
も
前
年
と
比

較
し
て
有
意
に
減
少
し
た

（
図
１
）
。

　
な
お
、
厚
生
労
働
省
衛
生

行
政
報
告
例
（
母
体
保
護
関

係
）
に
よ
れ
ば
、
人
工
妊
娠

中
絶
件
数
は
毎
年
減
少
し
て

研
究
協
力
者
担
当
分
担
研

究
:
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
１9
の
流

行
下
に
お
け
る
妊
活
中
の
患

者
お
よ
び
不
妊
治
療
施
設
に

お
け
る
生
殖
医
療
に
対
す
る

意
識
と
実
態
の
調
査
よ
り
）。

　
⑵
妊
娠
１２
週
以
後
の
い
わ

ゆ
る
中
期
人
工
妊
娠
中
絶
件

数
に
つ
い
て
は
、図
２
に
、１

か
月
間
の
個
別
症
例
か
ら
の

調
査
で
示
す
が
、
む
し
ろ
減

少
し
た
。通
勤
、通
学
の
制
約

が
緩
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

受
診
週
数
は
む
し
ろ
早
く
な

っ
た
こ
と
も
一
因
と
推
測
さ

れ
た
。一
方
、１9
歳
以
下
の
若

年
女
性
の
人
工
妊
娠
中
絶

は
、例
年
同
様
に
、他
の
年
齢

層
に
比
較
し
て
、
妊
娠
週
数

が
進
ん
で
か
ら
人
工
妊
娠
中

絶
す
る
割
合
が
高
か
っ
た
。

　
な
お
、
人
工
妊
娠
中
絶
を

選
択
し
た
女
性
た
ち
の
避
妊

実
施
率
は
、
人
工
妊
娠
中
絶

に
至
っ
た
妊
娠
時
に
避
妊
あ

り
は
35
・
４
％
で
、
１9
年
国

連
報
告
に
お
け
る
日
本
人
の

避
妊
実
施
率
39
・
８
％
と
同

等
の
避
妊
実
施
率
で
あ
り
、

避
妊
法
と
し
て
ほ
と
ん
ど
が

コ
ン
ド
ー
ム
と
腟
外
射
精
の

不
確
実
な
避
妊
法
を
使
用
し

て
お
り
、
既
報
告
の
日
本
人

全
体
の
使
用
避
妊
法
と
同
様

で
あ
っ
た
。
緊
急
避
妊
に
つ

い
て
は
、
全
体
の
２
・
７
％

が
使
用
し
て
い
た
。

　
人
工
妊
娠
中
絶
選
択
に
対

す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
な

し
が
77
・
６
％
で
、
あ
り
は

７
・
７
％
と
少
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
あ
り
と
回
答
し
た

も
の
に
お
け
る
そ
の
理
由
は

失
職
や
収
入
減
少
な
ど
の
経

済
的
理
由
が
多
く
、
Ｄ
Ｖ
等

暴
力
に
よ
る
も
の
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
結
び
付
い
て
い
な

か
っ
た
。

は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

へ
は
ア
ク
セ
ス
し
に
く
い
こ

と
、
こ
れ
ら
の
被
害
者
は
逆

に
妊
娠
Ｓ
Ｏ
Ｓ
な
ど
へ
は
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
、
学
校
閉

鎖
な
ど
の
影
響
で
若
者
に
は

学
校
や
養
護
教
諭
へ
の
直
接

の
相
談
が
し
に
く
い
こ
と
な

ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
上
記
研
究
か
ら
、

予
期
せ
ぬ
妊
娠
に
関
連
し
た

そ
れ
ぞ
れ
の
適
切
な
相
談
窓

口
を
、
機
能
的
に
わ
か
り
や

す
く
知
ら
せ
る
た
め
の
冊
子

「
予
期
せ
ぬ
妊
娠
相
談
窓
口

の
ご
案
内
」
を
作
成
し
た
。

医
療
機
関
や
薬
局
、
学
校
等

で
使
用
で
き
、
予
期
せ
ぬ
妊

娠
等
へ
の
不
安
、
避
妊
相

談
、
養
育
不
安
や
人
工
妊
娠

中
絶
の
相
談
、
性
暴
力
、
虐

待
へ
の
適
切
な
相
談
窓
口
に

図１　2019年と2020年の人工妊娠中絶件数の比較
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「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
下
に
お
け
る

人
工
妊
娠
中
絶
、
な
ら
び
に
性
暴
力
被
害
者
支
援

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
の
実
態
調
査
」を
終
え
て

安
達
　
知
子

安
達
　
知
子

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会
総
合
母
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健
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ン
タ
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愛
育
病
院
　
院
長

●
研
究
開
始
時
の
社
会
情
勢
と
予
想

●
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
流
行
下
に
お
け
る

人
工
妊
娠
中
絶
の
実
態
調
査

●
ま
と
め

●
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
流
行
下
に
お
け
る

性
暴
力
被
害
者
支
援
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

セ
ン
タ
ー
の
実
態
調
査

寄
稿
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子
宮
頸
が
ん
な
ど
の
原
因

と
な
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
感
染
を

防
ぐ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、

厚
生
労
働
省
の
専
門
部
会
は

１２
日
、
国
に
よ
る
積
極
的
な

接
種
勧
奨
を
８
年
ぶ
り
に
再

開
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
２

０
１
３
年
６
月
か
ら
接
種
後

の
副
反
応
が
疑
わ
れ
る
報
告

が
相
次
い
だ
た
め
、
積
極
的

勧
奨
を
中
止
し
て
い
た
。

（
２
０
２
１
年
11
月
12
日
掲
載
）

福
井
大
学
子
ど
も
の
こ
こ

ろ
の
発
達
研
究
セ
ン
タ
ー
の
友
田
明
美
教
授
ら
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
18
日
、
虐
待
な
ど

新
し
い
生
活
様
式
に
お
け
る

国
民
の
「
健
康
づ
く
り
」
支

援
の
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成

厚
生
労
働
省
は
「
新
し
い

生
活
様
式
」
を
健
康
づ
く
り

の
き
っ
か
け
と
と
ら
え
、
国

民
が
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
を
後
押
し
す
る
よ
う

な
具
体
的
な
方
法
を
示
す
こ

と
を
目
的
と
し
、
情
報
発

信
・
普
及
啓
発
の
た
め
の
資

材
と
し
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「
新
・
健
康
生
活
」
を
作
成

し
た
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
厚
生
労

働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
電
子
媒
体
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
０
２
１
年
１１
月
１
日
掲
載
）
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第１
子
育
て
家
庭
を
包
括

的
に
支
援
す
る
体
制

の
構
築

　
核
家
族
化
・
共
働
き
世
帯

増
加
な
ど
の
家
族
構
成
の
変

化
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
等
に
よ
り
、
家
庭
だ
け

で
の
子
育
て
が
難
し
く
な
っ

て
お
り
、
特
に
未
就
園
児
を

中
心
に
、
虐
待
等
の
リ
ス
ク

が
顕
在
化
す
る
前
の
早
期
支

援
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

　
支
援
対
象
世
帯
が
多
様
に

な
る
中
で
、
支
援
を
要
す
る

子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援

（
家
庭
支
援
）
の
充
実
を
図

り
、
結
果
と
し
て
虐
待
を
未

然
に
防
止
す
る
仕
組
み
の
強

化
に
向
け
て
制
度
見
直
し
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
制
度
見
直
し
の
検
討
の

中
で
、
モ
デ
ル
的
に
着
手
す

る
こ
と
が
可
能
な
事
業
を
実

施
す
る
。

　
ま
た
、
子
ど
も
ら
し
い
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
い

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援

に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
か

ら
３
年
間
を
「
集
中
取
組
期

間
」
と
し
て
取
り
組
み
、
社

会
的
認
知
度
の
向
上
、
地
方

自
治
体
に
よ
る
実
態
調
査
や

研
修
、
先
進
的
な
取
組
に
対

す
る
支
援
、
当
事
者
団
体
や

支
援
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
支
援
す
る
。

⑴�

母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の

一
体
的
な
支
援
体
制
の
構

築
等

２
１
４
億
円
の
内
数
（
令
和

３
年
度
当
初
予
算
額
）

→
３
６
６
億
円
の
内
数
（
令

和
４
年
度
概
算
要
求
額
）

第２
児
童
虐
待
防
止
対
策・

社
会
的
養
育
の
迅
速

か
つ
強
力
な
推
進

　
児
童
相
談
所
や
市
区
町
村

の
子
ど
も
家
庭
支
援
体
制
の

強
化
、
特
別
養
子
縁
組
・
里

親
養
育
へ
の
支
援
の
拡
充
や

児
童
養
護
施
設
等
の
小
規
模

か
つ
地
域
分
散
化
の
更
な
る

推
進
な
ど
「
児
童
虐
待
防
止

対
策
の
抜
本
的
強
化
に
つ
い

て
」
（
平
成
31
年
３
月
19
日

関
係
閣
僚
会
議
決
定
）
を
踏

ま
え
た
児
童
虐
待
防
止
対
策

の
総
合
的
・
抜
本
的
強
化
策

を
迅
速
か
つ
強
力
に
推
進
す

る
。

⑴
児
童
虐
待
の
発
生
予
防
・

早
期
発
見

１
７
３
２
億
円
の
内
数

�

→
１
９
０
１
億
円
の
内
数

⑵�

児
童
虐
待
発
生
時
の
迅

速
・
的
確
な
対
応

１
６
３
５
億
円
の
内
数

�

→
１
７
９
７
億
円
の
内
数

⑶�

虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
な

ど
へ
の
支
援

１
６
３
６
億
円
の
内
数

�

→
１
７
９
２
億
円
の
内
数

�

＋
事
項
要
求

第３
「
新
子
育
て
安
心
プ

ラ
ン
」
を
は
じ
め
と

し
た
総
合
的
な
子
育

て
支
援

　
「
新
子
育
て
安
心
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
く
保
育
の
受
け

　
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
の
「
令
和
４
年
度
概

算
要
求
の
概
要
」
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。
※
よ
り
詳
し
い
情
報
は
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
。

令
和
４
年
度
予
算 

概
算
要
求
の
概
要

厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局

皿
整
備
や
こ
れ
に
伴
い
必
要

と
な
る
保
育
人
材
の
確
保
な

ど
に
つ
い
て
、
意
欲
的
に
取

り
組
む
地
方
自
治
体
を
積
極

的
に
支
援
す
る
。

　
ま
た
、
成
育
基
本
法
及
び

母
子
保
健
に
係
る
様
々
な
取

組
を
推
進
す
る
国
民
運
動
計

画
で
あ
る
「
健
や
か
親
子
21

（
第
２
次
）
」
等
を
基
盤
と

し
、
地
域
に
お
け
る
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切

れ
目
の
な
い
支
援
等
を
推
進

す
る
。

⑴�

保
育
の
受
け
皿
整
備
・
保

育
人
材
の
確
保
等

９
６
９
億
円
の
内
数

�
→
１
０
６
６
億
円
の
内
数

�

＋
事
項
要
求

⑵�

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
の
推
進
（
一
部
社
会

保
障
の
充
実
）
※
一
部
を

除
き
、
内
閣
府
予
算
に
計

上
３
兆
２
０
７
０
億
円
の
内
数

→
３
兆
１
８
８
１
億
円
の
内

数
＋
事
項
要
求

⑶�

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す

い
環
境
づ
く
り

１
５
９
億
円
の
内
数

�

→
１
７
３
億
円
の
内
数

�

＋
事
項
要
求

第４
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

自
立
支
援

及
び
困
難
な
問
題
抱

え
る
女
性
へ
の
支
援

等
の
推
進

　
「
子
供
の
貧
困
対
策
に
関

す
る
大
綱
」
（
令
和
元
年
11

月
29
日
閣
議
決
定
）
及
び

「
母
子
家
庭
等
及
び
寡
婦
の

生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め

の
措
置
に
関
す
る
基
本
方

針
」
（
令
和
２
年
３
月
23
日

厚
生
労
働
省
告
示
第
78
号
）

等
に
基
づ
き
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
就
業
に
よ
る
自
立
に
向

け
、
就
業
支
援
を
基
本
と
し

つ
つ
、
子
育
て
・
生
活
支

援
、
学
習
支
援
な
ど
の
総
合

的
な
支
援
の
充
実
を
図
る
。

　
ま
た
、多
様
化
・
複
合
化
、

複
雑
化
が
見
ら
れ
る
女
性
が

抱
え
る
困
難
な
問
題
に
対
応

す
る
た
め
、
婦
人
保
護
施
設

の
機
能
強
化
、
婦
人
相
談
員

の
処
遇
改
善
や
、
関
係
機
関

の
連
携
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働

に
よ
る
支
援
等
を
推
進
す

る
。

⑴�

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
自
立

支
援
の
推
進

１
７
５
６
億
円
の
内
数

�

→
１
７
９
０
億
円
の
内
数

�

＋
事
項
要
求

⑵�

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女

性
へ
の
支
援
な
ど
婦
人
保

護
事
業
の
推
進

２
３
６
億
円
の
内
数

�

→
３
９
０
億
円
の
内
数

◆
　
◆
　
◆

第５
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
へ
の

支
援

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
児
童
福
祉
施
設
等
の
速
や

か
な
復
旧
を
図
る
と
と
も

に
、
被
災
し
た
子
ど
も
へ
の

心
身
の
ケ
ア
等
総
合
的
な
支

援
を
行
う
。

⑴�

児
童
福
祉
施
設
等
の
災
害

復
旧
に
対
す
る
支
援
（
復

興
庁
計
上
）

２
・
５
億
円
→
11
億
円

⑵�

被
災
し
た
子
ど
も
に
対
す

る
支
援
（
復
興
庁
計
上
）

１
２
５
億
円
の
内
数

�

→
１
２
０
億
円
の
内
数

※
被
災
者
支
援
総
合
交
付
金

の
内
数

（
２
０
２
１
年
11
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

の
不
適
切
な
養
育
「
マ
ル
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
（
マ
ル
ト

リ
）
」
を
受
け
た
子
ど
も

は
、
遺
伝
子
の
一
部
に
変
化

が
生
じ
、
そ
の
度
合
い
に
よ

っ
て
対
人
関
係
に
関
わ
る
脳

の
機
能
に
影
響
が
及
ぶ
と
の

研
究
成
果
を
発
表
し
た
。
ト

ラ
ウ
マ
な
ど
の
新
た
な
治
療

法
の
開
発
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
。

研
究
で
は
、
過
去
に
マ
ル

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
経
験
し

た
子
ど
も
（
以
下
、
マ
ル
ト

リ
児
）
24
人
（
平
均
１２
・
６

歳
）
と
非
マ
ル
ト
リ
児
３１
人

（
平
均
１４
・
９
歳
）を
対
象
に

唾
液
を
採
取
し
、
唾
液
中
Ｄ

Ｎ
Ａ
か
ら
ゲ
ノ
ム
全
体
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
メ
チ
ル
化
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

後
天
的
な
変
化
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

構
成
す
る
塩
基
の
あ
る
部
分

が
メ
チ
ル
化
す
る
と
、
遺
伝

子
の
働
き
が
制
御
さ
れ
る
）

を
網
羅
的
に
解
析
し
た
。

こ
の
内
、
対
人
関
係
の
形

成
・
維
持
に
と
っ
て
重
要
と

さ
れ
て
い
る
「
オ
キ
シ
ト
シ

ン
遺
伝
子
」
に
着
目
し
、
そ

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
マ
ル
ト
リ
児
で
は
非
マ

ル
ト
リ
児
に
比
べ
、
オ
キ
シ

ト
シ
ン
遺
伝
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
メ

チ
ル
化
率
が
１
・
７
倍
高
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
メ
チ

ル
化
は
マ
ル
ト
リ
児
の
中
で

は
、
特
に
５
～
８
歳
時
の
身

体
的
虐
待
と
関
連
が
あ
る
と

確
認
さ
れ
た
。

研
究
成
果
は
、
英
国
科
学

誌
Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
（
ネ
イ
チ

ャ
ー
）
系
「Translational Psychiatry

（
ト
ラ
ン
ス
レ

ー
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
キ
ア
ト
リ

ー
）
」
電
子
版
に
掲
載
さ
れ

た
。（

２
０
２
１
年
11
月
19
日
掲
載
）

自治体や企業、団体向けリーフレット（抜粋）

一般の方向けリーフレット（抜粋）

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
勧
奨�

再
開
を
決
定�

厚
労
省
専
門
部
会

虐
待
に
よ
り
子
ど
も
の
遺
伝
子

に
変
化
、脳
機
能
に
も
影
響

福
井
大
ほ
か

「
新・健
康
生
活
の
ス
ス
メ
」公
表

厚
労
省
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４
月
か
ら

積
極
的
勧
奨
を
再
開

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種

　
厚
生
労
働
省
は
、
昨
年
１１

月
２６
日
、
健
康
局
長
通
知
を

全
国
の
自
治
体
に
向
け
て
発

出
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
定

期
接
種
の
積
極
的
勧
奨
を
２

０
２
２
年
４
月
に
再
開
す
る

と
し
た
。
準
備
が
で
き
た
場

合
は
、
４
月
よ
り
も
前
の
再

開
も
可
能
と
し
て
い
る
。

　
同
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧

奨
の
再
開
に
合
わ
せ
て
、
自

治
体
に
は
、
厚
生
労
働
省
が

作
成
し
た
本
人
・
保
護
者
・

医
療
者
向
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
使
っ
た
情
報
提
供

や
、
接
種
後
に
生
じ
た
症
状

に
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
に

寄
り
添
っ
た
支
援
の
強
化
を

求
め
て
い
る
。

（
関
連
記
事
15
面
）

（
２
０
２
２
年
１
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

白鳥、水鳥たちと冠雪の岩木山（青森県藤崎町）
（写真提供＝蓮尾豊氏）

　
２
０
２
１
年
１１
月
４
～
５
日
、「
令
和
３
年
度
健
や
か
親
子
２１
全
国
大
会
（
母
子

保
健
家
族
計
画
全
国
大
会
）
」
が
岩
手
県
盛
岡
市
の
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
と
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
を
メ
イ
ン
と
し
た
開
催
と
な
っ
た
。
主
催
は
、
本
会
な
ら
び
に
厚
生

労
働
省
、
岩
手
県
、
盛
岡
市
、
社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会
、
公
益
社

団
法
人
母
子
保
健
推
進
会
議
。
「
心
に
寄
り
添
い
育
む
次
代
　
と
も
に
手
を
取
り

あ
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

（
家
族
計
画
研
究
集
会
は
４
面
）

こ
れ
か
ら
の
子
育
て
「
マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
予
防
す
る
」（
家
族
計
画
研
究
集
会
）

切
れ
目
の
な
い
妊
産
婦
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
推
進（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

令和３年度

健
や
か
親
子
21
全
国
大
会

（
母
子
保
健
家
族
計
画
全
国
大
会
）

岩
手
で

岩
手
で

 

開
催
・
配
信

開
催
・
配
信

　
マ
ル
ト
リ
予
防
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
「
親
を
褒
め
る
こ

と
。
」
親
が
自
信
を
持
つ
と

子
も
褒
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
親
と
子
の
関

係
性
が
良
好
に
な
る
、
と
説

明
し
た
。

　
加
え
て
、
親
だ
け
で
な

く
、
社
会
が
と
も
に
子
育
て

を
し
て
い
く
「
と
も
育
て

（
き
ょ
う
ど
う
子
育
て
）
」

の
視
点
が
重
要
だ
と
し
た
。

　
「
深
刻
な
虐
待
に
至
る
前

の
マ
ル
ト
リ
や
子
育
て
そ
の

も
の
を
家
庭
の
問
題
だ
け
で

は
な
く
、
社
会
全
体
の
問
題

　
２
０
２
１
年
１１
月
４
日
、
本
会
が
主
催
す
る
「
令

和
３
年
度
家
族
計
画
研
究
集
会
」
が
い
わ
て
県
民
情

報
交
流
セ
ン
タ
ー
（
岩
手
県
盛
岡
市
）
で
開
催
さ

れ
、
本
会
が
今
年
度
、
取
り
組
み
を
強
化
し
た
「
マ

ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
」
を
題
材
に
、
「
こ
れ
か
ら
の

子
育
て
﹃
マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
予
防
す
る
﹄
」

の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
防
止
対
策
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の

開
催
と
な
っ
た
。

講演する友田明美氏
本年度はオンライン形式での開催となった

　
実
父
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
た
児
童
虐
待
の
調
査
デ

ー
タ
を
示
し
、
マ
ル
ト
リ
予

防
に
は
妊
産
婦
と
と
も
に
父

親
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ

ア
対
策
が
急
務
で
あ
る
と
説

い
た
。
ま
た
、
「
父
親
に
も

産
後
う
つ
な
ど
の
不
調
が
み

ら
れ
る
こ
と
を
周
産
期
医
療

や
母
子
保
健
関
係
者
が
認
識

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」

と
述
べ
た
。

　
将
来
の
妊
娠
の
た
め
に
健

康
管
理
し
て
い
く
「
プ
レ
コ

ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ヘ
ル
ス
ケ

ア
」
か
ら
の
視
点
で
解
説
。

　
計
画
外
の
妊
娠
・
出
産
が

マ
ル
ト
リ
を
招
き
や
す
く
、

「
妊
娠
の
計
画
を
立
て
て
、

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
」

と
、
本
会
の
活
動
理
念
に
合

致
す
る
講
演
で
あ
っ
た
。

（
２
０
２
２
年
１
月
１
日
掲
載
）

と
し
て
捉
え
」
、
地
域
で
子

ど
も
を
育
ん
で
い
く
こ
と
も
マ
ル
ト
リ
の
抑
制
要
因
に
な

る
と
述
べ
た
。

これからの子育て
「マルトリートメントを予防する」

令和３年度健やか親子21全国大会
（母子保健家族計画全国大会）併設集会
家族計画研究集会 in 岩手

講演―１

ほ
め
育
て
の
す
す
め

〜
マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
予
防
す
る

福
井
大
学

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達

研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

友
田
　
明
美

講演―２

周
産
期
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
か
ら
の
マ
ル
ト
リ
予
防

福
島
県
立
医
科
大
学

ふ
く
し
ま
子
ど
も・女
性

医
療
セ
ン
タ
ー
教
授

西
郡
　
秀
和

講演―３

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
お
け
る

マ
ル
ト
リ
予
防
の
位
置
づ
け

本
会
会
長

北
村
　
邦
夫

式
　
典

　
式
典
の
冒
頭
、
後
藤
茂
之

厚
生
労
働
大
臣
（
代
読
=
山

本
圭
子
子
ど
も
家
庭
局
母
子

保
健
課
長
）
が
あ
い
さ
つ
。

「
令
和
元
年
１２
月
に
施
行
さ

れ
た
、
い
わ
ゆ
る
成
育
基
本

法
に
基
づ
き
今
年
２
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
成
育
医
療
等

基
本
方
針
で
は
、
成
育
過
程

に
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
中
で
、医
療
・
保
健
・

教
育
・
福
祉
等
よ
り
幅
広
い

関
係
分
野
で
の
取
り
組
み
の

推
進
が
必
要
と
さ
れ
た
。
こ

の
た
め
、
各
分
野
に
お
け
る

施
策
の
相
互
連
携
を
図
り
つ

つ
、
子
ど
も
の
権
利
を
尊
重

し
た
成
育
医
療
等
が
提
供
さ

れ
る
よ
う
、
横
断
的
な
視
点

で
の
総
合
的
な
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
」と
述
べ
た
。

　
平
成
２７
年
度
よ
り
開
始
し

た
健
や
か
親
子
２１
第
２
次
計

画
で
は
「
今
後
は
成
育
医
療

等
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
普

及
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。
地

域
の
皆
さ
ま
方
に
は
引
き
続

き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。
す
べ
て
の
子
ど

も
が
健
や
か
に
育
つ
社
会
の

実
現
に
向
け
、
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
を
共
に
考

え
、
全
国
各
地
域
で
の
母
子

保
健
の
一
層
の
向
上
に
大
き

く
貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
し
た
。

　
ま
た
式
典
で
は
、
令
和
３

年
度
母
子
保
健
家
族
計
画
事

業
功
労
者
へ
の
表
彰
式
も
開

催
。
日
本
家
族
計
画
協
会
会

長
表
彰
は
個
人
４７
人
お
よ
び

３
団
体
に
授
与
さ
れ
た
（
秋

号
に
て
既
報
）
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
妊

産
婦
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

に
お
け
る
地
域
連
携
」
を
テ

ー
マ
に
、
菊
地
紗
耶
氏
（
東

北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究

科
精
神
神
経
学
分
野
院
内
講

師
）が
基
調
講
演
を
行
い
、妊

産
婦
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ

ア
に
お
け
る
関
係
機
関
と
の

連
携
の
重
要
性
を
説
い
た
。

　
周
産
期
は
心
理
的
な
危
機

が
生
じ
や
す
い
時
期
で
あ

り
、
「
妊
娠
後
は
性
ホ
ル
モ

ン
の
影
響
で
体
は
変
化
し
、

社
会
的
役
割
の
変
化
も
大
き

く
な
る
。
子
ど
も
を
も
つ
こ

と
は
嬉
し
く
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
る
一
方
で
、
今
ま
で
の

生
活
か
ら
失
っ
て
し
ま
う
も

の
や
、
子
ど
も
を
も
つ
と
い

う
未
知
で
圧
倒
的
な
不
安
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
抑
う
つ
や

不
安
、
不
眠
、
自
己
肯
定
感

の
揺
ら
ぎ
な
ど
の
症
状
が
み

ら
れ
る
」
と
し
た
。

　
こ
う
し
た
心
理
的
な
危
機

が
生
じ
や
す
い
時
期
に
、
母

親
が
周
囲
か
ら
十
分
に
援
助

し
て
も
ら
う
こ
と
が
「
母
親

の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
幸

せ
）
に
は
欠
か
せ
な
い
」
と

し
、「
母
親
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

に
切
れ
目
の
な
い
こ
と
が
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
で
は
重

要
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

　
菊
地
氏
は
「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
支
援
は
大
変
で
手
が
か

か
る
側
面
も
あ
る
が
、
丁
寧

な
関
わ
り
が
母
子
と
家
族
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
い
う
認
識
を

も
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
結

果
が
見
え
に
く
い
支
援
で
あ

り
、
時
に
ス
タ
ッ
フ
の
無
力

感
や
疲
弊
を
招
く
こ
と
も
あ

る
が
、
セ
ル
フ
ケ
ア
や
職
場

内
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

も
大
切
に
し
、
チ
ー
ム
で
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
と
な

る
」
と
し
た
。

　
本
大
会
の
内
容
の
一
部

は
、
健
や
か
親
子
２１
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
１
月
末
ま
で
オ

ン
デ
マ
ン
ド
配
信
し
て
い
る

（https://sukoyaka２１.
jp/zenkokutaikai

）
。

（
２
０
２
２
年
１
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

ン
グ
は
母
親
の
自
尊
心
を
高

め
、
母
子
関
係
、
子
ど
も
の

情
緒
発
達
へ
の
良
い
影
響
が

期
待
で
き
る
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
周
産
期
に
お
け
る

社
会
的
問
題
で
あ
る
晩
婚

化
・
晩
産
化
や
子
育
て
の
孤

立
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得

率
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
問
題
を
挙

げ
、
こ
れ
ら
は
妊
産
婦
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
密
接
に
関

わ
っ
て
い
る
と
し
て
、
赤
ち

ゃ
ん
訪
問
や
産
後
ケ
ア
事
業

な
ど
に
よ
り
、
以
前
よ
り
も

サ
ポ
ー
ト
は
拡
充
し
て
い
る

が
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
も
「
妊
産
婦
の

ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
、
よ
り

サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
」と
訴
え
た
。

　
周
産
期
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
役
割
に

つ
い
て
は
、
保
健
師
に
よ
る

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時
や

新
生
児
訪
問
時
な
ど
の
ポ
ピ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー

チ
、
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
、
精
神
科
医
に
よ

る
治
療
の
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ

ロ
ー
チ
を
説
明
し
、「
こ
れ
ら
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Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１９
の
第
５

波
拡
大
以
降
、
わ
が
国
で
は

感
染
者
数
の
急
激
な
減
少
が

続
い
て
い
る
。
原
因
は
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
国
民
の
全

人
口
に
占
め
る
ワ
ク
チ
ン
２

回
目
接
種
率
が
８
割
近
く
に

な
っ
て
い
る
こ
と
、
日
本
国

民
の
律
儀
さ
が
そ
う
さ
せ
て

い
る
の
か
、
マ
ス
ク
着
用
率

が
驚
く
ほ
ど
に
高
い
こ
と
な

ど
も
影
響
し
て
い
る
に
違
い

な
い
。

　
個
人
的
に
は
、
「
ひ
ょ
っ

と
し
て
収
束
か
」
と
の
期
待

が
高
ま
る
の
も
束
の
間
、
新

た
な
脅
威
が
世
界
を
駆
け
巡

っ
て
い
る
。
南
ア
フ
リ
カ
で

発
見
さ
れ
た
と
い
う
変
異
株

「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
の
拡
大

で
あ
る
。

　
日
本
政
府
は
、
１１
月
３０
日

０
時
か
ら
の
１
か
月
間
を
目

途
に
、
外
国
人
の
入
国
を
禁

止
す
る
と
い
う
大
胆
な
措
置

を
発
表
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

―
１９
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
脅

か
さ
れ
て
い
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
（
性
と
生
殖
に
関
す

る
健
康
：
Ｓ
Ｒ
Ｈ
）
が
さ
ら

に
後
退
す
る
こ
と
に
な
ら
な

け
れ
ば
良
い
が
と
祈
る
気
持

ち
で
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い

る
。

◇

　
コ
ロ
ナ
禍
の
脅
威
を
よ
そ

に
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
）
ワ
ク
チ
ン
の
積

極
的
接
種
再
開
の
動
き
が
加

速
し
て
い
る
。

　
２
０
２
１
年
１１
月
２６
日
に

は
、
厚
労
省
健
康
局
長
か
ら

都
道
府
県
知
事
、
市
区
町
村

長
宛
て
に
、
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染

症
に
係
る
定
期
接
種
の
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
」
と
い
う

事
務
文
書
が
発
出
さ
れ
た

（
写
真
１
）
。

１３
年
４
月
に
定
期
接
種
が

ス
タ
ー
ト
し
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
で
あ
っ
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
と
の
因
果
関
係
が
否
定
で

き
な
い
持
続
的
な
疼
痛
が
接

種
後
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
同
年
６
月
に
は
、
副
反

応
の
発
生
頻
度
が
明
ら
か
に

な
り
、
適
切
な
情
報
提
供
が

で
き
る
ま
で
の
間
、
定
期
接

種
を
積
極
的
に
勧
奨
し
な
い

こ
と
を
決
め
て
今
日
に
至
っ

て
い
た
。

　
本
会
で
は
、
４
価
の
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
協
力
し

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
当
時

か
ら
一
貫
し
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
の
積
極
的
接
種
勧
奨
再

開
を
求
め
て
ア
ド
ボ
カ
シ
ー

（
政
策
提
言
）
活
動
を
展
開

し
て
き
た
。
以
来
既
に
８
年

が
経
過
し
、
当
時
は
定
期
接

種
対
象
年
齢
の
７０
～
７５
％
の

接
種
率
で
あ
っ
た
も
の
が
、

１
％
未
満
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
こ
と
を
憂
慮
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
（
図
１
）
、

今
回
の
厚
労
省
の
決
定
に
対

　
わ
が
国
の
場
合
、
人
工
妊

娠
中
絶
手
術
と
し
て
は
、
子

宮
頸
管
拡
張
・
子
宮
内
容
物

除
去
術
（
Ｄ
＆
Ｃ
）
と
吸
引

法
が
主
流
で
あ
る
。

　
本
会
で
は
、
世
界
で
約
８０

か
国
・
地
域
で
承
認
さ
れ
て

い
る
「
飲
む
中
絶
薬
」
で
あ

る
経
口
妊
娠
中
絶
薬
を
安
全

な
中
絶
法
と
位
置
づ
け
、
１０

年
頃
よ
り
日
本
産
科
婦
人
科

学
会
・
日
本
産
婦
人
科
医
会

な
ど
学
際
的
な
団
体
と
協
働

で
、
経
口
妊
娠
中
絶
薬
の
わ

が
国
へ
の
早
期
導
入
に
向
け

た
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

　
こ
の
中
絶
薬
に
つ
い
て

は
、
わ
が
国
で
は
二
つ
の
企

業
が
開
発
に
取
り
組
ん
で
き

て
お
り
、
１２
月
下
旬
に
も
、

製
造
販
売
の
承
認
申
請
が
行

わ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

「
聞
い
て
い
る
」
と
い
う
言

い
方
は
、
些

い
さ
さ

か
消
極
的
で
は

あ
る
が
、
本
会
が
協
力
し
て

進
め
て
き
た
企
業
で
の
治
験

が
立
ち
後
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
他
社
で
の
申
請
が
先

行
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　
こ
の
企
業
が
実
施
し
た
国

内
で
の
第
３
相
試
験
で
は
、

妊
娠
９
週
ま
で
の
妊
婦
１
２

０
人
の
９３
％
が
２４
時
間
以
内

に
中
絶
を
完
了
し
て
い
る
。

６
割
近
く
に
腹
痛
や
嘔お

う

吐と

な

ど
の
症
状
が
認
め
ら
れ
る

も
、
ほ
と
ん
ど
が
軽
症
か
中

程
度
で
あ
り
、
中
絶
薬
と
の

因
果
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
た

副
作
用
は
４
割
弱
だ
っ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
経
口
妊
娠

中
絶
薬
の
早
期
承
認
は
、
本

会
に
と
っ
て
の
長
年
の
悲
願

で
も
あ
り
、
こ
の
動
き
を
歓

迎
し
た
い
。

写真１　厚労省から発出される各種通知

図１　日本(札幌市)では、ＨＰＶワクチンの接種率が１％以下に減少した

1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

Age in 2017 23才 22才 21才 20才 19才 18才 17才 16才 15才 14才 13才 12才 11才

No. of Girls（x000） 580 590 590 590 590 580 580 570 560 550 540 520 520

HPVワクチン接種率 70-75% 40% 0% -
Hanley, Lancet 2015

HPV Vaccination Rate in City of SapporoHPV Vaccination Rate in City of Sapporo

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の

今
日
的
課
題
一
般
社
団
法
人
日
本
家
族
計
画
協
会
会
長

北
村
　
邦
夫

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）の
新
た
な
脅
威
が

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

漸
く
積
極
的
接
種
勧
奨
再
開
へ

経
口
妊
娠
中
絶
薬

製
造
販
売
の
承
認
申
請

　
折
し
も
、
こ
の
動
き
に
強

力
な
援
軍
が
現
れ
た
。
２１
年

７
月
２
日
付
で
厚
労
省
子
ど

も
家
庭
局
母
子
保
健
課
長
か

ら
、
日
本
産
婦
人
科
医
会
と

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
の
両

団
体
に
宛
て
た
「
人
工
妊
娠

中
絶
等
手
術
の
安
全
性
等
に

つ
い
て
（
依
頼
）
」
の
こ
と

で
あ
る
（
写
真
１
）
。

　
こ
こ
で
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世

界
保
健
機
関
）
が
人
工
妊
娠

中
絶
・
流
産
手
術
に
つ
い

て
、
Ｅ
Ｖ
Ａ
（
Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ

ｒ
ｉ
ｃ
Ｖ
ａ
ｃ
ｕ
ｕ
ｍ
Ａ

ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
：
電

動
式
吸
引
法
）
と
Ｍ
Ｖ
Ａ

（
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ａ
ｌ
　
Ｖ
ａ
ｃ

ｕ
ｕ
ｍ
Ａ
ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
：
手
動
式
吸
引
法
）

を
推
奨
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
会
員
へ
の
周
知
を
求
め

た
の
だ
。

　
わ
が
国
で
広
く
行
わ
れ
て

い
る
Ｄ
＆
Ｃ
は
、
Ｅ
Ｖ
Ａ
や

Ｍ
Ｖ
Ａ
よ
り
安
全
で
な
く
、

女
性
に
と
っ
て
相
当
程
度
よ

り
苦
痛
を
も
た
ら
す
こ
と
か

ら
、
吸
引
法
は
Ｄ
＆
Ｃ
に
取

っ
て
代
わ
る
べ
き
で
あ
り
、

安
全
性
と
女
性
の
ケ
ア
の
質

を
改
善
す
る
た
め
に
努
力
す

べ
き
で
あ
る
と
強
調
し
て
い

る
。

　
こ
の
文
書
に
は
、
経
口
妊

娠
中
絶
薬
の
文
字
は
な
い

が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
中
絶
薬
を
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ド
ラ
ッ
グ
と

位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
近
い
将
来
、
Ｄ
＆
Ｃ
に

代
わ
る
中
絶
法
と
し
て
注
目

さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

　
低
用
量
経
口
避
妊
薬
が
１

９
９
９
年
６
月
、
国
連
加
盟

国
中
最
後
の
承
認
国
と
な
っ

た
こ
と
な
ど
に
鑑
み
る
と
、

申
請
か
ら
承
認
ま
で
に
は
相

当
な
時
間
が
か
か
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
し
か
も
、
治

験
で
は
、
入
院
を
求
め
ら
れ

た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
仮
に

承
認
・
発
売
さ
れ
て
も
、
費

用
の
問
題
な
ど
と
合
わ
せ
て

「
女
性
に
や
さ
し
い
」
中
絶

薬
の
扱
い
が
わ
が
国
で
可
能

に
な
る
の
か
疑
問
視
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

う
努
め
て
参
り
た
い
。

　
し
か
し
、
積
極
的
な
接

種
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ

っ
て
接
種
機
会
を
逃
し
た

女
性
に
対
し
て
、
今
後
公

費
負
担
に
よ
る
接
種
機
会

を
提
供
で
き
る
か
で
あ

る
。

　
本
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
、
こ
の
間
に
定
期
接
種

対
象
年
齢
の
女
性
に
対
し

て
積
極
的
に
接
種
し
て
き

た
が
、
対
象
年
齢
か
ら
外

れ
て
し
ま
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
自
費
で
接
種
し

て
き
た
女
性
も
少
な
く
な

い
。
彼
ら
に
対
す
る
費
用

負
担
を
遡
及
で
き
る
だ
ろ

し
て
安
堵
の
気
持
ち
を
隠
す

こ
と
が
で
き
な
い
。

　
計
画
と
し
て
は
、
２２
年
４

月
か
ら
個
別
接
種
を
再
開
す

る
こ
と
、
準
備
が
整
っ
た
市

区
町
村
で
は
、
そ
れ
以
前
よ

り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
し
て
い
る
が
、
本
会
主
催

の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、
機
関
紙

や
サ
イ
ト
を
通
じ
た
広
報
活

動
な
ど
を
通
し
て
、
接
種
率

の
Ｖ
字
回
復
が
図
ら
れ
る
よ

う
か
。

　
ま
た
、
２０
年
７
月
に
承
認

さ
れ
た
９
価
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
は
、
現
状
任

意
接
種
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
を
定
期
接
種
、

さ
ら
に
は
男
性
へ
の
接
種
拡

大
を
図
れ
な
い
だ
ろ
う
か
、

な
ど
課
題
が
残
っ
て
い
る
。

◇

（
16
面
に
続
く
）
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◦
母
子
保
健
と
児
童

福
祉
の
一
体
的
提

供
に
向
け
た
支
援

６
０
２
億
円
（
安
心
子

ど
も
基
金
に
計
上
）

　
妊
産
婦
や
子
育
て
世
帯
、

子
ど
も
へ
の
一
体
的
相
談
支

援
を
行
う
機
関
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
子
育
て
家
庭
へ

の
訪
問
家
事
・
育
児
支
援
や
、

居
場
所
の
な
い
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
、
困
難
を
抱
え

た
妊
産
婦
へ
の
滞
在
型
支
援

等
を
実
施
し
、
包
括
的
な
支

援
体
制
の
構
築
を
図
る
。

○
 

産
後
ケ
ア
事
業
を

行
う
施
設
整
備
の

促
進
、
妊
産
婦
等

へ
の
支
援

53
億
円

　
出
産
後
の
母
子
に
対
し
て

心
身
の
ケ
ア
等
を
行
う
産
後

ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
、
２
０

２
４
年
度
末
ま
で
の
全
国
展

開
に
向
け
、
施
設
整
備
に
係

る
国
庫
補
助
率
を
引
上
げ
、

設
置
を
促
進
す
る
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
不
安
を
抱
え
困
難
な
状

況
に
あ
る
妊
産
婦
へ
の
相
談

支
援
や
健
康
診
査
を
受
診
し

づ
ら
い
状
況
に
あ
る
幼
児
へ

の
支
援
等
を
行
う
。

○
 

虐
待
防
止
の
た
め

の
情
報
共
有
シ
ス

テ
ム
の
整
備
等
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る

児
童
虐
待
防
止
対

策
の
強
化

76
億
円
（
一
部
デ
ジ
タ

ル
庁
に
計
上
）

　
児
童
虐
待
に
関
す
る
全
国

統
一
の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

の
整
備
を
進
め
、
児
童
相
談

所
・
市
町
村
に
お
け
る
情
報

共
有
や
、
転
居
ケ
ー
ス
等
に

お
け
る
対
応
を
効
率
的
・
効

果
的
に
行
う
取
組
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
一
時
保
護
の

判
断
に
当
た
り
、
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
緊
急
性
の
判
断
に
資

す
る
全
国
統
一
の
ツ
ー
ル
の

開
発
を
促
進
す
る
。

　
ま
た
、
子
ど
も
や
保
護
者

が
相
談
し
や
す
く
な
る
よ
う

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
相
談
体
制
の

構
築
を
行
う
と
と
も
に
、
児

童
相
談
所
、
婦
人
相
談
所
等

に
お
い
て
テ
レ
ビ
会
議
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
活
用
を

促
進
し
、
業
務
の
負
担
軽

減
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
図
る
。

○
 

不
妊
治
療
の
保
険

適
用
の
円
滑
な
移

行
に
向
け
た
支
援

67
億
円

　
令
和
４
年
度
か
ら
の
不
妊

治
療
の
保
険
適
用
の
円
滑
な

実
施
に
向
け
、
年
度
を
ま
た

ぐ
一
連
の
治
療
に
対
し
て
、

経
過
措
置
と
し
て
助
成
金
を

支
給
す
る
。

○
 

「
新
子
育
て
安
心

プ
ラ
ン
」
に
基
づ

く
保
育
の
受
け
皿

整
備
・
人
材
確
保

５
１
５
億
円

　
「
新
子
育
て
安
心
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
保
育
所
等

の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
保
育
人
材
の
確
保
の
た

め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
に
よ

る
保
育
士
の
業
務
負
担
軽
減

や
、
指
定
保
育
士
養
成
施
設

に
通
う
学
生
の
修
学
資
金
等

の
貸
付
原
資
の
積
み
増
し
を

行
う
。

※
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整

備
の
促
進
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
等
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府

に
計
上

○
 

ひ
と
り
親
家
庭
等

に
対
す
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
体
制

の
構
築
・
強
化

１
・
６
億
円

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
が
必
要

な
支
援
に
つ
な
が
り
、
自
立

に
向
け
た
適
切
な
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
Ｉ
Ｔ
機
器

等
の
活
用
を
は
じ
め
と
し
た

　
政
府
は
昨
年
１１
月
２６
日
に
令
和
３
年
度
補
正
予
算
案
を
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。
厚
労
省
子
ど
も
家
庭
局
関
連
補
正
予
算
案
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
下
記
の
通

り
で
す
。

※
詳
し
い
情
報
は
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
及
び
プ
ッ
シ
ュ

型
支
援
体
制
の
構
築
・
強
化

を
図
る
自
治
体
の
取
組
を
支

援
す
る
。

○
 

ひ
と
り
親
家
庭
等

の
子
ど
も
の
食
事

等
支
援

22
億
円

　
子
ど
も
の
貧
困
や
孤
独
・

孤
立
へ
の
緊
急
的
な
対
応
と

し
て
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
関
連

令
和
３
年
度
補
正
予
算
案
の
概
要

　
２
０
２
１
年
１０
～
１１
月
、

全
国
を
６
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
、
本
会
と
各
都
道
府
県
が

共
催
す
る
「
母
子
保
健
事
業

研
修
会
」
（
後
援
=
厚
労
省

ほ
か
）
が
開
催
さ
れ
、
全
日

程
が
終
了
し
た
。

　
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
と

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
研

修
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
）

で
執
り
行
わ
れ
た
。

　
「
健
や
か
親
子
２１
（
第
２

次
）
」
の
課
題
と
し
て
掲
げ

ら
れ
て
い
る
「
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目

の
な
い
支
援
」
達
成
の
た

め
、
妊
産
婦
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
や
、
新
型
出
生
前

診
断
（
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
）
、
プ
レ

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
、

「
医
療
・
保
健
・
福
祉
」
を

中
心
と
し
た
地
域
の
関
係
各

機
関
と
の
密
な
連
携
な
ど
が

テ
ー
マ
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

た
。

　
ま
た
、
本
会
か
ら
は
情
報

提
供
と
し
て
、
マ
ル
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト
の
基
礎
に
つ
い
て

解
説
し
た
動
画
「
マ
ル
ト
リ

ー
ト
メ
ン
ト
（
マ
ル
ト
リ
）

が
脳
に
与
え
る
影
響
」
（
講

師
=
友
田
明
美
福
井
大
学
子

ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達
研
究

セ
ン
タ
ー
教
授
）
を
紹
介

し
、
普
及
啓
発
に
努
め
た
。

　
以
下
、
各
地
区
の
主
催

県
・
市
／
参
加
人
数
／
主
な

内
容
／
（
次
回
開
催
予
定

地
）

東
北・北
海
道
地
区

　
青
森
県
／
２
８
０
人
／
講

演
「
妊
産
婦
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
」
目
白
大
学
人
間

学
部
子
ど
も
学
科
教
授
／
あ

お
き
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

代
表
　
青
木
豊
氏
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
多
職

種
連
携
等
に
よ
る
地
域
の
妊

産
婦
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

の
在
り
方
を
考
え
る
」
弘
前

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
産

科
婦
人
科
学
教
授
　
横
山
良

仁
氏
ほ
か
／
（
山
形
県
）

関
東
甲
信
越
地
区

　
新
潟
県
／
３
２
６
人
／
講

演
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
妊

産
婦
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
国

立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ろ
の
診
療
部
乳
幼
児
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
診
療
科
診
療

部
長
　
立
花
良
之
氏
／
（
東

京
都
）

東
海
北
陸
近
畿
地
区

　
富
山
県
／
３
４
２
人
／
講

演
「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ケ
ア
と
は
」
国
立
成
育
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
周
産
期
・
母

性
診
療
セ
ン
タ
ー
母
性
内
科

診
療
部
長
　
荒
田
尚
子
氏
／

（
和
歌
山
県
）

中
国・四
国
地
区

　
高
知
県
／
１
３
４
人
／
講

演
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地

域
と
親
子
と
の
活
動
」
か
な

が
わ
子
ど
も
虐
待
予
防
研
究

2021
年度

母
子
保
健
事
業
研
修
会

（
オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
研
修
）報
告

　
Ｏ
Ｔ
Ｃ
と
は
Ｏ
ｖ
ｅ
ｒ

Ｔ
ｈ
ｅ
Ｃ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

の
略
語
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
越

し
に
薬
を
販
売
す
る
こ
と
を

言
う
。
２
０
２
０
年
１２
月
２５

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
５

次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

に
お
い
て
、
緊
急
避
妊
薬
を

処
方
箋
な
し
に
薬
局
で
販
売

で
き
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
が
検
討
事

項
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
を
契
機
に
、
上
へ
下
へ

の
議
論
が
沸
騰
し
て
い
る
。

　
筆
者
は
、
緊
急
避
妊
薬
が

承
認
・
発
売
さ
れ
た
１１
年
の

前
年
、
１０
年
７
月
に
市
場
調

査
の
名
目
で
、
フ
ラ
ン
ス
・

パ
リ
と
英
国
・
ロ
ン
ド
ン
を

訪
問
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

わ
が
国
で
緊
急
避
妊
薬
の
早

期
承
認
を
求
め
る
立
場
で
の

調
査
だ
っ
た
。
パ
リ
の
街
角

で
入
っ
た
薬
局
で
緊
急
避
妊

薬
を
求
め
る
と
、
Ｂ
Ｐ
Ｃ

（
Ｂ
ｅ
ｈ
ｉ
ｎ
ｄ
Ｔ
ｈ
ｅ
　

Ｐ
ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ａ
ｃ
ｙ
　
Ｃ
ｏ

ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
）
と
い
う
が
、

カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
つ
薬
剤
師

の
背
後
に
置
か
れ
た
戸
棚
か

ら
緊
急
避
妊
薬
を
取
り
出
し

て
簡
単
に
渡
し
て
く
れ
た

（
写
真
２
）
。
し
か
し
、
ロ

ン
ド
ン
で
は
拒
否
さ
れ
た
の

だ
。
自
分
の
素
性
を
明
ら
か

に
し
て
も
な
お
、
「
あ
な
た

が
男
性
だ
か
ら
！
」
と
い
う

理
由
で
。
男
性
は
、
緊
急
避

妊
薬
の
服
用
を
相
手
の
女
性

に
強
要
す
る
危
険
性
が
あ
る

と
い
う
の
が
理
由
だ
っ
た
。

た
ま
た
ま
同
行
し
て
い
た
女

性
に
依
頼
す
る
と
、
薬
局
内

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
に
通

さ
れ
、
緊
急
避
妊
薬
の
作
用

機
序
、
避
妊
効
果
、
服
用
に

際
し
て
の
留
意
点
な
ど
を
細

か
く
説
明
さ
れ
た
と
い
う
。

　
妊
娠
を
回
避
す
る
た
め
に

は
、
緊
急
避
妊
薬
の
ア
ク
セ

ス
の
し
や
す
さ
は
と
て
も
重

要
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟ま

た

な
い
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
薬
局

で
経
験
し
た
よ
う
な
受
け
手

（
薬
局
、
薬
剤
師
）
側
の
体

制
整
備
が
急
が
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
緊
急
避
妊
は
ス
タ

ー
ト
で
あ
っ
て
決
し
て
ゴ
ー

ル
で
は
な
い
わ
け
で
、
妊
娠

す
る
側
に
あ
る
女
性
が
主
体

的
に
取
り
組
め
る
低
用
量
経

口
避
妊
薬
や
子
宮
内
避
妊
具

／
子
宮
内
避
妊
シ
ス
テ
ム
な

ど
、
よ
り
確
実
な
避
妊
法
へ

と
行
動
変
容
を
促
せ
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
薬
局
と

近
隣
の
産
婦
人
科
施
設
と
の

有
機
的
な
連
携
が
必
須
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
筆
者
の
所
属
し
て
い
る
日

本
産
婦
人
科
医
会
が
会
員
に

向
け
て
「
緊
急
避
妊
薬
の
Ｏ

Ｔ
Ｃ
化
に
関
す
る
緊
急
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
回
答
し
た
会
員
の

４３
％
が
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
に
「
反

対
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
と

い
う
。
長
年
に
わ
た
っ
て
緊

急
避
妊
薬
の
処
方
に
あ
た
っ

て
き
た
産
婦
人
科
医
の
「
反

対
」
意
見
に
対
し
て
は
、
こ

れ
を
真し

ん

摯し

に
受
け
止
め
て
、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
議
論
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
以
上
、
わ
が
国
に
お
け
る

Ｓ
Ｒ
Ｈ
の
課
題
に
つ
い
て
私

見
を
述
べ
た
が
、
読
者
各
位

か
ら
の
忌き

憚た
ん

の
な
い
意
見
が

寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

（
２
０
２
２
年
１
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆写真２　�パリの薬局ではレボノルゲスト

レル緊急避妊薬が売られていた
（２０１０年７月）

緊
急
避
妊
薬
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
の
是
非

要
支
援
世
帯
を
対
象
と
し
た

子
ど
も
食
堂
や
子
ど
も
宅

食
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
等

を
実
施
す
る
事
業
者
に
対

し
、
中
間
支
援
法
人
を
通

じ
、
運
営
や
物
資
の
支
援
等

を
行
う
。

○
 

看
護
、
介
護
、
保

育
な
ど
現
場
で
働

く
方
々
の
収
入
の

引
上
げ１

６
６
５
億
円

　
保
育
士
等
、
介
護
・
障
害

福
祉
職
員
を
対
象
に
、
賃
上

げ
効
果
が
継
続
さ
れ
る
取
組

を
行
う
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
収
入
を
３
％
程
度
（
月

額
９
千
円
）
引
き
上
げ
る
た

め
の
措
置
を
、
令
和
４
年
２

月
か
ら
実
施
す
る
。

　
看
護
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

は
、
地
域
で
コ
ロ
ナ
医
療
な

ど
一
定
の
役
割
を
担
う
医
療

機
関
に
勤
務
す
る
看
護
職
員

を
対
象
に
、
賃
上
げ
効
果
が

継
続
さ
れ
る
取
組
を
行
う
こ

と
を
前
提
と
し
て
、
段
階
的

に
収
入
を
３
％
程
度
引
き
上

げ
て
い
く
こ
と
と
し
、
収
入

を
１
％
程
度
（
月
額
４
千

円
）
引
き
上
げ
る
た
め
の
措

置
を
、
令
和
４
年
２
月
か
ら

実
施
す
る
。

※
保
育
所
等
に
お
け
る
収
入

の
引
上
げ
に
つ
い
て
は
、
内

閣
府
に
計
上

○
 

児
童
福
祉
施
設
等

に
お
け
る
感
染
症

対
策
へ
の
支
援

１
８
１
億
円

　
職
員
が
感
染
症
対
策
の
徹

底
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
継

続
的
に
実
施
す
る
た
め
、
か

か
り
増
し
経
費
や
施
設
の
改

修
費
等
へ
の
補
助
を
行
い
、

保
育
所
や
児
童
養
護
施
設
、

産
後
ケ
ア
事
業
を
行
う
施
設

等
に
お
け
る
感
染
防
止
の
取

組
を
支
援
す
る
。

※
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
に

お
け
る
感
染
症
対
策
へ
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
に

計
上

○
 

社
会
福
祉
施
設
等

の
耐
災
害
性
強
化

等

２
４
１
億
円

　
児
童
福
祉
施
設
や
障
害
者

支
援
施
設
、
介
護
施
設
等
の

災
害
復
旧
や
、
「
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の

５
か
年
加
速
化
対
策
」
に
基

づ
く
耐
震
化
整
備
、
非
常
用

自
家
発
電
設
備
の
設
置
、
浸

水
対
策
等
に
つ
い
て
支
援
を

行
う
。

（
２
０
２
２
年
１
月
１
日
掲
載
）

会
会
長
／
保
健
師
　
大
場
エ

ミ
氏
／
（
香
川
県
）

九
州
地
区

　
福
岡
市
／
２
３
６
人
／
講

演
「
乳
幼
児
健
康
診
査
に
つ

い
て
」
あ
い
ち
小
児
保
健
医

療
総
合
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
医

師
　
山
崎
嘉
久
氏
／
（
鹿
児

島
県
）北

海
道
単
独

　
北
海
道
／
１
３
１
人
／
講

演
「
新
型
出
生
前
診
断
（
Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｔ
）
の
基
本
的
理
解
と

対
象
者
に
必
要
な
支
援
に
つ

い
て
」
聖
路
加
国
際
大
学
大

学
院
遺
伝
看
護
学
准
教
授
　

青
木
美
紀
子
氏

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
ま
た
、
昨
年
１２
月
～
１
月

１１
日
ま
で
の
期
間
限
定
で
全

６
地
区
の
講
演
全
て
を
聴
講

で
き
ま
す
。

（
２
０
２
２
年
１
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆
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２
０
２
１
年
１１
月
２６
日
、

厚
生
労
働
省
は
２
０
２
１
年

度
の
「
健
康
寿
命
を
の
ば
そ

う
！
ア
ワ
ー
ド
」
受
賞
企

業
・
団
体
・
自
治
体
を
発
表

し
た
。

健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、健
康
増
進
・
生
活
習
慣
病

予
防
推
進
に
つ
い
て
優
れ
た

取
組
を
行
う
企
業
・
団
体
・
自

治
体
を
表
彰
す
る
本
ア
ワ
ー

ド
は
、
今
年
度
で
１０
回
目
を

迎
え
た
。
主
催
は
、
厚
生
労

働
省（
ス
マ
ー
ト
・
ラ
イ
フ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）、ス
ポ
ー
ツ

２
０
２
１
年
１２
月
２２
日
、

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ

谷
に
て
令
和
３
年
度
一
般
社

団
法
人
日
本
家
族
計
画
協
会

会
長
表
彰
贈
呈
式
を
開
催
し

た
。式

で
は
、
福
井
大
学 

友
田
明
美
氏
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
Ｈ
Ａ
Ｐ 

宮
原
富
士

子
氏
の
両
名
と
、
団
体
で
は

富
士
製
薬
工
業
株
式
会
社
を

代
表
し
て
製
品
戦
略
部
部
長 

三
橋
厚
弥
氏
に
対
し
て
、
本

会
会
長
北
村
邦
夫
よ
り
賞
状

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た

保
健
師
活
動
領
域
調
査
（
領

域
調
査
）の
結
果
に
よ
る
と
、

２
０
２
１
年
５
月
１
日
時
点

の
自
治
体
（
４７
都
道
府
県
、

１
７
４
１
市
区
町
村
）
に
所

属
す
る
常
勤
保
健
師
の
数
は

３
万
７
１
３
０
人
と
な
り
、

前
年
度
か
ら
９
６
９
人
増
加

し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
の
う
ち
都
道
府
県
の
保

健
師
は
前
年
度
よ
り
２
４
４

人
増
加
し
５
３
８
１
人（
全

国
総
数
の
１４
・
５
％
）、
市

区
町
村
の
保
健
師
は
前
年
度

よ
り
７
２
５
人
増
加
し
３
万

１
７
４
９
人
（
同
８５
・
５

％
）
と
な
っ
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

【
厚
生
労
働
省
】
令
和
３
年

度
　
保
健
師
活
動
領
域
調
査

（
領
域
調
査
）
の
結
果
に
つ

い
て（

２
０
２
２
年
１
月
５
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

日
本
産
科
婦
人
科
学
会

（
日
産
婦
）
は
１
月
９
日
、
体
外
受
精
で
で
き
た
受
精
卵

に
染
色
体
異
常
が
な
い
か
を

政
府
は
「
６
歳
未
満
の
子

ど
も
を
も
つ
父
親
の
家
事
・

育
児
関
連
時
間
」
を
、
２
０

１
１
年
の
１
日
平
均
６７
分
か

ら
、
１
日
１
５
０
分
（
２
・

５
時
間
）
に
す
る
目
標
を
定

め
て
い
る
が
、
国
立
成
育
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｃ
Ｃ

Ｈ
Ｄ
）
研
究
所
政
策
科
学
研

究
部
の
大
塚
美
耶
子
研
究

員
、
竹
原
健
二
部
長
ら
の
研

究
班
が
、
父
親
の
「
仕
事
の

あ
る
日
」
に
お
け
る
１
日
の

生
活
時
間
に
つ
い
て
分
析
を

行
っ
た
結
果
、
「
家
事
・
育

児
関
連
時
間
」
１
日
２
・
５

時
間
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
父
親
の
１
日
あ
た
り
の

「
仕
事
関
連
時
間
」
を
９
・

５
時
間
未
満
に
留
め
る
必
要

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

分
析
に
は
、
総
務
省
「
社
会

生
活
基
本
調
査
」
２
０
１
６

年
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
。

本
研
究
で
は
、
全
国
か
ら

無
作
為
に
抽
出
し
た
対
象
者

17
万
６
２
８
５
人
の
デ
ー
タ

の
う
ち
、
①
末
子
が
未
就
学

児
、
②
夫
婦
と
子
ど
も
の
世

帯
、
③
就
業
し
て
い
る
―
と

い
っ
た
条
件
を
満
た
し
た
父

親
に
つ
い
て
「
仕
事
の
あ
る

日
」
の
デ
ー
タ
３
７
５
５
人

分
を
分
析
対
象
と
し
、
１
日

の
生
活
時
間
を
「
仕
事
関
連

時
間
（
仕
事
と
通
勤
に
要
し

た
時
間
）」、「
家
事
・
育
児
関

係
時
間
（
家
事
、
育
児
、
介

護
、
買
い
物
の
時
間
）
」
、

「
１
次
活
動
時
間
（
睡
眠
や

食
事
、
入
浴
な
ど
身
の
回
り

用
事
）」、「
休
息
・
そ
の
他

の
時
間
（
娯
楽
、
自
由
時
間

な
ど
）
」
の
４
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
類
し
た
。

１
日
２４
時
間
か
ら
、
本
研

究
の
デ
ー
タ
な
ど
か
ら
推
計

さ
れ
た
「
１
次
活
動
時
間
」

厚
生
労
働
省
が
１２
月
２０

日
、
健
康
寿
命
の
最
新
デ
ー

タ
を
発
表
。
男
女
共
に
延
伸

し
て
お
り
、
男
性
は
７２
・
６８

歳
（
２
０
１
６
年
調
査
よ
り

＋
０
・
５４
歳
）、女
性
は
７５
・

３８
歳
（
同
じ
く
＋
０
・
５９

歳
）
で
あ
っ
た
。

２
０
１
９
年
の
平
均
寿
命

は
、
男
性
が
８１
・
４１
歳
（
２

０
１
６
年
は
８０
・
９８
歳
で
＋

０
・
４３
歳
）
、
女
性
が
８７
・

４５
歳
（
同
じ
く
８７
・
１４
歳
で

＋
０
・
３１
歳
）
。
健
康
寿
命

と
の
差
は
、
男
性
が
８
・
７３

年
、
女
性
１２
・
０６
年
と
な
り

縮
小
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

な
お
、
地
域
別
の
値
も
出

さ
れ
て
お
り
、

男
性
は
、
１
位
　
大
分
県

（
７３
・
７２
歳
）
、
２
位
　
山

梨
県
（
７３
・
５７
歳
）
、
３
位
　

埼
玉
県
（
７３
・
４８
歳
）

女
性
は
、
１
位
　
三
重
県

（
７７
・
５８
歳
）
、
２
位
　
山

梨
県
（
７６
・
７４
歳
）
、
３
位
　

宮
崎
県
（
７６
・
７１
歳
）

最
も
健
康
寿
命
の
長
い
地

域
と
短
い
地
域
の
差
は
、
男

性
で
２
・
３３
歳
、
女
性
で

３
・
９０
歳
―
で
あ
っ
た
。

詳
し
い
情
報
は
こ
ち
ら

厚
生
労
働
省
　
資
料
「
健
康

寿
命
の
令
和
元
年
値
に
つ
い

て
」第

１６
回
健
康
日
本
２１
（
第

二
次
）
推
進
専
門
委
員
会
　

資
料（

２
０
２
２
年
１
月
５
日
掲
載
）

国
立
感
染
症
研
究
所
（
Ｎ

Ｉ
Ｉ
Ｄ
）
は
２
０
２
１
年
１２

月
１４
日
、
性
行
為
な
ど
で
感

染
す
る
「
梅
毒
」
の
２
０
２

１
年
の
感
染
者
報
告
数
を
発

表
し
た
。
１
月
か
ら
１２
月
５

日
ま
で
の
感
染
者
数
は
７
１

３
４
人
と
な
り
、
現
在
の
集

計
方
式
に
な
っ
て
か
ら
過
去

最
多
と
な
っ
た
。
全
国
的
に

増
加
傾
向
に
あ
り
、
東
京
が

２
２
２
６
人
と
最
多
。
大
阪

は
７
６
１
人
、
愛
知
は
３
７

９
人
で
あ
っ
た
。

Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｄ
は
、
例
年
以
上

に
梅
毒
の
報
告
数
が
多
い
現

状
を
踏
ま
え
、
「
今
後
の
梅

毒
の
発
生
動
向
を
引
き
続
き

注
視
す
る
と
と
も
に
、
感
染

リ
ス
ク
が
高
い
集
団
に
対
し

て
啓
発
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
」
と
し
て
い
る
。

２
０
２
１
年
１２
月
７
日
㈫

及
び
８
日
㈬
に
、
日
本
政
府

主
催
「
東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト

２
０
２
１
」
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
形
式
（
海
外
は
オ
ン
ラ
イ

ン
）
に
て
開
催
さ
れ
、
約
６０

か
国
の
首
脳
級
及
び
閣
僚
級

等
の
ほ
か
、
国
際
機
関
の

長
、
民
間
企
業
、
市
民
社

会
、
学
術
界
の
代
表
等
、
計

９０
名
以
上
が
発
言
し
た
。

ま
た
、
８
日
に
は
サ
ミ
ッ

ト
の
成
果
と
し
て
「
東
京
栄

養
宣
言
」
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
た
。
次
回
の
栄
養
サ
ミ
ッ

ト
は
２
０
２
４
年
に
フ
ラ
ン

ス
で
開
催
予
定
。

サ
ミ
ッ
ト
の
結
果
概
要
は

下
記
の
と
お
り
。

〈
会
合
の
主
な
成
果
〉

●
サ
ミ
ッ
ト
で
初
め
て
低
栄

養
と
過
栄
養
の
「
栄
養
の

二
重
負
荷
」
を
取
り
上
げ

る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ

庁
。
後
援
は
、
健
康
日
本
２１

推
進
全
国
連
絡
協
議
会
。

本
ア
ワ
ー
ド
の
「
生
活
習

慣
病
予
防
分
野
」
で
１５
企

業
・
団
体
・
自
治
体
、
「
介

護
予
防
・
高
齢
者
生
活
支
援

分
野
」
で
１４
企
業
・
団
体
・

自
治
体
、
「
母
子
保
健
分

野
」
で
１１
企
業
・
団
体
・
自

治
体
が
受
賞
し
た
。

な
お
今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
表
彰
式

は
実
施
せ
ず
、
結
果
発
表
の

み
と
な
っ
た
。
各
分
野
の
事

例
紹
介
に
つ
い
て
は
近
日
Ｗ

Ｅ
Ｂ
上
に
公
開
予
定
。

詳
し
い
情
報
は
こ
ち
ら

「
第
１０
回
健
康
寿
命
を
の
ば

そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
」
各
分
野

の
受
賞
企
業
・
団
体
・
自
治

体
一
覧

報
道
発
表
資
料
「
第
１０
回
健

康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ

ー
ド
」～
受
賞
企
業
・
団
体
・

自
治
体
を
決
定
し
ま
し
た
～

（
２
０
２
２
年
１
月
１
日
掲
載
）

詳
し
い
情
報
は
こ
ち
ら

Ｉ
Ｄ
Ｗ
Ｒ
　
２
０
２
１
年

第
４７
号
〈
注
目
す
べ
き
感
染

症
〉
梅
毒

（
２
０
２
２
年
１
月
１
日
掲
載
）

ナ
に
よ
る
世
界
的
な
栄
養

状
況
の
悪
化
に
対
応
す
べ

く
、
①
健
康
、
②
食
、
③

強
靭
性
、
④
説
明
責
任
、

⑤
財
源
確
保
を
中
心
に
議

論
を
リ
ー
ド
。

●
６５
か
国
、
１１
の
国
際
機

関
、
６０
社
の
企
業
、
５８
の

市
民
団
体
を
含
む
２
１
５

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か

ら
の
エ
ン
ド
ー
ス
を
得
て

成
果
文
書
「
東
京
栄
養
宣

言
（
コ
ン
パ
ク
ト
）
」
を

発
出
し
、
栄
養
改
善
に
向

け
て
国
際
社
会
が
今
後
取

り
組
む
べ
き
方
向
性
を
示

し
た
。

●
更
に
、
６６
か
国
の
政
府
、

２６
社
の
企
業
、
５１
の
市
民

団
体
を
含
む
１
８
１
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
３

９
６
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

(

そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
的
・

資
金
的
意
図
表
明)

が
提

出
さ
れ
、
２
７
０
億
ド
ル

以
上
の
栄
養
関
連
の
資
金

拠
出
が
表
明
さ
れ
た
。
幅

広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
よ
る
具
体
的
な
行
動
を

促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

世
界
の
栄
養
改
善
に
向
け

た
取
組
を
リ
ー
ド
し
た
。

●
岸
田
総
理
か
ら
、
日
本
と

し
て
今
後
３
年
間
で
３
千

億
円
（
約
２８
億
ド
ル
）
以

上
の
栄
養
関
連
支
援
を
行

い
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ

ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
の
達

成
等
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
を
発
表
。
国
内
に
お
い

て
も
、
栄
養
と
環
境
に
配

慮
し
た
食
生
活
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
、
健
康
経

営
等
を
通
じ
た
栄
養
改
善

を
行
っ
て
い
く
旨
表
明
。

ま
た
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

発
生
も
踏
ま
え
、
特
に
喫

緊
の
ワ
ク
チ
ン
需
要
が
あ

る
ア
フ
リ
カ
に
対
し
、
国

際
機
関
な
ど
と
調
整
の

上
、
１
千
万
回
分
を
目
処

と
し
た
ワ
ク
チ
ン
供
与
を

行
う
旨
発
表
。

【
関
連
リ
ン
ク
】

https://w
w

w
.m

hlw
.

go.jp/nutrition_policy/
tokyosum

m
it2021/

https://w
w

w
.m

ofa.
go.jp/m

ofaj/ic/ghp/
page6_000636_00001.
htm

l（
２
０
２
２
年
１
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

１０
時
間
と
、「
休
息
・
そ
の
他

の
時
間
」
の
２
時
間
を
差
し

引
い
た
場
合
、
２
・
５
時
間

の「
家
事
・
育
児
関
連
時
間
」

を
確
保
す
る
た
め
に
は
「
仕

事
関
連
時
間
」
を
９
・
５
時

間
未
満
に
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

【
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
　
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
】

父
親
が
家
事
・
育
児
を
す
る

時
間
を
確
保
す
る
に
は
、
仕

事
関
連
時
間
を
９
・
５
時
間

以
内
に
す
る
こ
と
が
必
要

（
２
０
２
２
年
１
月
１８
日
掲
載
）

調
べ
る
「
着
床
前
検
査
」
を

不
妊
治
療
の
一
環
と
し
て
、

４
月
か
ら
開
始
す
る
こ
と
を

決
め
た
。
流
産
を
繰
り
返
す

な
ど
し
た
人
が
対
象
。

最
近
の
知
見
や
社
会
情
勢

の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
同

日
開
か
れ
た
臨
時
総
会
に
て

承
認
さ
れ
、
合
わ
せ
て
同
学

会
「
着
床
前
診
断
に
関
す
る

見
解
／
細
則
」
を
改
定
し

た
。詳

し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

【
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
】

「
重
篤
な
遺
伝
性
疾
患
を
対

象
と
し
た
着
床
前
遺
伝
学
的

検
査
」
に
関
す
る
見
解

【
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
】

「
不
妊
症
お
よ
び
不
育
症
を

対
象
と
し
た
着
床
前
遺
伝
学

的
検
査
」
に
関
す
る
見
解

（
２
０
２
２
年
１
月
10
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

と
副
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

こ
の
表
彰
は
、
多
年
に
渡

り
母
子
保
健
・
家
族
計
画
の

普
及
指
導
に
従
事
し
た
者

に
、
そ
の
功
績
と
労
苦
に
感

謝
し
た
も
の
と
し
て
贈
ら
れ

る
。（

２
０
２
２
年
１
月
５
日
掲
載
）

「�

第
10
回
健
康
寿
命
を�

の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
」を
発
表

厚
労
省

梅
毒
の
感
染
数
が
過
去
最
多

国
立
感
染
症
研
究
所

東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
１
開
催

令
和
3
年
度�

本
会
会
長
表
彰
贈
呈
式
開
催

自
治
体
の
常
勤
保
健
師
増�

３
万
７
１
３
０
人�

厚
労
省

「
着
床
前
検
査
」不
妊
治
療
の�

一
環
と
し
て
4
月
か
ら
開
始日

産
婦

２
０
１
９
年
の
健
康
寿
命
発
表

厚
労
省

父
親
の
家
事
・
育
児
関
連
2.5
時
間
確
保

す
る
に
は
、仕
事
関
連
9.5
時
間
以
内
に

NCCHD
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ス
ポ
ー
ツ
庁
は
２
０
２
１

年
１２
月
２４
日
、
２１
年
度
「
全

国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動

習
慣
等
調
査
（
全
国
体
力
テ

ス
ト
）
」
の
結
果
を
公
表
し

た
。
８
種
目
の
実
技
テ
ス
ト

（
各
１０
点
満
点
）
で
算
出
す

る
体
力
合
計
点
に
つ
い
て

は
、
１９
年
度
調
査
と
比
べ
、

小
・
中
学
生
の
男
女
と
も
に

低
下
し
た
。

調
査
対
象
は
、
小
学
５
年

生
と
中
学
２
年
生
の
男
女
約

２
０
１
万
人
。
体
力
合
計
点

の
全
国
平
均
は
以
下
の
と
お

り
。

【
体
力
合
計
点
の
全
国
平
均

〈
８０
点
満
点
〉
】

小
５
男
子
　
５２
・
５
（
２

０
１
９
年
度
５３
・
６
）

中
２
男
子
　
４１
・
１
（
同

４１
・
６
）

小
５
女
子
　
５４
・
７
（
同

５５
・
６
）

中
２
女
子
　
４８
・
４
（
同

５０
・
０
）

厚
生
労
働
省
は
１
月
２０

日
、
２
０
２
２
年
度
「
児
童

福
祉
週
間
」
の
標
語
を
、
愛

知
県
の
田
中
豪
さ
ん
（
１５

歳
）
の
作
品
に
決
定
し
た
。

決
定
し
た
標
語
は
以
下
の
と

お
り
。

〈
２
０
２
２
年
度
児
童
福
祉

週
間
標
語
〉

見
つ
け
た
よ
　
広
が
る
未

来
と
つ
か
む
夢
（
田
中
　
豪

さ
ん
　
１５
歳
　
愛
知
県
）

標
語
は
応
募
総
数
４
，
２

９
９
作
品
を
、
有
識
者
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
標
語
選
定
委

員
会
で
選
考
し
た
結
果
選
ば

れ
た
。
児
童
福
祉
週
間
の
象

徴
と
し
て
広
報
・
啓
発
ポ
ス

タ
ー
を
は
じ
め
、
全
国
各
地

で
実
施
さ
れ
る
事
業
や
行
事

な
ど
で
幅
広
く
活
用
さ
れ
る

と
い
う
。

★
児
童
福
祉
週
間
に
つ
い
て

子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
に
つ
い
て

国
民
全
体
で
考
え
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
５
月
５
日
の

「
こ
ど
も
の
日
」
か
ら
１
週

間
を
「
児
童
福
祉
週
間
」
と

定
め
て
い
る
。
こ
の
期
間
中

は
、
児
童
福
祉
の
理
念
を
普

及
・
啓
発
す
る
た
め
、
厚
生

労
働
省
や
全
国
の
自
治
体
な

ど
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
行

事
を
行
っ
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

【
厚
労
省
　
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
】
「
令
和
４
年
度
「
児
童

福
祉
週
間
」
の
標
語
が
決
定

し
ま
し
た
」

（
２
０
２
２
年
１
月
２４
日
掲
載
）

政
府
は
児
童
虐
待
対
策
体

制
の
強
化
に
向
け
、
２
０
２

２
年
度
の
児
童
相
談
所
（
児

相
）
へ
の
児
童
福
祉
司
及
び

児
童
心
理
司
の
配
置
目
標
を

決
め
た
。
新
た
な
配
置
目
標

は
次
の
と
お
り
。

【
２
０
２
２
年
度
の
配
置
目
標
】

・
児
童
福
祉
司
　
５
７
６
５

人
（
対
前
年
度
＋
５
０
５

人
）

・
児
童
心
理
司
　
２
３
４
８

人
（
対
前
年
度
＋
１
９
８

人
）

児
童
虐
待
防
止
対
策
体
制

総
合
強
化
プ
ラ
ン
（
新
プ
ラ

ン
）
で
は
、
児
童
福
祉
司
を

２２
年
度
ま
で
に
約
５
２
６
０

人
の
体
制
と
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
児

童
相
談
所
に
お
け
る
児
童
虐

待
相
談
対
応
件
数
の
増
加
や

自
治
体
の
増
員
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
、
新
プ
ラ
ン
の
目
標

に
つ
い
て
１
年
前
倒
し
を
行

っ
た
。

新
プ
ラ
ン
で
は
、
４
年
間

で
２
０
２
０
人
程
度
増
員
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
同
プ
ラ
ン
の
計

画
期
間
で
あ
る
４
年
間
で
平

均
的
に
達
成
さ
せ
る
場
合
に

必
要
と
な
る
５
０
５
人
の
増

員
を
目
標
と
す
る
。
児
童
心

理
司
に
つ
い
て
も
、
同
様
の

考
え
方
に
よ
り
１
９
８
人
の

増
員
を
目
標
と
す
る
（
約
２

１
５
０
人
→
約
２
３
４
８

人
）
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

【
厚
生
労
働
省
】

令
和
４
年
度
に
お
け
る
児
童

福
祉
司
等
の
配
置
目
標
に
つ

い
て（

２
０
２
２
年
２
月
１
日
掲
載
）

実
技
テ
ス
ト
別
で
は
、小
・

中
学
生
の
男
女
と
も
に
、「
上

体
起
こ
し
」「
反
復
横
と
び
」

「
２０
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
」「
持

久
走
」が
大
き
く
低
下
し
た
。

ま
た
同
調
査
で
は
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
も
実
施
。
１
週
間

の
総
運
動
時
間
が
４
２
０
分

以
上
の
割
合
は
減
少
。
テ
レ

ビ
・
ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
な
ど

の
映
像
視
聴
時
間
（
ス
ク
リ

ー
ン
タ
イ
ム
）
は
長
時
間
化

し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
男
子

の
方
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
肥

満
の
割
合
は
、
小
・
中
学
生

の
男
女
と
も
に
増
加
。
特
に

小
学
生
男
女
、
中
学
生
男
子

は
過
去
最
大
の
数
値
と
な
っ

た
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
は
、
体
力
低

下
の
主
な
要
因
と
し
て
①
運

動
時
間
の
減
少
②
学
習
以
外

の
ス
ク
リ
ー
ン
タ
イ
ム
の
増

加
③
肥
満
で
あ
る
児
童
生
徒

の
増
加
―
を
あ
げ
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
、
更
に
拍
車
が
か
か
っ

た
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
に
伴
い
、
学
校
の
活
動
が

制
限
さ
れ
た
こ
と
で
、
体
育

の
授
業
以
外
で
の
体
力
向
上

の
取
り
組
み
が
減
少
し
た
こ

と
も
一
因
と
み
て
い
る
。

２０
年
度
の
同
調
査
は
コ
ロ

ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て
い

た
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
庁
「
令
和
３
年
度

全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運

動
習
慣
等
調
査
結
果
」

（
２
０
２
２
年
１
月
２４
日
掲
載
）

厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭

局
母
子
保
健
課
は
令
和
４
年

度
予
算
案
で
、
母
子
保
健
対

策
関
係
に
１
６
６
億
９
３
０

０
万
円
（
前
年
度
比
３
憶
５

８
０
０
万
円
、
２
・
０
％

減
）
を
計
上
し
ま
し
た
。
予

算
額
と
主
な
事
業
内
容
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

※
よ
り
詳
し
い
情
報
は
厚
労

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
。

１
．�

成
育
基
本
法
等
を
踏
ま

え
た
母
子
保
健
医
療
対

策
の
推
進

～
地
域
に
お
け
る
切
れ
目
の

な
い
妊
娠
・
出
産
支
援
等
の

推
進
～

【
令
和
３
年
度
予
算
】

１
２
１
億
５
０
０
万
円

→
【
令
和
４
年
度
予
算
】

１
１
７
億
８
０
０
万
円

＊
【
令
和
３
年
度
補
正
予

算
】
１
２
１
億
４
１
０
０
万

円
す
べ
て
の
子
ど
も
が
健
や

か
に
育
つ
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
成
育
基
本
法
や
、
母

子
保
健
に
か
か
る
様
々
な
取

組
を
推
進
す
る
国
民
運
動
計

画
で
あ
る
「
健
や
か
親
子
２

１
（
第
２
次
）
」
等
を
基
盤

と
し
、
地
域
に
お
け
る
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る

切
れ
目
の
な
い
支
援
等
を
推

進
す
る
。

⑴
産
後
ケ
ア
事
業
の
全
国
展

開
の
推
進
等
【
拡
充
】

⑵
母
子
保
健
対
策
強
化
事
業

【
新
規
】

⑶
性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ

ー
事
業
【
新
規
】

⑷
不
妊
症
・
不
育
症
へ
の
支

援
⑸
産
婦
健
康
診
査
事
業

⑹
多
胎
妊
娠
の
妊
婦
健
康
診

査
支
援
事
業

⑺
新
生
児
聴
覚
検
査
の
体
制

整
備
事
業

⑻
子
ど
も
の
心
の
診
療
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業

⑼
被
災
し
た
妊
産
婦
・
乳
幼

児
の
相
談
等
の
母
子
保
健

支
援
事
業

⑽
予
防
の
た
め
の
子
ど
も
の

死
亡
検
証
体
制
整
備
等

【
拡
充
・
一
部
新
規
】

⑾
出
生
前
検
査
認
証
制
度
等

広
報
啓
発
事
業
【
新
規
】

⑿
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
関
係

⒀
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の

一
体
的
な
支
援
体
制
の
構

築
等

２
．
未
熟
児
養
育
医
療
等

【
令
和
３
年
度
予
算
】

３７
億
５
０
０
万
円

→
【
令
和
４
年
度
予
算
】

３７
億
１
９
０
０
万
円

身
体
の
発
育
が
未
熟
の
ま

ま
生
ま
れ
た
未
熟
児
に
対
す

る
医
療
の
給
付
等
を
行
う
。

ま
た
、
特
に
長
期
の
療
養
を

必
要
と
す
る
結
核
児
童
に
対

す
る
医
療
の
給
付
を
行
う
と

と
も
に
、
必
要
な
学
習
用

品
・
日
用
品
を
支
給
す
る
。

３
．�

研
究
事
業
の
充
実
（
成

育
疾
患
克
服
等
総
合
研

究
事
業
及
び
健
や
か
次

世
代
育
成
総
合
研
究
事

業
）

【
令
和
３
年
度
予
算
】

７
億
７
，
３
０
０
万
円

→
【
令
和
４
年
度
予
算
】

７
億
９
，
９
０
０
万
円

生
涯
に
わ
た
る
健
康
の
礎

を
な
す
妊
娠
期
、
小
児
期
の

心
身
の
健
康
課
題
や
、
近
年

の
社
会
及
び
家
庭
環
境
の
変

化
等
に
よ
り
多
様
化
し
て
い

る
課
題
等
の
解
決
に
向
け
、

病
態
の
解
明
や
予
防
及
び
治

療
の
た
め
の
研
究
開
発
を
行

う
と
と
も
に
、保
健
・
医
療
・

福
祉
分
野
に
関
す
る
政
策
提

言
型
の
基
盤
的
研
究
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
母
子
保

健
対
策
の
充
実
を
図
る
。

４
．�

成
育
基
本
法
に
基
づ
く

取
組
の
推
進

【
令
和
３
年
度
予
算
】

３
４
０
０
万
円

→
【
令
和
４
年
度
予
算
】

３
４
０
０
万
円

令
和
元
年
１２
月
に
施
行
さ

れ
た
成
育
基
本
法
を
踏
ま

え
、
従
来
ま
で
の
「
健
や
か

親
子
２１（
第
２
次
）」に
よ
る

母
子
保
健
分
野
の
取
組
に
加

え
、
医
療
、
教
育
な
ど
の
幅

広
い
分
野
に
お
い
て
、
成
育

基
本
法
に
基
づ
く
取
組
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
国
民
全

体
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

普
及
啓
発
等
を
実
施
す
る
。

５
．�

旧
優
生
保
護
一
時
金
の

支
給
等

【
令
和
３
年
度
予
算
】

３
億
８
６
０
０
万
円

→
【
令
和
４
年
度
予
算
】

３
億
８
５
０
０
万
円

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く

優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
か

ら
の
請
求
を
受
付
、
調
査

し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出

す
る
ほ
か
、
一
時
金
の
支
給

手
続
き
等
に
係
る
周
知
及
び

相
談
支
援
を
行
う
。

６
．
そ
の
他

【
令
和
３
年
度
予
算
】

４
８
０
０
万
円

→
【
令
和
４
年
度
予
算
】

４
８
０
０
万
円

上
記
施
策
の
他
、
母
子
保

健
に
携
わ
る
指
導
的
立
場
に

あ
る
者
に
対
す
る
研
修
な
ど

を
実
施
す
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

【
厚
労
省
】
母
子
保
健
対
策

関
係
　
令
和
４
年
度
予
算
案

（
令
和
３
年
度
補
正
予
算
）

の
概
要

（
２
０
２
２
年
２
月
１
日
掲
載
）

厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭

局
母
子
保
健
課
は
、
２
０
２

１
年
１２
月
２４
日
付
で
、
都
道

府
県
・
保
健
所
設
置
市
・
特

別
区
の
母
子
保
健
主
管
部

（
局
）
長
あ
て
に
、
２２
年
４

月
１
日
か
ら
交
付
す
る
母
子

健
康
手
帳
任
意
記
載
事
項
様

式
の
通
知
を
行
っ
た
（
子
母

発
１
２
２
４
第
１
号
）
。

主
な
変
更
点
を
以
下
に
ま

と
め
る
。

母
健
連
絡
カ
ー
ド
様
式
を
変

更
妊
娠
中
お
よ
び
出
産
後
１

年
以
内
の
女
性
労
働
者
が
、

医
師
な
ど
か
ら
受
け
た
指
導

事
項
を
適
切
に
事
業
主
に
伝

え
る
た
め
に
利
用
で
き
る
カ

ー
ド
「
母
性
健
康
管
理
指
導

事
項
連
絡
カ
ー
ド
（
母
健
連

絡
カ
ー
ド
）
」
。
昨
年
７
月

１
日
の
様
式
改
正
に
合
わ
せ

て
母
子
健
康
手
帳
の
記
載
を

変
更
し
た
。
変
更
の
主
な
ポ

イ
ン
ト
は
以
下
の
３
点
。

①
症
状
な
ど
に
関
す
る
表
現

を
見
直
し
、
現
在
の
医
学

的
知
見
が
反
映
さ
れ
た
表

現
に
な
っ
た
。

②
医
師
な
ど
に
よ
る
記
載
事

項
が
表
面
に
集
約
さ
れ
、

必
要
な
措
置
が
一
目
で
分

か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

③
症
状
に
応
じ
て
必
要
な
標

準
措
置
を
幅
広
く
選
択
で

き
る
。

不
育
症
と
会
社
措
置

女
性
が
医
師
な
ど
か
ら
不

育
症
と
診
断
さ
れ
、
通
常
以

上
の
回
数
の
妊
婦
健
診
や
休

業
な
ど
の
指
導
を
受
け
た
場

合
な
ど
は
、
会
社
に
申
し
出

て
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
も

ら
う
よ
う
促
す
文
言
が
追
加

さ
れ
た
。

育
休
等
新
制
度
に
つ
い
て
説

明
２
０
２
２
年
１０
月
か
ら
制

度
化
さ
れ
る
産
後
パ
パ
育
休

制
度
な
ど
育
休
制
度
の
情
報

を
更
新
。
パ
ー
ト
や
派
遣
な

ど
の
有
期
契
約
労
働
者
が
育

児
休
業
、
産
後
パ
パ
育
休
を

取
る
た
め
の
要
件
、
手
続
き

な
ど
制
度
に
つ
い
て
の
詳
し

い
説
明
を
加
え
た
。

不
慮
の
事
故
の
原
因
「
パ

ン
」
を
追
加

月
齢
７
か
月
以
降
の
子
ど

も
に
起
こ
り
や
す
い
不
慮
の

事
故
の
主
な
原
因
と
し
て

「
パ
ン
が
の
ど
に
つ
ま
る
」

こ
と
を
追
加
し
た
。

母
親
の
食
事
制
限
と
子
ど
も

の
ア
レ
ル
ギ
ー

お
母
さ
ん
の
妊
娠
中
と
産

後
の
食
事
に
つ
い
て
、
妊
娠

中
や
授
乳
中
の
食
事
制
限
は

子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

の
発
症
を
予
防
す
る
効
果
が

な
い
こ
と
を
明
記
し
た
。

断
乳
に
つ
い
て

新
た
に
断
乳
に
関
す
る
記

載
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
子
ど

も
が
乳
汁
を
必
要
と
し
な
く

な
る
時
期
は
個
人
差
が
あ
る

と
し
て
、
子
ど
も
の
状
態
な

ど
に
よ
り
判
断
す
る
と
し
て

い
る
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
離
乳
食

の
開
始
時
期

離
乳
食
の
ポ
イ
ン
ト
の
な

か
で
、
子
ど
も
に
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
が
あ
っ
て
も
原
因
食

物
以
外
の
離
乳
食
開
始
の
時

期
を
遅
ら
せ
る
必
要
は
な

く
、
医
師
か
ら
指
示
さ
れ
た

原
因
食
物
を
除
去
し
な
が
ら

通
常
通
り
に
離
乳
食
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
追
記
し
た
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

【
厚
労
省
】
通
知
「
母
子
健

康
手
帳
の
任
意
記
載
事
項
様

式
に
つ
い
て
」

（
２
０
２
２
年
２
月
１
日
掲
載
）

コ
ロ
ナ
禍
で�

小・中
学
生
の
体
力
低
下

２
０
２
１
年
度
全
国
体
力
テ
ス
ト

２
０
２
２
年
度�

「
児
童
福
祉
週
間
」標
語
が
決
定

厚
労
省

児
相
の
人
員
体
制

児
童
福
祉
司
な
ど
新
た
な
配
置
目
標

母
子
保
健
対
策
関
係�

令
和
4
年
度
予
算
案
の
概
要厚

労
省

２
０
２
２
年
度
版
母
子
健
康
手
帳

主
な
変
更
点
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予
期
し
な
い
妊
娠
／
計
画

し
て
い
な
い
妊
娠
を
防
ぐ
た

め
緊
急
的
に
用
い
る
「
緊
急

避
妊
薬
（
ア
フ
タ
ー
ピ
ル
）」

に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
の

専
門
部
会
は
１
月
24
日
、
薬

の
添
付
文
書
の
改
訂
を
了
承

し
、
投
与
前
の
検
査
方
法
か

ら
「
内
診
」
な
ど
の
記
載
を

削
除
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

現
行
の
添
付
文
書
内
「
使

用
上
の
注
意
」
に
は
、
妊
娠

し
て
い
な
い
こ
と
の
確
認
方

法
と
し
て
、
「
本
剤
の
投
与

に
際
し
て
は
、
内
診
、
免
疫

学
的
妊
娠
診
断
等
に
よ
り
妊

娠
し
て
い
な
い
こ
と
を
十
分

に
確
認
す
る
こ
と
」
と
あ
る

が
、
国
内
外
の
診
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
な
ど
を
調
べ
た
結

果
、
い
ず
れ
の
資
料
に
お
い

警
察
庁
が
２
月
３
日
に
発

表
し
た
２
０
２
１
年
の
犯
罪

情
勢
統
計（
暫
定
値
）に
よ
れ

ば
、
児
童
虐
待
の
疑
い
で
児

童
相
談
所（
児
相
）に
通
告
さ

れ
た
１８
歳
未
満
の
子
ど
も
は

１０
万
８
０
５
０
人
で
、
前
年

に
比
べ
１
・
０
％
増
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
虐
待
事
件
で
の

摘
発
は
前
年
比
１
・
７
％
増

の
２
１
７
０
件
で
と
も
に
過

去
最
多
を
更
新
し
た
。

虐
待
通
告
の
内
訳
は
、
子

ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対

し
て
暴
力
を
振
る
う
な
ど
の

「
面
前
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）」や

子
ど
も
に
暴
言
を
浴
び
せ
る

な
ど
の
「
心
理
的
虐
待
」
が

８
万
２
９
９
人
（
前
年
比

２
・
４
％
増
）で
最
も
多
く
、

全
体
の
７
割
を
占
め
た
。
次

い
で
「
身
体
的
虐
待
」
が
１

万
９
１
８
５
人
（
同
１
・
４

厚
生
労
働
省
は
、
事
業
主

や
人
事
労
務
担
当
者
、
産
業

保
健
ス
タ
ッ
フ
、
産
婦
人
科

医
な
ど
を
対
象
に
、
改
正
し

た
「
母
性
健
康
管
理
指
導
事

項
連
絡
カ
ー
ド
」
の
利
用
方

法
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
母
性
健

康
管
理
の
注
意
点
な
ど
、
母

性
健
康
管
理
を
巡
る
最
新
情

報
を
伝
え
る
た
め
の
「
母
性

健
康
管
理
研
修
会
」
を
オ
ン

デ
マ
ン
ド
で
配
信
し
て
い
る

（
配
信
期
間
：
２
０
２
２
年

１
月
２５
日
～
３
月
３１
日
）
。

内
容
は
、
２
０
２
１
年
１０

月
か
ら
１２
月
ま
で
に
計
９

回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開

催
し
た
研
修
会
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
、
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
に
基
づ

厚
生
労
働
省
が
１
月
２７
日

に
公
表
し
た
衛
生
行
政
報
告

例（
母
体
保
護
関
係
）に
よ
る

と
、
２
０
２
０
年
度
の
人
工

妊
娠
中
絶
届
出
件
数
は
１４
万

１
４
３
３
件
で
前
年
度
比
１

万
４
９
９
７
件
、
９
・
６
％

減
と
大
幅
に
減
少
。
全
て
の

年
齢
階
級
で
減
少
が
み
ら
れ

た
。
人
工
妊
娠
中
絶
実
施
率

（
女
子
人
口
千
対
）は
５
・
８

で
、
前
年
度
か
ら
０
・
４
低

下
し
、
過
去
最
低
を
更
新
。

１９
歳
以
下
で
は
４
・
５
か
ら

３
・
８
に
低
下
し
た
。

一
方
、
出
生
数
に
中
絶
数

を
加
え
た
妊
娠
数
中
の
中
絶

割
合
は
、
１４
・
４
％
（
前
年

度
１５
・
３
％
）
と
微
減
し
た

が
、
１９
歳
以
下
は
５９
・
７

％
、
４５
歳
以
上
で
４４
・
２
％

と
高
い
割
合
を
示
し
た
（
２

０
２
０
年
人
口
動
態
統
計
、

２
０
２
０
年
度
衛
生
行
政
報

告
例
を
も
と
に
算
出
）
。

（
２
０
２
２
年
２
月
１０
日
掲
載
）

％
減
）
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育

児
放
棄
）
な
ど
の
「
怠
慢
・

拒
否
」
が
８
２
７
０
人
（
同

６
・
６
％
減
）
、「
性
的
虐

待
」
が
２
９
６
人
（
同
０
・

３
％
増
）
だ
っ
た
。
摘
発
の

内
訳
で
は
、
「
身
体
的
虐

待
」
が
最
多
の
１
７
６
２
件

（
同
０
・
３
％
増
）
で
全
体

の
８
割
で
あ
っ
た
。

児
童
虐
待
に
つ
い
て
同
庁

は
「
通
告
児
童
数
、
検
挙

（
摘
発
）
件
数
と
も
に
増
加

傾
向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

家
族
等
私
的
な
関
係
の
中
で

発
生
す
る
こ
と
が
多
い
犯
罪

に
対
し
て
は
、
そ
の
性
質
上

犯
行
が
潜
在
化
し
や
す
い
傾

向
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て

対
策
に
当
た
る
必
要
が
あ

る
」
と
し
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

【
警
察
庁
】
令
和
３
年
の
犯

罪
情
勢

（
２
０
２
２
年
２
月
８
日
掲
載
）

く
母
性
健
康
管
理
措
置
、
母

健
連
絡
カ
ー
ド
の
改
正
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

ま
た
、産
婦
人
科
医
・
社
会
保

険
労
務
士
が
専
門
家
の
立
場

か
ら
、
母
健
連
絡
カ
ー
ド
の

活
用
方
法
、
妊
娠
中
・
出
産

後
の
女
性
労
働
者
の
体
調
管

理
、
職
場
環
境
づ
く
り
な
ど

に
つ
い
て
も
解
説
し
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

【
厚
生
労
働
省
】
「
母
性
健

康
管
理
研
修
会
」
の
オ
ン
デ

マ
ン
ド
配
信
を
開
始
し
ま
す

（
２
０
２
２
年
２
月
１
日
掲
載
）

東
京
都
は
、
性
自
認
及
び

性
的
指
向
に
関
す
る
都
内
企

業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
と
の
向
き
合
い
方
」
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
。

配
信
期
間
は
３
月
１１
日
㈮

ま
で
。
事
前
登
録
制
で
視
聴

は
無
料
。

都
は
東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
憲
章
に
基
づ
き
、
性
自
認

及
び
性
的
指
向
を
理
由
と
す

る
不
当
な
差
別
の
解
消
並
び

に
性
自
認
及
び
性
的
指
向
に

関
す
る
啓
発
等
を
推
進
し
て

い
る
が
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

は
性
自
認
及
び
性
的
指
向
に

関
す
る
理
解
を
社
会
に
よ
り

一
層
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
。

◇

〈
概
　
要
〉

配
信
期
間
：

２
０
２
２
年
２
月
１０
日
㈭

～
２
０
２
２
年
３
月
１１
日

㈮
対
　
　
象
：

東
京
都
に
在
住
又
は
在

学
、
在
勤
等
の
方

研
修
内
容
：

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
の
向
き
合
い

方～
デ
ー
タ
か
ら
見
る
当
事

者
の
想
い
～

※�

事
前
に
収
録
し
た
動
画

（
約
９０
分
）
を
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信

講
　
　
師
：

株
式
会
社
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
総
合

研
究
所

代
表
取
締
役
社
長
　
森
永

て
も
「
内
診
」
「
免
疫
学
的

妊
娠
診
断
」
が
必
要
と
の
記

載
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
を
踏
ま
え
、
「
内

診
」
な
ど
の
検
査
は
必
須
で

は
な
い
と
し
て
例
示
か
ら
削

除
し
た
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

【
厚
生
労
働
省
】
薬
事
・
食

品
衛
生
審
議
会(

医
薬
品
等

安
全
対
策
部
会
安
全
対
策
調

査
会)（

２
０
２
２
年
２
月
１
日
掲
載
）

厚
生
労
働
省
が
２
月
２５
日

に
公
表
し
た
人
口
動
態
統
計

（
速
報
値
）
に
よ
る
と
、
２

０
２
１
年
に
生
ま
れ
た
子
ど

も
は
、
前
年
比
３
・
４
％
減

（
２
万
９
７
８
６
人
減
）
の

８４
万
２
８
９
７
人
と
な
り
、

６
年
連
続
で
過
去
最
少
を
更

新
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
死
亡
数
は
前

年
比
４
・
９
％
増
の
１
４
５

万
２
２
８
９
人
で
戦
後
最
多

と
な
っ
た
。

自
然
増
減
（
出
生
数
︱
死

亡
数
）
は
、
前
年
か
ら
９
・

７
万
人
減
少
し
６０
万
９
３
９

２
人
と
な
っ
た
。

婚
姻
件
数
は
、
前
年
比

４
・
３
％
減
の
５１
万
４
２
４

２
組
で
戦
後
最
少
。

離
婚
件
数
は
、
前
年
比

４
・
５
％
減
の
１８
万
７
８
５

４
組
で
あ
っ
た
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
　
人
口
動
態
統

計
速
報
（
２
０
２
１
年
１２
月

分
）（

２
０
２
２
年
３
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

貴
彦
氏

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

【
東
京
都
】

性
自
認
及
び
性
的
指
向
に
関

す
る
企
業
研
修

（
２
０
２
２
年
２
月
１０
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

緊
急
避
妊
薬
の
添
付
文
書
を
改
訂�

投
与
前「
内
診
」求
め
ず

厚
労
省

２
０
２
１
年
の
児
童
虐
待
通
告
、

過
去
最
多
１０・８
万
人
、�

摘
発
２
千
件（
暫
定
値
）�

警
察
庁

「�

母
性
健
康
管
理
研
修
会
」を�

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

厚
労
省

２
０
２
０
年
度
の�

人
工
妊
娠
中
絶
届
出
件
数

前
年
度
比
１
割
減

性
自
認・性
的
指
向
に
関
す
る

都
内
企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を�

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催�

東
京
都

２
０
２
１
年
の
出
生
数�

８４
万
人（
速
報
値
）�

６
年
連
続
最
少�

厚
労
省
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女
性
が
健
康
を
守
る
た
め

に
、
安
心
し
て
、
適
切
か
つ

安
全
に
、
緊
急
避
妊
薬
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
す
「
緊
急
避
妊
薬
の

薬
局
で
の
入
手
を
実
現
す
る

市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
通

称
：
緊
急
避
妊
薬
を
薬
局
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
」
は
、
２

月
４
日
後
藤
茂
之
厚
生
労
働

大
臣
宛
に
緊
急
避
妊
薬
の
早

期
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
実
現
を
求
め
る

要
望
書
を
提
出
し
た
。
要
望

内
容
は
以
下
の
通
り
。

要
望
内
容
：
緊
急
避
妊
薬

の
早
期
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
実
現
を
求

め
る
要
望

１
.
避
妊
薬
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
の

検
討
・
課
題
整
理
を
早

急
に
進
め
る
こ
と

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年

３
月
１
日
か
ら
３
月
８
日
ま

で
を
「
女
性
の
健
康
週
間
」

と
定
め
、
女
性
の
健
康
づ
く

り
を
国
民
運
動
と
し
て
展
開

し
て
い
る
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様

化
す
る
中
で
、
女
性
が
生
涯

を
通
じ
て
健
康
で
明
る
く
、

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
す
た

め
の
総
合
的
な
支
援
を
目
的

と
し
、
国
及
び
地
方
公
共
団

体
、
関
係
団
体
等
、
社
会
全

体
が
一
体
と
な
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
取
組
や
普
及
啓
発
を
行

っ
て
い
る
。

今
般
、
今
年
の
「
女
性
の

健
康
週
間
」
の
実
施
に
あ
わ

せ
、
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
婦
人
科
受
診
の
ト
リ
セ
ツ

～
み
ん
な
で
知
ろ
う
。
婦
人

科
の
こ
と
～
」
を
公
開
し

た
。
（
「
ス
マ
ー
ト
・
ラ
イ

フ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
※
の

取
組
の
一
環
と
し
て
実
施
）

名
古
屋
大
学
と
浜
松
医
科

大
学
の
チ
ー
ム
が
共
同
研
究

で
、
子
ど
も
の
入
眠
時
刻
は

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
如
多
動

症
）
※
１

の
症
状
と
関
連

し
、
遺
伝
的
リ
ス
ク
の
低
い

子
ど
も
に
お
い
て
睡
眠
の
関

連
が
強
い
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
症
状
の

評
価
と
診
断
に
あ
た
っ
て
、

睡
眠
習
慣
を
考
慮
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。

本
研
究
結
果
か
ら
、
子
ど

も
の
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
症
状
を
評

価
す
る
と
き
に
は
、
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
症
状
の
強
さ
に
影
響
を
与

え
る
睡
眠
習
慣
を
丁
寧
に
聞

き
出
す
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
ま
た
現
在
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と

診
断
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
に

お
い
て
も
、
睡
眠
習
慣
を
適

切
に
評
価
し
、
入
眠
時
刻
が

極
端
に
遅
く
な
っ
て
い
る
こ

と
で
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
過
剰
に
診

断
さ
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か

を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
た
。

〈
ポ
イ
ン
ト
〉

○
８
～
９
歳
の
お
子
さ
ん
で

は
、
入
眠
時
刻
が
遅
い
こ

と
で
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
症
状
が
強

く
な
る

○
入
眠
時
刻
が
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
症

状
に
も
た
ら
す
影
響
は
、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
に
対
す
る
遺
伝

的
な
り
や
す
さ
に
よ
っ
て

異
な
る

○
子
ど
も
の
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
症
状

を
評
価
す
る
と
き
に
は
、

睡
眠
習
慣
を
丁
寧
に
聞
き

取
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

「
健
や
か
親
子
２１
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
ま
し
た
。

成
育
基
本
法
に
つ
い
て
の

解
説
を
加
わ
っ
た
ほ
か
、
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
期
等
の

各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
デ
ー
タ
や
資
料
が
ま
と
め

て
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
健
や
か
親
子

２１
～
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

期
の
健
康
に
関
す
る
情
報
サ

イ
ト
～
」

（
２
０
２
２
年
３
月
１
日
掲
載
）

２
.
緊
急
避
妊
薬
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ

化
の
検
討
に
あ
た
り
、

市
民
・
当
事
者
の
声
を

反
映
し
、
服
用
す
る
当

事
者
の
負
担
に
な
ら
な

い
条
件
や
対
応
を
考
慮

す
る
こ
と

３
.
緊
急
避
妊
薬
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ

化
の
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
等
国
際

機
関
の
勧
告
を
踏
ま

え
、
科
学
的
根
拠
に
基

づ
い
た
緊
急
避
妊
薬
の

提
供
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と

要
望
書
は
島
村
大
厚
生
労

働
大
臣
政
務
官
が
代
理
で
受

け
取
っ
た
。
政
務
官
か
ら
は

「
緊
急
避
妊
薬
の
安
全
性
の

議
論
は
か
な
り
進
ん
で
き
た

と
い
う
認
識
だ
が
、
避
妊
に

関
す
る
教
育
も
含
め
、
Ｏ
Ｔ

Ｃ
化
は
社
会
全
体
で
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
。
今

後
の
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
検

討
の
議
論
は
、
年
度
内
に
２

回
目
の
実
施
に
向
け
て
早
急

に
準
備
し
て
い
る
。
そ
の
後

の
検
討
に
つ
い
て
は
未
定
だ

が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

は
実
施
す
る
方
針
。
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
含
め
情
報

公
開
を
行
っ
て
い
く
。
」
と

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

【
緊
急
避
妊
薬
の
薬
局
で
の

入
手
を
実
現
す
る
市
民
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
】

厚
生
労
働
大
臣
宛
に
緊
急
避

妊
薬
の
早
期
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
実
現

を
求
め
る
要
望
書
を
提
出

【
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
】
緊
急

避
妊
薬
の
薬
局
販
売
、
当
事

者
目
線
で
の
実
現
を

緊
急
避
妊
薬
の
早
期
Ｏ
Ｔ
Ｃ

化
実
現
を
求
め
る
要
望
書
を

厚
生
労
働
大
臣
宛
に
提
出

（
２
０
２
２
年
２
月
１１
日
掲
載
）

と
い
う
。

※「
ス
マ
ー
ト
・
ラ
イ
フ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

「
健
康
寿
命
を
の
ば
そ

う
！
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る
企

業
・
団
体
・
自
治
体
と
協
力
・

連
携
し
な
が
ら
、
食
生
活
、

運
動
、
禁
煙
、
健
診
・
検
診

に
つ
い
て
具
体
的
な
ア
ク
シ

ョ
ン
の
呼
び
か
け
を
行
い
、

更
な
る
健
康
寿
命
の
延
伸
を

推
進
し
て
い
る
国
民
運
動
。

◇

東
北
大
学
、
早
稲
田
大

学
、
九
州
大
学
に
よ
る
研
究

グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
ま
で
公

表
さ
れ
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
（
筋
ト
レ
）
※
と
疾
病
・

死
亡
と
の
関
連
を
検
討
し
た

追
跡
研
究
を
網
羅
的
に
収
集

し
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
統
合

解
析
し
た
。

そ
の
結
果
、
筋
ト
レ
を
実

施
し
て
い
る
と
、
総
死
亡
・

心
血
管
疾
患
・
が
ん
・
糖
尿

病
の
リ
ス
ク
は
１０
～
１７
％
低

い
値
を
示
し
、総
死
亡
・
心
血

管
疾
患
・
が
ん
に
つ
い
て
は

週
３０
～
６０
分
の
範
囲
で
最
も

リ
ス
ク
が
低
く
、
糖
尿
病
は

実
施
時
間
が
長
け
れ
ば
長
い

ほ
ど
リ
ス
ク
が
低
か
っ
た
。

一
方
、
筋
ト
レ
の
実
施
時

間
が
週
１
３
０
～
１
４
０
分

を
超
え
る
と
、
総
死
亡
・
心

血
管
疾
患
・
が
ん
に
対
す
る

好
影
響
は
認
め
ら
れ
な
く
な

り
、
む
し
ろ
リ
ス
ク
は
高
い

値
を
示
し
た
（
図
１
）
。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
本
結

果
は
筋
ト
レ
の
長
期
的
な
健

康
効
果
を
示
す
一
方
、
や
り

す
ぎ
る
と
か
え
っ
て
健
康
効

※
１
　
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠

如
多
動
症
、Attention�

Deficit�Hyperactivity�
Disorder

）
：
じ
っ
と
し

て
い
る
こ
と
や
待
つ
こ
と
が

苦
手
と
い
っ
た
多
動
性
・
衝

動
性
と
、
集
中
力
を
持
続
す

る
こ
と
が
苦
手
と
い
っ
た
不

注
意
を
特
徴
と
し
、
１８
歳
以

下
の
約
５
％
、
成
人
の
約

２
・
５
％
に
見
ら
れ
る
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

https://w
w

w
.m

ed.
nagoya-u

.ac.jp/
m

edical_J/research/pdf/
JA_Net_２０２２０１０６.pdf

（
２
０
２
２
年
３
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

果
が
得
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
可
能
性
を
示
唆
す
る
重

要
な
知
見
で
あ
る
と
し
た
。

※
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
筋

ト
レ
）
：
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
（
レ
ジ
ス
タ
ン

ス
運
動
）
、
ウ
エ
イ
ト
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
、
自
重
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
、
筋
肉
に
繰
り
返

し
負
荷
が
か
か
り
、
筋
力
の

向
上
が
期
待
さ
れ
る
活
動
す

べ
て
を
含
む
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

【
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
】

ム
キ
ム
キ
を
目
指
す
だ
け
が

筋
ト
レ
で
は
な
い
。
筋
ト
レ

で
死
亡
・
疾
病
リ
ス
ク
が
減

少
　
週
３０
～
６０
分
を
目
安
に

文
献
原
文

（
２
０
２
２
年
３
月
７
日
掲
載
）

図１　�筋トレと疾病および死亡リスクとの関連
（東北大プレスリリースより）

特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
婦
人
科
に
ま
だ
馴
染
み

の
な
い
方
を
は
じ
め
、
受
診

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
迷
わ
れ

て
い
る
方
や
、
年
齢
と
共
に

体
調
の
変
化
や
悩
み
を
抱
え

る
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
女

性
た
ち
に
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
情
報
を
ま
と
め
て
い
る

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
「
女
性
の
健
康

週
間
」
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
ス
マ
ー
ト
・
ラ
イ
フ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
公
式
サ
イ
ト

内
「
婦
人
科
受
診
の
ト
リ
セ

ツ
～
み
ん
な
で
知
ろ
う
。
婦

人
科
の
こ
と
～
」

（
２
０
２
２
年
３
月
１
日
掲
載
）

厚
労
大
臣
に「
緊
急
避
妊
薬
の

早
期
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
」を
求
め
る

要
望
書
を
提
出

市
民
団
体

「
健
や
か
親
子
２１
」

Ｈ
Ｐ
が
リ
ニュ
ー
ア
ル

「
女
性
の
健
康
週
間
」

特
設
Ｈ
Ｐ
公
開

厚
労
省

入
眠
時
間
が
遅
い
子
に
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と

似
た
症
状

名古屋大・
浜松医大

筋
ト
レ
で
死
亡
・
疾
病
リ
ス
ク
が
減
少

30
～
60
分
を
目
安
に

東北大
ほ　か
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本
会
公
益
事
業
の
一
環
で

発
行
し
て
い
る
「
妊
娠
中
か

ら
考
え
る
　
お
産
の
あ
と
の

あ
な
た
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健

康
」
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
無
料
公
開

中
で
す
。
ど
な
た
で
も
お
手

持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
等
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

妊
娠
・
出
産
・
育
児
を
通

じ
た
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

の
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
情

報
が
満
載
で
す
の
で
、
母
子

健
康
手
帳
交
付
時
、
各
種
健

診
時
、
新
生
児
訪
問
の
際
な

ど
に
、
ぜ
ひ
お
母
さ
ん
、
お

父
さ
ん
や
ご
家
族
の
方
々
に

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

https://www.jfpa.or.jp/
anatato_akachan/

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に

関
す
る
啓
発
の
た
め
に
、
本

会
が
１
９
６
９
年
よ
り
毎
年

発
行
し
、
こ
れ
ま
で
行
政
施

設
、
医
療
施
設
、
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
企
業
な
ど
を
通
じ
て

多
く
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
妊

娠
・
出
産
・
育
児
に
役
立
て
ら

れ
て
き
た
啓
発
冊
子
で
す
。

２
０
２
４
年
度
よ
り
、
さ

「
妊
娠
中
か
ら
考
え
る

　
お
産
の
あ
と
の
あ
な
た
と

　
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
」
と
は

あなたと赤ちゃんの健康妊娠中から考える
お産のあとの

英語、中国語、ベトナム語など10言語にも対応！

新しくなった「あな赤」を、ぜひお役立てください新しくなった「あな赤」を、ぜひお役立てください

　本誌は日本語を含む11言語でお読みいた
だけます。
　専用アプリは不要です。音声読み上げ機
能もついています。二次元バーコードをス
マートフォンなどで読み取って、ご利用く
ださい。
【対応言語】
英語、簡体中国語、韓国語、スペイン語、
南米ポルトガル語、ベトナム語、インドネ
シア語、タイ語、タガログ語、ネパール語
※「QR Translator」は株式会社PIJINの商標登録です

日
本
語
を
含
む
11
言
語
に
対
応
！

音
声
読
み
上
げ
機
能
も

WEB版はこちら

ら
に
広
く
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
無
料
公
開

も
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
語
を
含
む
１１

言
語
で
お
読
み
い
た
だ
け
る

仕
様
と
な
っ
て
お
り
、
加
え

て
、
音
声
読
み
上
げ
機
能
も

付
い
て
お
り
ま
す
（
左
記
参

照
）
。

お
知
ら
せ

WEBにて
無料公開中！

警
察
庁
は
３
月
１０
日
、
２

０
２
１
年
中
の
少
年
非
行
等

及
び
児
童
虐
待
の
検
挙
等
の

状
況
、
子
ど
も
の
性
被
害
の

状
況
等
の
確
定
値
を
公
表
し

た
。そ

れ
に
よ
る
と
、
児
童
相

談
所
へ
の
児
童
虐
待
の
通
告

児
童
数
が
１０
万
８
０
５
９
人

人
（
前
年
度
比
１
０
６
８
人

増
）
、
検
挙
件
数
が
２
１
７

４
件
（
前
年
比
４１
件
増
）
と

な
り
、
と
も
に
過
去
最
多
を

更
新
し
た
。
検
挙
さ
れ
た
事

件
の
う
ち
、
加
害
者
の
割
合

で
は
「
実
父
」
が
最
多
の
１

０
３
９
人
で
、
全
体
の
お
よ

そ
半
分
を
占
め
た
。
「
実

母
」
は
５
６
８
人
で
あ
っ

た
。相

次
ぐ
児
童
虐
待
へ
の
対

応
を
強
化
す
る
た
め
、
警
察

庁
は
児
童
虐
待
危
険
度
を
４

８
項
目
で
判
定
す
る
全
国
統

一
の
「
児
童
虐
待
危
険
度
判

定
チ
ェ
ッ
ク
票
」
の
運
用
を

開
始
し
て
い
る
。
チ
ェ
ッ
ク

票
な
ど
を
用
い
て
、
児
童
虐

待
が
疑
わ
れ
る
事
案
の
危
険

性
・
緊
急
性
な
ど
の
判
断
を

行
っ
た
上
で
、
児
相
に
通
告

ま
た
は
情
報
提
供
を
行
う
な

ど
関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携

す
る
と
と
も
に
、
事
件
化
す

べ
き
事
案
に
つ
い
て
は
厳
正

な
捜
査
を
実
施
し
、
的
確
な

事
案
対
処
を
推
進
す
る
と
し

て
い
る
。

子
ど
も
の
性
被
害
に
つ
い

て
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に
起
因

し
た
事
件
の
被
害
児
童
数
が

１
８
１
２
人
（
前
年
比
７
人

減
）
で
、
高
止
ま
り
の
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
利
用
に
よ
る
被
害
児
童

数
が
多
い
サ
イ
ト
の
割
合
は

「
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
」

（
３６
・
８
％
）
が
最
多
で
、

次
い
で
「
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ

ａ
ｍ
」
（
１９
・
３
％
）
、

「
Ｙ
ａ
ｙ
！
」
（
６
・
２

％
）
と
続
い
た
。

警
察
庁
統
計
デ
ー
タ
よ
り

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

【
警
察
庁
】
少
年
非
行
、
児

童
虐
待
及
び
子
供
の
性
被
害

【
警
察
庁
】
な
く
そ
う
、
子

供
の
性
被
害
。

（
２
０
２
２
年
３
月
１４
日
掲
載
）

３
月
１８
日
、
厚
生
労
働
省

自
殺
対
策
推
進
室
が
２
０
２

１
年
の
警
察
庁
の
「
自
殺
統

計
に
基
づ
く
自
殺
者
数
の
推

移
等
」
（
確
定
値
）
を
発
表

し
た
。

２
０
２
１
年
の
自
殺
者
数

は
２
万
１
０
０
７
人
で
、
前

年
比
７４
人
減
と
な
り
２
年
ぶ

り
に
減
少
し
た
。
近
年
、
自

殺
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
っ

た
が
、
２０
年
に
１１
年
ぶ
り
に

増
加
し
、
２１
年
は
微
減
と
な

っ
た
。

内
訳
を
み
る
と
、
男
性
は

１
万
３
９
３
９
人
で
対
前
年

比
１
１
６
人
減
（
１２
年
連
続

の
減
少
）
、
女
性
は
７
０
６

８
人
で
対
前
年
比
４２
人
増

（
２
年
連
続
の
増
加
）
で
あ

っ
た
。

厚
労
省
は
「
ど
う
か
ひ
と

り
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
ず

に
、
ま
ず
は
ご
家
族
や
ご
友

人
、
職
場
の
同
僚
な
ど
、
身

近
な
人
に
一
言
相
談
し
て
ほ

し
い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
し
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

厚
生
労
働
省
　
自
殺
の
統
計

（
２
０
２
２
年
３
月
２２
日
掲
載
）

２
０
２
１
年
の
児
童
虐
待
最
多

通
告
10
・８
万
人（
確
定
値
）、加
害
者

の
半
数
が「
実
父
」 

子
ど
も
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

被
害
Ｔｗ
ｉ
ｔ
ｔｅｒ
が
37
％

警察庁

２
０
２
１
年
度
の
自
殺
者
数�

（
確
定
値
）２
万
１
０
０
７
人

�

厚
労
省
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私
は
、
自
治
体
保
健
師
と

し
て
２２
年
間
、
今
年
３
月
ま

で
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

最
初
の
１０
年
間
は
、
田
野
町

保
健
師
と
し
て
着
任
し
ま
し

た
。
そ
の
後
合
併
し
な
か
っ

た
５
町
村
に
お
い
て
、
平
成

で
き
る
持
続
可
能
な
介
護
の

体
制
づ
く
り
に
む
け
て
、
介

護
事
業
所
と
共
に
動
き
始
め

ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
か
ら
の
声
か
ら
始
ま
っ

た＂
ヘ
ル
パ
ー
が
足
ら
な
い
＂

当
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て

い
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
定
例

会
（
年
間
１０
回
）
に
お
い

て
、
「
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
が
難
し
く
な
っ
て
き

た
」
「
ヘ
ル
パ
ー
が
足
ら
な

い
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
て

２１
年
度
よ
り
、
中
芸
広
域
連

合
に
保
健
福
祉
課
が
設
置
さ

れ
、
保
健
福
祉
業
務
の
一
部

を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
平
成
２９
年
度
よ

り
４
年
間
、
当
連
合
介
護
サ

ー
ビ
ス
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
て
勤
務
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
行
政
）
と
民

間
の
医
療
・
介
護
の
事
業
所

と
で
取
り
組
み
始
め
た
「
中

き
ま
し
た
。

平
成
３０
年
度
、
中
芸
地
域

に
あ
る
４
つ
の
訪
問
介
護
事

業
所
の
現
状
を
調
査
し
、
現

状
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
た
。
ま
ず
は
、
４
事
業
所

の
１
か
月
間
の
事
業
実
績
か

ら
デ
ー
タ
分
析
し
、
結
果
に

基
づ
い
て
、
４
事
業
所
の
管

理
者
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

人
材
不
足
か
ら
く
る
ヘ
ル
パ

ー
の
労
働
衛
生
の
問
題
が
あ

が
っ
て
き
ま
し
た
（
図
１
）。

令
和
元
年
度
に
は
、
課
題

解
決
の
方
向
性
を
決
定
す
る

た
め
に
、
介
護
職
の
人
材
育

成
や
労
働
安
全
衛
生
な
ど
に

卓
越
し
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

招
聘
し
、
さ
ら
に
検
討
を
重

ね
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
当
自
治
体
の
介
護
事
業

所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
な
が
ら
、
研
修
体
制
や
事

業
所
が
主
体
と
な
っ
て
課
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
の

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
し
て

い
こ
う
、
と
方
向
性
を
決
定

し
ま
し
た
。

小
規
模
法
人
事
業
所
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
て

令
和
２
年
度
８
月
に
第
１

回
目
の
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
（
写
真
１
）。構
成
員
は
、

介
護
事
業
所
や
介
護
部
門
を

も
つ
医
療
法
人
の
管
理
者
、

各
構
成
町
村
の
介
護
担
当
課

長
と
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

で
、
３５
名
の
参
加
で
し
た
。

芸
で
支
え
る
医
療
・
介
護
の

体
制
づ
く
り
～
『
働
く
を
守

り
た
い
！
働
き
や
す
い
中
芸

地
域
づ
く
り
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

少
子
高
齢
化
地
域
に
お
い

て
、
持
続
可
能
な
介
護
体
制

づ
く
り
を
目
指
す

中
芸
広
域
連
合
は
、
高
知

県
東
部
に
あ
る
５
町
村
（
馬

路
村
・
安
田
町
・
田
野
町
・

奈
半
利
町
・
北
川
村
）
か
ら

構
成
さ
れ
た
自
治
体
で
す
。

総
人
口
約
１
万
４
６
１
人
、

高
齢
化
率
（
６５
歳
以
上
の
割

合
）
４３
・
４
％
（
２
０
２
０

年
）
の
少
子
高
齢
化
の
進
ん

で
い
る
中
山
間
地
域
で
、

「
２
０
５
０
年
問
題
」
は
既

に
２
０
１
７
年
に
到
来
し
て

い
ま
す
。

介
護
現
場
に
お
い
て
は
、

介
護
職
の
高
齢

化
や
人
材
不
足

の
上
に
、
人
材

確
保
も
難
航
し

て
い
ま
す
。
ま

た
、
多
く
が
小

規
模
事
業
所
で

あ
り
、
経
営
や

運
営
困
難
と
な

り
廃
業
に
追
い

込
ま
れ
、
新
た

な
利
用
サ
ー
ビ

ス
の
確
保
も
難

し
く
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

当
自
治
体
で

は
、
住
民
と
共

に
創
る
地
域
づ

く
り
だ
け
で
な

く
、
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
確
保
の

民
と
専
門
職
と
共
に
、
官
民

協
働
で
立
て
直
し
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
住
民
の
健
康
づ
く
り
と

同
時
に
、
職
域
の
健
康
づ
く

り
に
、
一
緒
に
取
り
組
む
地

域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
始
め

て
い
る
と
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。（

２
０
２
１
年
６
月
１
日
掲
載
）

高
知
産
業
保
健
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
と
し
て

４
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

私
の
産
業
保
健
の
活
動
は
、

地
域
の
窓
口
で
あ
る
地
域
産

業
保
健
セ
ン
タ
ー
（
地
産

保
）
の
事
業
場
訪
問
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
現
在
も
地
産
保

ス
タ
ッ
フ
を
支
援
す
る
立
場

と
し
て
小
規
模
事
業
所
の
支

援
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
中
西
部
に
位
置
す
る
須

崎
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

の
活
動
で
見
え
て
き
た
事
業

場
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

須
崎
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ

ー
の
体
制

須
崎
地
域
産
業
保
健
セ
ン

タ
ー
は
、須
崎
市
と
仁
淀
川
・

四
万
十
流
域
の
海
・
山
・
川

の
自
然
豊
か
な
１０
の
市
町
村

を
受
け
持
ち
エ
リ
ア
と
し
て

小
規
模
事
業
場
向
け
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
１０
月
時
点

で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１

名
、
登
録
産
業
医
１８
名
、
登

録
保
健
師
３
名
の
体
制
を
と

っ
て
い
ま
す
。
産
保
の
保
健

師
は
、
登
録
保
健
師
の
ピ
ン

チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
労
働
者

に
対
す
る
保
健
指
導
、
事
業

主
の
相
談
対
応
、
安
全
大
会

講
師
な
ど
、
月
に
１
～
２
回

程
度
小
規
模
事
業
場
に
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
登
録
産
業
医

は
旧
市
町
村
単
位
で
委
嘱
が

で
き
て
お
り
、
地
域
に
密
着

し
た
事
業
場
支
援
が
で
き
る

こ
と
も
当
地
産
保
の
強
み
で

す
。

小
規
模
事
業
場
労
働
者
の�

健
康
課
題

受
け
持
ち
エ
リ
ア
の
特
性

と
し
て
、
中
山
間
地
域
の
よ

う
な
遠
隔
地
が
多
く
、
土
木

建
設
業
、
農
林
業
等
の
重
作

業
の
あ
る
業
種
割
合
が
高
い

こ
と
。
ま
た
、
日
々
の
作
業

現
場
は
事
務
所
か
ら
遠
く
離

れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
何
か

あ
っ
て
も
す
ぐ
に
対
応
が
で

き
な
い
と
い
う
課
題
も
抱
え

て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
実
際
に
お
会
い

す
る
労
働
者
さ
ん
の
１０
人
中

８
人
は
有
所
見
者
で
す
。
こ

う
い
っ
た
重
作
業
の
現
場
で

働
く
方
々
に
共
通
す
る
所
見

は
「
高
血
圧
」
「
脂
質
異

常
」
「
肝
機
能
障
害
」
。
治

療
放
置
も
散
見
さ
れ
悩
ま
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

会
う
べ
き
人
に
会
え
る�

体
制
づ
く
り

気
に
な
る
ハ
イ
リ
ス
ク
者

は
現
場
作
業
で
あ
る
こ
と
を

理
由
に
「
保
健
指
導
お
断

り
」
に
な
る
と
い
っ
た
ケ
ー

ス
が
多
か
っ
た
実
態

職
場
の
労
働
安
全
衛
生
や
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
の

基
本
的
知
識
に
つ
い
て
共
有

し
、
そ
の
後
、
当
自
治
体
内

の
介
護
施
設
や
介
護
事
業

所
、
医
療
機
関
な
ど
で
働
く

全
職
員
を
対
象
に
腰
痛
チ
ェ

ッ
ク
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調

査
結
果
よ
り
、
働
き
続
け
ら

れ
る
、
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
に
お
け
る
課
題
も
見
え

て
き
始
め
ま
し
た
。
第
２
回

目
の
会
議
で
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
報
告
し
、
健
康
課

題
の
共
有
を
し
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
か
ら
課

題
解
決
に
向
け
た
作
業
部
会

の
立
ち
上
げ

平
成
２
年
度
に
は
、
前
年

度
の
構
成
員
の
意
見
か
ら
、

「
人
材
確
保
」
「
人
材
育
成

／
依
頼
労
働
安
全
衛
生
」

「
生
活
支
援
体
制
づ
く
り
」

の
３
部
会
を
設
定
し
、
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
風
に
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
い
、
活
発
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た

（
写
真
２
）
。
令
和
３
年
度

よ
り
、
本
格
的
に
課
題
解
決

に
向
け
た
上
記
３
つ
の
テ
ー

マ
を
部
会
開
催
で
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

当
自
治
体
は
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
の
加
速
な
ど
に
よ

り
、
公
的
支
援
の
危
機
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
我
々
は
、

介
護
現
場
の
現
状
を
住
民
に

知
っ
て
も
ら
い
、
住
民
同
士

で
あ
る
い
は

住
民
と
共
に

何
が
で
き
る

か
、
知
恵
を

出
し
合
い
、

支
え
あ
い
活

動
が
少
し
ず

つ
動
き
始
め

て
い
ま
す
。

生
活
支
援

と
は
何
か
、

介
護
と
は
何

か
、
私
た
ち

行
政
は
、
住
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本
連
載
で
は
、
職
域
保
健
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
ご
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
よ
り
、
高
知
県
に
お
け
る
行
政
分
野
で
の

産
業
保
健
活
動
の
取
り
組
み
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
下
の
教
育
体
制
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま
す
。
今
月
は
、
高
知
県
東
部
・
中

芸
地
域
に
お
け
る
行
政
分
野
で
の
産
業
保
健
活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
前
中
芸

広
域
連
合
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の
廣
末
ゆ
か
さ
ん
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

す
。�

（
編
集
部
）

　
本
連
載
で
は
、
職
域
保
健
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
ご
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
前
回
よ
り
、
高
知
県
に
お
け
る
産
業
保
健
活
動

の
取
り
組
み
の
現
状
と
そ
の
課
題
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
月
は
、
高
知
県
中
西
部
に
お
け
る
小
規
模
事
業
場
で
の
産
業
保
健
活
動
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
高
知
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
豊
田
あ
さ
み
さ
ん
に
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
す
。�

（
編
集
部
）

図表１　須崎地域産業保健センターの体制

写真２　�令和２年度小規模法人事業所ネ
ットワーク会にて３つのテーマ
で行ったワールドカフェの様子

（
↖
）

�職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から
廣末 ゆか前中芸広域連合

地域包括支援センター長

行
政
分
野
に
お
け
る
産
業
保
健
の
取
り
組
み

～
中
芸
で
支
え
る
医
療・介
護
の
体
制
づ
く
り
～

�職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から
豊田 あさみ独立行政法人労働者健康安全機構 高知産業

保健総合支援センター 産業保健専門職（保健師）

高
知
県
の
事
業
所
支
援
か
ら
見
え
て
き
て
い
る
も
の

～
高
知
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー 

保
健
師
と
し
て
～



家 　 族 　 と 　 健 　 康（　）23 2025年（令和 7年）8月 1日 （2021年度号）

を
改
善
す
べ
く
、
２

０
１
９
年
度
か
ら
、
対
象
者

の
選
定
を
産
業
医
に
依
頼
。

コ
メ
ン
ト
に
追
記
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
先
生
方
か
ら
も
「
こ
う

い
っ
た
視
点
で
作
業
場
を
見

て
き
て
ほ
し
い
。
」
と
の
助

言
が
事
前
に
い
た
だ
け
る
こ

と
も
あ
り
、
思
っ
た
以
上
の

産
物
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も

「
就
業
制
限
」
の
労
働
者
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
連
絡

票
を
作
成
し
保
健
師
・
産
業

医
間
で
相
互
に
報
告
・
相
談

が
で
き
る
体
制
も
整
い
つ
つ

あ
り
ま
す
。
年
度
内
に
訪
問

実
績
の
報
告
を
兼
ね
て
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
と
も
に
す

べ
て
の
先
生
方
の
も
と
へ
お

伺
い
す
る
こ
と
も
定
例
化
。

地
産
保
と
い
う
チ
ー
ム
で
の

産
業
保
健
活
動
は
、
少
し
ず

つ
前
に
進
ん
で
い
ま
す
。

◇

地
産
保
活
動
の

今
後
に
つ
い
て

休
憩
時
間
の
一
服
、
仕
事

帰
り
の
一
杯
に
至
福
の
時
を

感
じ
て
お
ら
れ
る
方
々
の
価

値
観
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

ま
ず
は
お
話
を
聴
く
こ
と
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。
私
は

「
よ
く
眠
れ
て
い
ま
す

か
？
」
と
い
う
問
い
か
け
を

し
ま
す
。

「
眠
れ
な
い
か
ら
飲
む
」

「
だ
ん
だ
ん
量
が
増
え
る
」

「
飲
ん
で
何
が
悪
い
？
」

と
い
う
ふ
う
に
、
飲
酒
に

対
す
る
思
い
を
語
っ
て
く
れ

る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

さ
ら
に
そ
の
背
景
に
は
、
単

身
者
で
あ
っ
た
り
、
同
居
家

族
の
介
護
問
題
等
の
理
由
が

見
え
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
特
に
治
療
放
置
者
に

は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら

健
康
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
持
ち
に
く
い
方
々
が
多
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
継
続
的

な
か
か
わ
り
を
必
要
と
す
る

対
象
者
の
場
合
は
、
地
産
保

利
用
に
上
限
が
あ
る
こ
と

（
年
度
内
２
回
ま
で
）
と
、

現
在
の
マ
ン
パ
ワ
ー
で
は
対

応
の
限
界
も
あ
り
ま
す
。
来

年
度
に
向
け
て
、
継
続
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン

面
接
も
視
野
に
入
れ
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
こ
う
と
計

画
中
で
す
。

保
健
所
管
内
地
域
職
域
連

携
会
議
担
当
者
間
で
の
「
顔

の
見
え
る
関
係
づ
く
り
」
も

進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
を
実

の
あ
る
活
動
に
し
て
い
く
た

め
に
は
情
報
共
有
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
担
当
者
間
で
と

も
に
考
え
、
地
域
づ
く
り
に

貢
献
で
き
る
地
産
保
で
あ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
２
０
２
１
年
１１
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

私
が
電
話
相
談
員
と
な
っ

て
も
う
す
ぐ
１
年
た
と
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
地

域
の
家
族
問
題
に
関
わ
る
中

で
、
子
ど
も
の
思
春
期
の
発

達
課
題
を
先
延
ば
し
に
し
た

ま
ま
時
が
た
ち
、
困
難
を
迎

え
た
と
き
に
そ
れ
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
問
題

が
大
き
く
な
り
、
ど
う
に
も

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ケ

ー
ス
に
対
応
す
る
こ
と
が

度
々
あ
り
ま
し
た
。

「
思
春
期
」
と
い
う
時
期

の
大
切
さ
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
、
受
講
し
た
Ｊ
Ｆ
Ｐ

Ａ
思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
Ⓡ

で
思
春
期
の
子
供
た
ち
の
自

我
同
一
性
の
確
立
に
影
響
す

る
性
の
問
題
に
つ
い
て
学

び
、
相
談
員
と
し
て
子
ど
も

た
ち
の
相
談
を
受
け
始
め
ま

し
た
。

高
校
３
年
の
女
性
か
ら

「
初
め
て
彼
が
で
き
て
と
て

も
う
れ
し
い
。
で
も
母
親
が

『
若
い
男
は
性
欲
が
強
い
か

ら
危
な
い
』
と
言
っ
て
交
際

を
反
対
さ
れ
て
い
る
。
セ
ッ

ク
ス
は
ま
だ
だ
け
ど
、
し
て

み
た
い
気
持
ち
も
あ
る
。
ど

う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う

か
？
」
と
い
う
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。

交
際
は
二
人
の
意
思
で
関

係
を
築
く
も
の
で
、
母
親
が

禁
止
す
る
権
利
は
な
く
、
自

分
の
気
持
ち
を
大
事
に
し
て

決
め
る
よ
う
に
伝
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
避
妊
や
性
感

染
症
に
つ
い
て
は
「
よ
く
知

ら
な
い
」
と
言
う
彼
女
を
母

親
が
心
配
す
る
こ
と
は
当
然

で
あ
る
こ
と
も
伝
え
、
セ
ッ

ク
ス
の
前
に
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
、
自
分
で
自
分
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
話
し
ま
し

た
。彼

女
は
信
頼
し
て
い
た
母

親
に
対
す
る
抵
抗
を
感
じ
、

自
立
と
依
存
の
間
で
悩
ん
で

い
ま
し
た
が
、
自
身
の
行
動

に
伴
う
リ
ス
ク
や
責
任
を
意

識
す
る
こ
と
は
ま
だ
で
き
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
対
等
な
交
際
関
係
や
自
立

し
た
親
子
関
係
を
築
い
て
い

き
、
Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
も
味
方

に
つ
け
、
自
分
の
思
う
よ
う

に
歩
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

ま
た
、
電
話
相
談
で
は
母

親
か
ら
、
子
ど
も
の
性
に
つ

い
て
の
相
談
も
度
々
あ
り
ま

す
。
性
の
正
し
い
知
識
を
親

世
代
も
広
く
学
ぶ
機
会
の
必

要
性
を
感
じ
ま
す
。

別
の
相
談
で
は
、
高
校
１

年
の
男
子
か
ら
「
学
校
の
性

教
育
で
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
は

正
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
を

教
え
ら
れ
た
。
じ
ゃ
あ
正
し

い
や
り
方
っ
て
ど
う
す
れ
ば

分
か
り
ま
す
か
？
」
と
い
う

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

性
行
為
は
相
手
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、

お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
一

緒
に
作
り
上
げ
て
い
く
も
の

で
、
正
し
い
答
え
を
教
え
て

も
ら
う
も
の
で
は
な
い
こ
と

を
伝
え
、
ま
ず
自
分
自
身
で

考
え
て
み
る
た
め
の
教
材
と

し
て
北
村
所
長
の
著
書
「
テ

ィ
ー
ン
ズ
・
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ッ

ク
」
を
勧
め
ま
し
た
。

思
春
期
は
多
く
の
出
会
い

の
中
で
、
失
敗
を
経
験
し
た

り
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も

自
分
を
見
つ
め
、
相
手
と
の

関
係
性
を
築
い
て
い
く
と
て

も
大
切
な
時
期
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
に
よ

り
人
と
の
交
流
を
制
限
さ
れ

る
生
活
を
強
い
ら
れ
る
状
況

が
早
く
収
束
す
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

さ
て
、
歴
史
あ
る
「
思
春

期
・
Ｆ
Ｐ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

は
近
年
の
若
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
変
化
に

伴
い
、
４
月
か
ら
は
電
話
相

談
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ

ン
）
相
談
に
変
わ
り
ま
し

た
。
早
速
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
慣
れ

た
若
者
か
ら
の
相
談
が
少
し

ず
つ
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
疎
い
私
も
時
代
に

合
わ
せ
て
ま
た
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
子
供
た
ち
の
悩
み
に

寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
で
は
流
産
に
関
す

る
相
談
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。忘

れ
ら
れ
な
い
の
は
、
妊

娠
５
か
月
で
３
回
目
の
流
産

に
直
面
し
た
女
性
と
の
対
話

で
す
。
す
で
に
女
の
子
が
い

ま
し
た
が
、
何
代
も
続
く
商

家
の
嫁
と
し
て
長
男
誕
生
を

期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
１
週
間
前
に

流
産
。
強
い
衝
撃
を
受
け
、

泣
き
崩
れ
て
い
ま
し
た
。
個

人
情
報
保
護
の
た
め
一
部
状

況
を
変
え
ま
し
た
が
、
そ
の

時
の
や
り
と
り
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
し
た
。

相
談
者
「
５
か
月
の
子
は

も
う
、
お
な
か
の
中
で
動
い

て
い
た
ん
で
す
（
号
泣
）

…
…
そ
れ
な
の
に
心
臓
、
止

め
て
し
ま
っ
て
、
ご
め
ん
な

さ
い
、
苦
し
か
っ
た
で
し
ょ

っ
て
、
私
、
そ
の
子
に
謝
る

し
か
な
か
っ
た
」

―
う
ん
…
…
ご
め
ん
な
さ

い
っ
て
…
…
。

相
談
者
「
本
当
な
ら
命
を

生
み
出
す
体
な
の
に
、
私
の

体
は
殺
し
て
し
ま
う
体
…
生

き
て
い
る
価
値
が
な
い
」

―
殺
し
て
し
ま
う
体
…
…

そ
う
思
う
の
は
つ
ら
い
、
つ

ら
い
で
す
ね
…
…
。

相
談
者
「
流
産
す
る
た
び

に
夫
の
両
親
は
火
葬
に
し
て

く
れ
て
た
ん
で
す
ね
。
す
ご

く
申
し
訳
な
く
て
『
こ
こ
に

私
が
来
た
ば
っ
か
り
に
、
お

墓
を
傷
つ
け
て
ご
め
ん
な
さ

い
』
っ
て
今
日
、
謝
っ
た
ん

で
す
。
そ
う
し
た
ら
『
気
の

毒
だ
っ
た
ね
』
っ
て
、
言
っ

て
は
く
れ
ま
し
た
。
で
も
、

夫
は
跡
取
り
な
の
で
、
重
い

で
す
」

―
そ
う
い
う
重
さ
を
、
ず

っ
と
ず
っ
と
、
抱
え
て
こ
ら

れ
た
ん
で
す
ね
…
…
。

相
談
者
「
す
ご
く
重
い
…

…
重
い
で
す
。
も
う
、
簡
単

に
死
ね
る
も
の
な
ら
死
に
た

い
。
こ
の
状
況
か
ら
逃
げ
出

し
た
い
」

―
う
ん
…
…
死
に
た
い
ほ

ど
、
逃
げ
出
し
た
い
ほ
ど

…
…
。

相
談
者
「
（
長
い
沈
黙
）

で
も
…
…
娘
の
た
め
に
元
気

な
お
母
さ
ん
を
や
っ
て
い
か

な
く
ち
ゃ
っ
て
、
思
う
ん
で

す
よ
ね
」

―
お
嬢
さ
ん
の
た
め
に

…
…
。

相
談
者
「
は
い
。
そ
れ

と
、
死
ん
だ
子
に
は
、
毎
日

ず
っ
と
手
を
合
わ
せ
て
る
ん

で
す
ね
」

―
あ
あ
、
毎
日
手
を
…
…

お
母
さ
ん
の
思
い
、
き
っ
と

伝
わ
っ
て
ま
す
よ
ね
。
殺
し

て
し
ま
う
体
ど
こ
ろ
か
、
お

な
か
の
子
を
い
と
お
し
ん

で
、
い
と
お
し
ん
で
、
生
ま

れ
て
く
る
こ
と
を
心
か
ら
祈

っ
て
い
た
ん
で
す
も
の
ね
。

相
談
者
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
…
…
今
は
ま
だ
自

２
０
１
１
年
春
か
ら
思
春

期
保
健
相
談
士®

の
資
格
を

生
か
せ
る
活
動
が
し
た
い

と
、
病
院
で
フ
ル
タ
イ
ム
の

助
産
師
を
す
る
傍
ら
、
日
本

家
族
計
画
協
会
で
の
電
話
相

談
に
細
々
と
従
事
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
電
話
に
つ
な
が

っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
感

じ
た
ケ
ー
ス
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
同
時
に
性
的
い

た
ず
ら
電
話
も
た
く
さ
ん
受

け
ま
し
た
。

働
き
始
め
た
頃
に
、
相
談

員
に
な
る
た
め
に
研
修
に
来

て
い
た
方
が
性
的
な
い
た
ず

ら
電
話
を
受
け
、「
自
分
に
は

続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

と
早
々
に
辞
め
て
い
っ
た
こ

と
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
経
験
が
浅
い
と
相
手
が

リ
ピ
ー
タ
ー
か
ど
う
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
。
先
輩
相
談
員

に
内
容
を
伝
え
る
と
、「
リ
ピ

ー
タ
ー
だ
ね
」
と
教
え
て
も

ら
い
、
淡
々
と
返
答
し
て
切

る
と
い
う
対
応
を
覚
え
て
い

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
じ

め
に
相
談
を
受
け
て
い
た
の

に
、
最
終
的
に
は
相
談
者
の

自
慰
行
為
に
巻
き
込
ま
れ
て

し
ま
う
と
い
う
性
的
暴
力
の

被
害
者
に
な
る
こ
と
も
多
々

あ
り
、そ
の
都
度「
マ
ス
タ
ー

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
他
人
を
巻
き

込
む
こ
と
は
ル
ー
ル
違
反
」

「
あ
な
た
が
や
っ
て
い
る
こ

と
は
犯
罪
で
す
」
「
二
度
と

か
け
て
こ
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
い
っ
た
内
容
の
こ
と

伝
え
て
切
る
よ
う
に
し
て
い

ま
し
た
。

相
談
者
が
ど
こ
ま
で
相
談

員
の
立
場
を
考
え
て
行
っ
て

い
る
行
為
な
の
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
相
談
者
の
年
齢
も

声
だ
け
で
は
思
春
期
の
対
象

年
齢
か
ど
う
か
も
判
断
も
で

き
ま
せ
ん
。「
無
料
の
相
談
だ

か
ら
」「
相
手
は
思
春
期
相
談

の
専
門
家
だ
か
ら
」「
相
手
は

仕
事
だ
か
ら
」と
言
っ
て
、性

的
嫌
が
ら
せ
を
受
け
て
い
い

と
い
う
理
由
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
相
談
者
の
耳
に
私
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
の
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
許
容
し

て
は
い
け
な
い
行
為
に
対
し

て
は
は
っ
き
り
と「
Ｎ
Ｏ
」と

伝
え
る
こ
と
を
ポ
リ
シ
ー
と

し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

「
思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
ホ
ッ
ト

分
が
ど
う
救
わ
れ
る
か
、
何

に
も
見
出
せ
な
い
ん
で
す
け

ど
、
で
も
話
を
聴
い
て
も
ら

え
た
だ
け
で
救
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
今
回
、
初
め
て
夫
に

支
え
ら
れ
た
思
い
が
す
る
ん

で
す
」

―
初
め
て
支
え
ら
れ
た

…
…
。

相
談
者
「
今
ま
で
は
ま
る

で
支
え
て
く
れ
な
く
て
、
離

婚
も
考
え
て
た
ん
で
す
ね
。

で
も
今
回
私
の
気
持
、
よ
く

わ
か
っ
て
く
れ
て
、
離
婚
し

な
く
て
よ
か
っ
た
っ
て
思
え

る
。
そ
れ
だ
け
は
つ
か
め
た

思
い
な
ん
で
す
」

―
あ
あ
、
そ
れ
だ
け
は
し

っ
か
り
と
つ
か
め
た
思
い
。

気
持
ち
が
通
じ
合
え
た
ん
で

す
ね
。

相
談
者
「
は
い
、
そ
れ
だ

け
は
。
ま
だ
ず
っ
と
つ
ら
い

と
思
う
け
ど
話
し
て
よ
か
っ

た
で
す
」

話
を
聴
き
な
が
ら
、
血
の

に
じ
む
よ
う
な
悲
し
み
も
わ

ず
か
に
和
ら
ぎ
、
失
っ
た
体

験
だ
け
で
は
な
く
、
大
切
に

し
た
い
こ
と
や
得
ら
れ
た
こ

と
に
も
目
を
向
け
て
い
か
れ

た
心
の
流
れ
を
感
じ
と
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
相
談
員

に
な
っ
て
間
も
な
い
頃
の
こ

と
で
し
た
が
、
語
る
こ
と
に

よ
っ
て
回
復
し
て
い
く
人
間

の
力
を
教
え
ら
れ
、
励
ま
さ

れ
た
こ
と
が
よ
み
が
え
り
ま

す
。

◆
　
◆
　
◆

図表２　保健指導の内訳（2020年度） グラフ1　業種別地産保利用状況（2020年度）

写真1　小規模事業場安全衛生大会の講演風景（2019年）

（
↙
）

（
２4
面
へ
続
く
）

市谷
クリニックへ
ようこそ！

中
尾
　
光
子

思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
相
談
員

（
２
０
２
１
年
５
月
１
日
掲
載
）

赤
城
　
惠
子

東
京
都
不
妊
・
不
育

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
相
談
員

（
２
０
２
１
年
６
月
１
日
掲
載
）

幸
﨑
　
若
菜

思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談
員

（
２
０
２
１
年
７
月
１
日
掲
載
）



（　）242025年（令和 7年）８月 1日家 　 族 　 と 　 健 　 康（2021年度号）

ラ
イ
ン
」
は
、
時
代
の
流
れ

と
と
も
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
相

談
に
移
行
し
、
こ
の
よ
う
な

性
的
い
た
ず
ら
に
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
相

談
員
と
し
て
の
ス
ト
レ
ス
は

減
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
移

行
し
て
間
も
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
性
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
た
可
能
性
が
否
定
で
き

な
い
ケ
ー
ス
の
相
談
も
入
っ

て
い
ま
す
。
私
は
性
暴
力
被

害
に
積
極
的
に
取
り
組
む
施

設
で
勤
務
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
ケ
ー
ス
の
振
り
返
り

も
か
ね
て
、
近
年
話
題
に
な

っ
て
い
る
レ
イ
プ
ド
ラ
ッ
グ

に
つ
い
て
、
先
日
相
談
員
で

の
自
主
勉
強
会
で
共
有
し
ま

し
た
。
相
談
員
は
思
春
期
保

健
相
談
士
Ⓡ

の
資
格
を
持

ち
、
本
業
と
し
て
医
療
や
保

健
・
教
育
機
関
で
働
く
専
門

職
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
現

場
は
さ
ま
ざ
ま
で
知
識
や
経

験
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
多
様

な
現
場
で
働
い
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
そ
の
知
識
や
経
験
を

仲
間
で
共
有
し
て
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
今

求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

時
代
は
変
化
し
、
人
と
の

つ
な
が
り
方
も
価
値
観
も
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
を
始
め
た
か
ら

こ
そ
、
文
字
だ
け
で
相
談
に

乗
る
こ
と
の
難
し
さ
を
全
員

が
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
変

化
に
順
応
で
き
る
ま
で
に
ど

の
く
ら
い
時
間
が
か
か
る
の

か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
私

た
ち
相
談
員
も
若
者
に
利
用

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
時
代

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
て

い
く
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
の
相
談
員
は

経
過
や
理
由
は
異
な
り
ま
す

が
、
不
妊
に
悩
ん
だ
当
事
者

（
ピ
ア
）
に
よ
る
相
談
と
な

り
ま
す
。
私
は
今
年
か
ら
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
電
話
を
か
け
る
こ
と

の
ハ
ー
ド
ル
が
決
し
て
低
く

は
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
相

談
者
さ
ん
の
第
一
声
か
ら
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
不
妊
治
療

中
の
誰
に
も
話
せ
な
い
気
持

ち
を
お
聴
き
す
る
機
会
が
一

番
多
い
の
で
す
が
、
最
近
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
新

型
コ
ロ
ナ
）
に
よ
る
環
境
変

化
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
相

談
を
受
け
る
こ
と
も
増
え
て

き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
４０
代
の
お
二
人
の
方
の

相
談
を
紹
介
し
ま
す
。
お
一

人
目
は
「
在
宅
ワ
ー
ク
と
な

日
本
家
族
計
画
協
会
で

は
、
こ
の
４
月
か
ら
思
春
期

に
関
す
る
相
談
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
変
更
し
ま
し
た
が
、
「
Ｏ

Ｃ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」
と
い
う

経
口
避
妊
薬
（
Ｏ
Ｃ
）
に
関

す
る
電
話
相
談
は
継
続
さ
れ

て
い
ま
す
。

先
日
、
午
後
か
ら
の
当
番

で
出
勤
す
る
と
、
午
前
中
の

相
談
員
が
電
話
中
で
、
な
に

や
ら
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。

最
近
コ
ロ
ナ
禍
で
登
録
者

数
も
増
え
て
い
る
と
い
う
マ

ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
を
利
用
し

た
被
害
の
相
談
事
例
を
経
験

し
ま
し
た
。

名
付
け
る
と
、
出
会
い
系

詐
欺
と
で
も
言
い
ま
し
ょ
う

か
。
相
談
者
は
２０
歳
の
女
子

大
学
生
で
し
た
。
マ
ッ
チ
ン

グ
ア
プ
リ
で
や
り
と
り
す
る

う
ち
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
Ｉ
Ｄ
を

交
換
し
ま
し
た
。
気
が
合
う

ね
と
話
が
盛
り
上
が
り
、

「
好
き
だ
」と
告
白
を
さ
れ
た

の
で
す
。
告
白
を
さ
れ
た
こ

と
が
初
め
て
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
嬉
し
く
て
舞

い
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
と
、

彼
女
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
会
い
た
い
」

と
言
わ
れ
、
彼
の
最
寄
り
駅

で
待
ち
合
わ
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
彼
女
自
身
、
人

混
み
が
苦
手
、
コ
ロ
ナ
も
心

配
と
い
う
こ
と
で
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
個
室
も
あ
る
ネ
ッ
ト

カ
フ
ェ
に
行
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
こ
で
再
度
告
白
を
さ

れ
、
身
体
の
関
係
を
半
ば
強

引
に
迫
ら
れ
、
避
妊
無
し
の

性
行
為
に
至
り
ま
し
た
。

好
き
な
の
で
あ
れ
ば
、
性

行
為
も
仕
方
が
な
い
の
か

と
、
個
室
の
空
間
で
は
、
あ

き
ら
め
に
似
た
気
持
ち
だ
っ

た
と
。

そ
し
て
、
帰
り
際
、
彼
は

手
持
ち
の
お
金
が
な
い
の

で
、
自
転
車
の
駐
輪
代
１
０

０
円
を
彼
女
に
貸
し
て
ほ
し

い
と
頼
み
、
彼
女
は
１
０
０

円
を
貸
し
た
上
に
ネ
ッ
ト
カ

フ
ェ
代
金
も
支
払
っ
た
と
い

い
ま
す
。

そ
の
経
緯
を
何
気
な
く
大

学
の
友
人
に
話
し
た
と
こ

ろ
、
や
ば
い
よ
そ
れ
！
　
と

指
摘
さ
れ
、
そ
の
友
人
が
い

ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
る
中
、

知
識
の
な
か
っ
た
緊
急
避
妊

の
こ
と
を
知
り
、
婦
人
科
に

駆
け
込
ん
で
き
た
と
い
う
経

緯
で
す
。

緊
急
避
妊
が
間
に
合
っ
た

こ
と
に
、
ホ
ッ
と
し
な
が

ら
、
友
人
に
相
談
で
き
て
よ

か
っ
た
こ
と
、
そ
の
友
人
に

は
感
謝
し
て
も
余
り
あ
る
こ

と
を
話
し
ま
し
た
。

運
良
く
、
月
経
が
始
ま
り

妊
娠
は
免
れ
ま
し
た
。
こ
の

先
も
医
療
機
関
と
関
わ
り
を

持
て
る
よ
う
、
月
経
が
終
わ

っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
性
感
染

症
の
検
査
も
す
る
よ
う
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。

そ
の
相
手
の
男
性
に
つ
い

て
お
聞
き
す
る
と
、
歳
は
２６

歳
、
職
業
は
消
防
団
員
と
。

そ
れ
し
か
知
ら
な
い
よ
う
で

し
た
。

こ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
の
多

く
は
、
泣
き
寝
入
り
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
、
実
際
に
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
を
若
い
世
代
に
伝
え

て
い
く
こ
と
が
大
事
な
の
で

は
と
思
い
、
今
回
話
題
に
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
マ
ッ
チ
ン
グ
ア

プ
リ
で
、
お
付
き
合
い
、
結

婚
ま
で
い
っ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
よ
う
で
す
が
、
い
ろ

い
ろ
と
気
を
付
け
る
に
越
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
大
学
生
の
場
合
も
、

会
っ
て
も
な
い
の
に
告
白
さ

れ
た
こ
と
、
彼
の
最
寄
り
駅

に
初
め
て
の
デ
ー
ト
で
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

最
初
の
デ
ー
ト
が
半
個
室
、

そ
し
て
代
金
は
彼
女
が
払

い
、
そ
こ
で
避
妊
な
し
に
身

体
の
関
係
を
迫
る
、
駐
輪
場

代
ま
で
貸
す
。
職
業
は
消
防

団
。
そ
も
そ
も
消
防
士
で
は

様
子
。
耳
を
か
た
む
け
て
み

る
と
、
「
Ｏ
Ｃ
の
オ
ン
ラ
イ

ン
処
方
後
の
対
応
」
の
よ
う

で
し
た
。
２０
代
会
社
員
で
あ

る
相
談
者
は
、
初
め
て
の
Ｏ

Ｃ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
で
処

方
さ
れ
、
「
月
経
開
始
時
に

内
服
を
始
め
る
」
と
い
う
説

明
の
も
と
、
予
定
月
経
初
日

に
内
服
を
開
始
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
月
経
は
起
こ
ら

ず
、
不
安
に
思
い
な
が
ら
も

内
服
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

５
日
後
、
嘔
気
、
発
熱

（
３７
・
５
℃
）
の
症
状
を
自

覚
し
、
内
服
開
始
前
に
腟
外

射
精
の
性
交
が
あ
っ
た
た

め
、
「
妊
娠
し
た
の
で

は
？
」
と
不
安
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

先
に
電
話
を
し
ま
し
た
が
、

電
話
が
つ
な
が
ら
ず
、
「
Ｏ

Ｃ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」
に
た
ど

り
着
い
た
そ
う
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
た
め
、
時
限
的
に
初
診

で
も
診
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
処
方
箋

は
医
師
か
ら
薬
局
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
送
付
し
、
患
者
は
電
話
な

ど
で
薬
剤
師
か
ら
服
薬
指
導

を
受
け
、
薬
は
郵
送
な
ど
で

送
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
緊
急
避
妊
薬
や
Ｏ
Ｃ

の
処
方
も
同
様
で
、
婦
人
科

受
診
に
抵
抗
が
あ
る
利
用
者

に
は
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
実
態
把
握
や
利
用
者
の

満
足
度
な
ど
は
十
分
に
調
査

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
緊
急
避

妊
は
薬
の
処
方
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
ケ
ア
が
必
要
な
場

合
が
多
く
、
３
週
間
後
の
結

果
が
判
明
す
る
頃
に
は
医
療

機
関
を
受
診
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
し
、
Ｏ
Ｃ
は
避
妊

以
外
に
、
月
経
痛
や
月
経
前

症
候
群
（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
）
、
月
経

不
順
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
副

効
用
が
期
待
で
き
ま
す
が
、

ま
ず
は
正
し
く
服
用
で
き
な

く
て
は
効
果
も
発
揮
さ
れ
ま

せ
ん
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
で
Ｏ
Ｃ

の
説
明
や
継
続
可
能
な
サ
ポ

ー
ト
を
得
る
た
め
に
、
少
な

く
と
も
通
話
が
可
能
で
あ
る

必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
厚
労
省
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
で
は
「
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
視
覚
及
び
聴
覚
の
情
報

を
含
む
情
報
手
段
」
を
採
用

し
、
対
面
診
療
に
代
替
し
得

る
程
度
の
も
の
で
あ
る
必
要

が
あ
る
と
示
し
て
お
り
、
文

字
、
写
真
及
び
録
画
動
画
、

チ
ャ
ッ
ト
の
み
の
や
り
と
り

を
認
め
て
い
ま
せ
ん
。
Ｏ
Ｃ

の
通
信
販
売
と
変
わ
ら
な
い

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
、
十
分

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

私
た
ち
の
生
活
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
大

き
く
変
化
し
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
Ｏ
Ｃ
を
初
め

て
利
用
し
た
い
女
性
た
ち
と

婦
人
科
診
療
の
物
理
的
・
心

理
的
距
離
が
ま
す
ま
す
広
が

っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
そ

し
て
、
な
に
よ
り
自
分
自
身

の
た
め
に
、
受
診
は
必
要
な

も
の
で
す
。
今
回
の
電
話
相

談
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
Ｏ
Ｃ
を

使
用
し
始
め
た
女
性
た
ち
に

は
困
り
事
が
あ
る
こ
と
、
そ

し
て
、
従
来
通
り
の
電
話
相

談
は
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
の
一

助
に
な
れ
る
と
確
信
し
ま
し

た
。と

こ
ろ
で
、
妊
娠
不
安
の

相
談
者
に
は
、
「
対
面
診
療

が
で
き
る
婦
人
科
で
処
方
し

て
も
ら
う
」
こ
と
を
お
勧
め

し
、
ご
本
人
も
「
そ
う
し
ま

す
」
と
納
得
し
終
了
し
ま
し

た
。

朝
夕
の
空
気
は
冷
た
く
、

夏
日
を
記
録
し
た
先
月
と
は

違
い
、
秋
を
飛
び
越
え
て
一

気
に
冬
が
そ
こ
ま
で
来
て
い

る
こ
と
を
肌
で
感
じ
て
い
ま

す
。桜

咲
く
４
月
に
始
ま
っ
た

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
も
半
年
を
過

ぎ
ま
し
た
。
相
談
を
行
っ
て

み
て
、
電
話
で
直
接
話
を
す

る
の
と
は
違
う
難
し
さ
を
感

じ
、
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
ど
う
し
た
ら
良
い
か

を
考
え
な
が
ら
の
毎
日
で

す
。電

話
相
談
と
比
べ
れ
ば
、

い
た
ず
ら
は
少
な
く
な
っ
た

の
は
確
か
で
す
。
も
う
一

つ
、
女
性
の
性
的
な
相
談
が

増
え
た
こ
と
は
、
文
字
相
談

の
特
徴
と
言
え
ま
す
。
顔
が

見
え
な
く
て
も
直
接
話
す
に

は
恥
ず
か
し
い
話
題
も
表
出

で
き
る
ツ
ー
ル
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

反
面
、
文
字
の
向
こ
う
に

隠
れ
て
い
る
相
談
者
の
悩
み

を
感
じ
取
る
の
が
難
し
く
、

ま
た
言
葉
遣
い
の
違
い
や
お

互
い
の
微
妙
な
ズ
レ
が
あ
っ

て
、
何
を
質
問
さ
れ
て
い
る

の
か
一
読
し
た
だ
け
で
は
、

分
か
ら
な
い
と
き
が
あ
り
ま

は
、
「
考
え
る
こ
と
が
終
わ

り
に
で
き
た
ら
良
い
の
に
」

と
い
う
ど
う
し
よ
う
も
で
き

な
い
気
持
ち
が
共
通
し
て
語

ら
れ
ま
し
た
。
「
終
わ
り
」

を
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
、
い
ろ
い

ろ
な
思
い
、
言
葉
で
は
表
せ

な
い
感
情
が
ぐ
る
ぐ
る
と
巡

り
、
簡
単
に
答
え
が
出
る
も

の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
一
人
で
抱
え
込
む

こ
と
は
せ
ず
に
、
心
の
中
に

あ
る
気
持
ち
を
お
話
し
に
来

り
通
勤
時
間
が
減
っ
た
こ
と

で
自
分
を
見
つ
め
る
時
間
が

増
え
、
今
ま
で
あ
ま
り
真
剣

に
考
え
て
い
な
か
っ
た
子
供

の
い
る
生
活
を
考
え
た
ら
年

齢
の
こ
と
も
あ
る
し
ど
う
し

よ
う
と
思
っ
て
い
る
」
と
い

う
内
容
で
し
た
。
子
供
の
い

る
生
活
を
考
え
る
き
っ
か
け

が
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
方
は

そ
う
思
い
至
っ
た
瞬
間
か
ら

朝
目
が
覚
め
た
時
か
ら
寝
る

ま
で
ず
っ
と
、
子
供
の
こ
と

が
頭
か
ら
消
え
な
い
と
仰
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

一
度
心
の
中
に
置
い
た

「
子
供
」
と
い
う
気
持
ち

は
、
治
療
を
考
え
は
じ
め
て

い
る
人
、
治
療
中
の
人
、
授

か
っ
た
人
、
治
療
の
終
わ
り

を
考
え
て
い
る
人
、
治
療
を

終
え
た
人
な
ど
ス
テ
ー
ジ
は

異
な
っ
て
い
て
も
簡
単
に
は

消
え
な
い
共
通
の
も
の
で
は

な
い
の
か
な
と
強
く
感
じ
ま

す
。
医
療
の
発
展
や
治
療
に

関
す
る
助
成
金
の
拡
大
や
不

妊
治
療
の
保
険
適
応
な
ど
の

環
境
面
は
近
年
変
化
を
し
て

お
り
ま
す
。
当
事
者
が
取
捨

選
択
が
で
き
る
こ
と
は
良
い

こ
と
で
あ
る
一
方
で
、
選
択

肢
が
広
が
る
こ
と
で
よ
り

「
子
供
」
と
い
う
気
持
ち
が

心
の
中
に
根
付
く
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

次
の
方
は
「
治
療
は
も
う

し
な
い
と
思
っ
て
い
た
け

ど
、
助
成
金
の
年
齢
要
件
が

変
更
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る

し
、
結
果
は
分
か
ら
な
い
け

れ
ど
頑
張
る
こ
と
に
し
た
。

選
択
肢
と
し
て
特
別
養
子
縁

組
も
併
せ
て
検
討
し
た
い
け

ど
、
治
療
と
縁
組
ど
ち
ら
も

年
齢
要
件
が
あ
っ
て
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
」
と
。

以
前
な
ら
考
え
る
こ
と
も
な

か
っ
た
の
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

に
よ
っ
て
年
齢
の
拡
大
が
話

題
に
な
っ
た
こ
と
が
、
治
療

の
中
止
を
思
い
直
す
き
っ
か

け
に
な
っ
た
様
子
で
し
た
。

ご
紹
介
し
た
お
二
人
か
ら

な
く
、
職
業
と
し
て
消
防
団

員
で
ア
プ
リ
に
登
録
？
　
な

ど
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
私

に
は
た
く
さ
ん
の
疑
問
が
あ

る
わ
け
で
す
。
起
こ
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
仕
方
あ
り
ま

せ
ん
が
経
験
値
の
少
な
い
若

者
は
、
私
が
抱
い
た
お
か
し

い
な
？
　
変
だ
な
？
　
と
い

う
感
覚
を
抱
く
に
は
、
経
験

が
少
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

身
体
の
関
係
は
、
男
女
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
最

終
的
な
手
段
で
あ
り
、
そ
こ

に
は
信
頼
や
相
手
を
思
い
や

る
心
が
存
在
し
ま
す
。
そ
の

見
極
め
と
、
自
分
自
身
を
大

切
に
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
あ
な
た
を
大
切
に
す
る

人
は
、
あ
な
た
が
迷
っ
た

り
、
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

す
る
こ
と
を
、
強

引
に
推
し
進
め
た
り
し
な

い
」
と
い
う
こ
と
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
、
私
た
ち
大
人
は
、
関
わ

る
若
者
に
伝
え
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

時
代
の
流
れ
に
即
し
て
、

思
春
期
相
談
も
こ
の
春
か
ら

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
に
変
わ
り
ま

し
た
。
一
度
他
者
に
問
題
を

投
げ
る
の
も
被
害
を
大
き
く

し
な
い
コ
ツ
で
す
。
私
た
ち

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
は
、
簡
単

に
相
談
で
き
る
、
敷
居
の
な

い
窓
口
で
す
。
ぜ
ひ
若
者
に

活
用
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

す
。相

談
者
が
質
問
を
入
力
し

た
時
間
と
、
そ
れ
を
読
む
時

間
に
も
ズ
レ
が
あ
り
ま
す
。

相
談
は
届
い
て
い
る
の
か
、

ヤ
キ
モ
キ
し
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
相
談
員
と
し
て

は
電
話
口
の
声
の
感
じ
や
、

話
し
方
か
ら
得
ら
れ
た
相
談

者
の
実
態
が
見
え
て
こ
な
い

―
な
ど
の
難
点
が
あ
り
ま

す
。質

問
も
「
し
こ
し
こ
し
て

い
い
で
す
か
？
（
＝
マ
ス
タ

ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
い

で
す
か
の
意
）
」
と
い
っ
た

独
特
の
言
い
回
し
や
、
「
微

熱
が
あ
り
ま
す
。
心
配
で

す
。
」
と
い
っ
た
漠
然
と
し

た
質
問
に
ど
の
よ
う
な
回
答

を
期
待
し
て
い
る
の
か
悩
む

も
の
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。返

信
を
書
き
な
が
ら
、
こ

の
文
章
は
相
談
者
が
本
当
に

聞
き
た
か
っ
た
内
容
な
の
だ

ろ
う
か
、
こ
の
医
学
用
語
を

書
い
て
理
解
で
き
る
だ
ろ
う

か
？
　
と
考
え
な
が
ら
、
慎

重
に
読
み
返
し
送
信
し
て
い

る
の
で
す
が
、
ど
う
伝
わ
っ

た
か
は
、
そ
の
場
で
は
分
か

り
ま
せ
ん
。
「
既
読
」
が
つ

き
、
一
安
心
、
し
ば
ら
く
し

て
「
分
か
り
ま
し
た
」
と
返

事
が
く
る
と
本
当
の
意
味
で

完
了
で
す
。
な
か
に
は
既
読

が
つ
か
な
い
こ
と
や
、
質
問

し
た
だ
け
で
回
答
を
待
た
ず

に
退
出
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
か

ら
追
え
な
い
の
は
電

て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
い

ま
す
。
電
話
を
か
け
て
こ
ら

れ
る
ま
で
に
心
な
い
言
葉
に

傷
つ
き
話
す
こ
と
へ
の
戸
惑

い
を
感
じ
な
が
ら
勇
気
を
出

し
て
か
け
て
来
て
く
れ
る

方
々
に
と
っ
て
、
こ
の
場
所

が
安
心
安
全
な
場
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
心
掛
け
、

相
談
を
し
て
下
さ
っ
た
方
の

気
持
ち
が
、
ほ
ん
の
少
し
で

も
軽
く
な
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
関
わ
り
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

（
↖
）

（
23
面
の
続
き
）

松
丸
　
ア
キ

思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
員

（
２
０
２
１
年
８
月
１
日
掲
載
）

金
子
　
友
紀

東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
相
談
員

（
２
０
２
１
年
９
月
１
日
掲
載
）

東
　
亜
紀

思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
／
Ｏ
Ｃ
ヘ
ル

プ
デ
ス
ク 

相
談
員

（
２
０
２
１
年
10
月
１
日
掲
載
）

菅
井
　
育
美

思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
／
Ｏ
Ｃ
ヘ
ル
プ

デ
ス
ク 

相
談
員

（
２
０
２
１
年
11
月
１
日
掲
載
）
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最
近
立
て
続
け
に
「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
っ
た
第
三
者
か
ら
の

精
子
提
供
」
に
つ
い
て
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
見

ま
し
た
。
男
性
不
妊
に
悩
む

方
が
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
精
子

の
提
供
者
と
知
り
合
い
、
そ

の
場
で
精
子
を
も
ら
う
の
だ

そ
う
で
す
。
取
材
に
応
じ
た

男
性
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

必
要
経
費
の
み
の
支
払
い
、

も
ち
ろ
ん
性
行
為
も
な
し
、

「
善
意
の
協
力
者
」
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
番
組
を
見

た
後
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
感
じ
が

残
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

日
本
で
も
非
配
偶
者
間
人

工
授
精
（
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
は
行
わ

れ
て
は
い
ま
す
が
、
実
施
機

関
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
対
象
は
戸
籍
上
の

夫
婦
で
あ
る
こ
と
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
条
件
が
あ
り
、
さ
ら

に
出
自
を
知
る
権
利
の
問
題

と
の
兼
ね
合
い
な
ど
に
よ
り

精
子
提
供
者
が
減
っ
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
て
、
利
用

の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
の
が
現

状
で
す
。

不
妊
の
電
話
相
談
で
も
Ａ

Ｉ
Ｄ
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

一
定
数
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
Ｉ
Ｄ
を
決
意
し
た
当
事
者

に
と
っ
て
は
本
会
相
談
が
得

意
と
す
る
、
気
持
ち
の
部
分

を
聴
い
て
も
ら
う
こ
と
よ
り

も
、
情
報
を
集
め
る
こ
と
の

方
が
優
先
さ
れ
る
か
ら
で
は

な
い
か
と
想
像
し
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
今
や
私
た
ち
の

日
常
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と

な
り
、
情
報
も
商
品
も
、
何

で
も
す
ぐ
手
に
入
る
時
代
で

す
が
、
精
子
も
ス
マ
ホ
１
つ

で
手
に
入
る
と
い
う
手
軽
さ

に
、
違
和
感
や
怖
さ
を
覚
え

る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
、
利
用
す
る

人
た
ち
は
深
く
悩
み
、
追
い

詰
め
ら
れ
、
真
剣
に
考
え
い

ろ
い
ろ
情
報
を
集
め
る
中
で

こ
の
よ
う
な
方
法
に
た
ど
り

着
い
た
の
で
し
ょ
う
。
け
れ

ど
、
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

大
き
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
そ
の
番
組
で
取

材
を
受
け
て
い
た
精
子
提
供

私
自
身
が
と
て
も
嬉
し
い

体
験
を
し
た
の
で
、
編
集
者

の
お
許
し
を
い
た
だ
き
、
そ

の
こ
と
を
書
か
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

『
縁
』

私
は
、
相
談
員
に
な
っ
た

１０
年
前
、
２０
年
ほ
ど
勤
め
た

総
合
病
院
を
退
職
し
、
小
さ

な
助
産
院
を
開
業
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
私
の
と
こ
ろ

に
、
一
昨
年
の
夏
、
ド
イ
ツ

か
ら
、
一
通
の
メ
ー
ル
が
届

き
ま
し
た
（
も
ち
ろ
ん
日
本

語
で
）
。
差
し
出
し
人
は
、

ベ
ル
リ
ン
の
助
産
師
学
校
に

通
う
Ｎ
さ
ん
。
な
ん
と
２３
年

前
に
、
私
が
取
り
上
げ
た
赤

ち
ゃ
ん
で
し
た
。
そ
の
赤
ち

ゃ
ん
が
、
今
、
助
産
師
を
目

指
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
場
所
に
私
の
助
産
院
を
選

ん
で
く
れ
た
の
で
す
。
お
父

様
が
日
本
人
で
お
母
様
が
ド

イ
ツ
人
の
Ｎ
さ
ん
、
妹
さ
ん

が
誕
生
し
た
際
も
私
が
担
当

し
て
い
ま
し
た
。

思
い
起
こ
す
と
６
年
程
前

に
、
以
前
勤
め
て
い
た
病
院

の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
笑
顔
の

素
敵
な
外
国
人
の
女
性
が
私

を
訪
ね
て
き
た
と
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。
名
前
は
伺
わ
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
二
人
の
娘

さ
ん
を
出
産
し
た
時
の
こ
と

を
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
お
話

さ
れ
、
「
生
ま
れ
変
わ
っ
た

ら
助
産
師
と
い
う
職
業
を
選

択
し
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
５

年
後
に
、
助
産
学
生
と
な
っ

た
、
Ｎ
さ
ん
が
、
私
に
連
絡

を
く
れ
た
の
で
す
。
病
院
の

ス
タ
ッ
フ
が
お
母
さ
ま
に
開

業
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
た

の
で
、
母
子
手
帳
に
書
か
れ

た
私
の
名
前
か
ら
、
助
産
院

を
探
し
た
そ
う
で
す
。

Ｎ
さ
ん
は
、
助
産
師
と
し

て
の
自
分
の
未
来
に
明
確
な

目
標
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

「
母
子
の
ケ
ア
や
助
産
師
の

専
門
性
な
ど
を
深
く
グ
ロ
ー

バ
ル
に
学
び
、
そ
れ
を
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
。
助
産
師

と
し
て
、
国
と
国
が
つ
な
が

っ
て
い
け
る
よ
う
な
未
来
を

つ
く
り
た
い
」
キ
ラ
キ
ラ
し

た
瞳
で
、
Ｎ
さ
ん
は
言
い
ま

す
。そ

ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、

何
気
な
く
、
杉
村
セ
ン
タ
ー

長
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
「
そ

れ
な
ら
、
ぜ
ひ
会
わ
せ
て
あ

げ
た
い
素
敵
な
助
産
師
さ
ん

が
い
て
、
し
か
も
、
こ
こ
の

Ｏ
Ｂ
」
と
、
あ
る
ベ
テ
ラ
ン

助
産
師
さ
ん
を
紹
介
し
て
く

れ
ま
し
た
。
お
名
前
を
聞
い

て
私
は
心
躍
る
気
分
に
な
り

ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は

そ
の
方
に
、
助
産
師
と
し
て

の
揺
る
が
な
い
強
さ
と
、
柔

軟
な
発
想
、
溢
れ
る
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
を
感
じ
て
、
い
つ
か

お
会
い
し
て
み
た
い
と
以
前

か
ら
憧
れ
て
い
た
方
だ
っ
た

か
ら
で
す
。
と
ん
と
ん
拍
子

に
面
会
の
機
会
を
得
て
、
打

合
せ
と
称
し
た
時
間
は
、
触

発
さ
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
想

像
以
上
に
有
意
義
な
も
の
で

し
た
。
Ｎ
さ
ん
が
く
れ
た
思

い
が
け
な
い
ギ
フ
ト
で
す
。

「
ご
縁
」
と
い
う
も
の

は
、
本
当
に
時
を
越
え
て
も

つ
な
が
り
、
そ
こ
か
ら
ま
た

新
し
い
縁
を
紡
い
で
い
く
も

の
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
て
い

ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
今
月
予
定

し
て
い
た
Ｎ
さ
ん
の
イ
ン
タ

ー
シ
ッ
プ
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
感
染
拡
大
で
、
延
期
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り

ま
し
た
が
、
近
い
将
来
日
本

の
助
産
師
た
ち
に
多
く
の
事

を
学
び
た
い
と
い
う
希
望

は
、
必
ず
実
現
す
る
で
し
ょ

う
。誕

生
の
時
か
ら
始
ま
っ
た

ご
縁
、
Ｎ
さ
ん
が
自
分
の
未

来
に
し
っ
か
り
と
歩
ん
で
い

け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
応

援
し
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

◆
　
◆
　
◆

２
０
２
１
年
４
月
か
ら
開

始
し
た
思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、
相
談
総
件
数

２
５
９
件
と
な
り
ま
し
た

（
２
０
２
１
年
１２
月
末
時

点
）
。
こ
の
中
に
は
、
リ
ピ

ー
タ
ー
と
し
て
同
一
人
物
か

ら
の
異
な
る
相
談
や
、
相
談

を
し
た
も
の
の
返
事
を
待
た

ず
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
と

り
か
ら
離
脱
し
た
方
も
含
ま

れ
ま
す
。
返
事
を
待
た
ず
に

離
脱
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
の

は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
の
特
徴

で
す
。
返
事
を
待
っ
て
い
る

間
に
解
決
し
た
の
で
あ
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
そ
の
後
が

分
か
ら
な
い
だ
け
に
も
や
も

や
と
し
た
心
配
の
気
持
ち
が

残
り
ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談

で
は
、
頂
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
履
歴
が
残
る
た
め
、
以
前

に
ど
の
よ
う
な
相
談
を
し
て

い
た
の
か
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
は
あ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
さ
ん

と
の
や
り
と
り
か
ら
の
お
話

で
す
。

１０
代
後
半
の
女
性
。
ち
ょ

う
ど
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
が
始
ま

っ
た
頃
に
、
彼
と
の
セ
ッ
ク

ス
の
際
に
コ
ン
ド
ー
ム
の
裏

表
を
間
違
え
、
緊
急
避
妊
薬

を
内
服
。
消
退
出
血
が
な
か

な
か
来
な
い
こ
と
に
不
安
を

抱
き
、
連
絡
を
く
れ
た
の
が

初
回
の
相
談
で
し
た
。
緊
急

避
妊
薬
を
内
服
後
、
３
週
間

は
出
血
を
待
つ
時
間
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
ま
し
た
が
、
よ

ほ
ど
妊
娠
へ
の
不
安
が
強
か

っ
た
の
か
、
そ
の
後
も
「
不

安
で
仕
方
が
な
い
」
「
つ
ら

い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

早
朝
５
時
台
に
届
い
て
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
相
談
の
窓
口
が
、
や
り

場
の
な
い
不
安
を
打
ち
明
け

る
場
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
や
が
て
、
無
事
に
消
退

出
血
を
迎
え
、
相
談
員
の
提

案
も
後
押
し
と
な
っ
て
、
低

用
量
ピ
ル
の
内
服
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
相

談
で
、
緊
急
避
妊
を
経
験
し

た
時
に
妊
娠
不
安
に
取
り
乱

す
彼
の
様
子
を
見
て
、
今
後

の
関
係
を
見
直
す
き
っ
か
け

に
な
っ
た
こ
と
、
そ
も
そ
も

セ
ッ
ク
ス
に
あ
ま
り
乗
り
気

で
な
く
、
パ
ー
ト
ナ
ー
任
せ

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
「
男
は
セ
ッ
ク
ス
の
な

い
付
き
合
い
は
無
理
だ
と
思

う
。
」
と
言
う
彼
女
に
対
し

て
、
そ
も
そ
も
あ
な
た
自
身

は
ど
う
思
う
の
か
を
尋
ね
、

そ
し
て
、
対
人
関
係
に
お
い

て
「
両
者
は
対
等
」
で
あ
る

こ
と
、
何
事
に
も
互
い
の

「
同
意
」
が
あ
る
こ
と
が
大

前
提
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

も
自
分
の
気
持
ち
を
率
直
に

相
手
に
伝
え
る
こ
と
も
大
切

だ
と
伝
え
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
一
つ
一
つ
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と

返
信
が
あ
り
、
今
後
に
幸
あ

れ
と
願
い
な
が
ら
相
談
を
終

了
…
と
思
い
き
や
。
「
当
時

の
彼
と
は
別
れ
た
も
の
の
、

隣
人
か
ら
セ
ッ
ク
ス
を
誘
わ

れ
た
が
ど
う
し
た
ら
良
い

か
」
「
セ
ッ
ク
ス
中
に
出
血

し
た
」
と
定
期
的
に
相
談
は

続
く
の
で
し
た
。
こ
の
リ
ピ

ー
タ
ー
さ
ん
に
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
よ
り
も
実
際
に
相
談
員
の

声
が
聞
け
る
電
話
の
方
が
安

心
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
、
主
旨
は
異
な
っ
て
い
ま

す
が
Ｅ
Ｃ
・
Ｏ
Ｃ
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
へ
の
電
話
を
勧
め
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
彼
女
に

と
っ
て
電
話
相
談
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
よ
う
で
し
た
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
電
話
で
は
そ

れ
ぞ
れ
に
長
所
短
所
が
あ
り

ま
す
が
、
本
会
に
は
必
要
時

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
電
話
相
談
へ

つ
な
げ
ら
れ
る
と
い
う
強
み

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
強
み
も

生
か
し
な
が
ら
、
今
後
も
Ｊ

Ｆ
Ｐ
Ａ
ら
し
い
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相

談
の
形
を
相
談
員
一
同
、
模

索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

話
も
同
じ
で
す
。

質
問
の
意
味
が
理
解
で
き

な
い
時
は
、
確
認
を
し
つ
つ

質
問
を
返
す
と
、
自
分
な
り

に
考
え
、
伝
え
よ
う
と
す
る

様
子
が
文
面
か
ら
読
み
取
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
文
字
で
の

相
談
が
難
し
い
と
思
う
の

は
、
相
談
す
る
側
も
受
け
る

側
も
同
じ
な
の
だ
と
実
感
し

ま
す
。

内
容
と
し
て
は
深
刻
で
あ

っ
て
も
、
病
気
や
妊
娠
が
心

配
さ
れ
る
事
例
な
ど
は
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
長
々
と
や
り
と
り

せ
ず
、
受
診
を
促
す
。
そ
れ

で
も
質
問
を
繰
り
返
す
よ
う

で
あ
れ
ば
、
Ｏ
Ｃ
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
を
紹
介
し
直
接
話
を
し

て
迷
い
に
応
え
、
背
中
を
押

せ
る
の
は
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
良
い

点
で
す
。

電
話
相
談
と
違
い
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
相
談
は
書
い
た
文
章
が
そ

の
ま
ま
画
面
に
残
り
ま
す
か

ら
、
何
回
も
読
ん
で
解
答
を

確
認
で
き
る
の
は
メ
リ
ッ
ト

で
す
。
第
三
者
に
転
送
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
か
ら
、
相

談
員
は
、
書
い
た
文
章
に
、

責
任
を
持
つ
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

半
年
経
過
し
て
も
な
お
、

悩
み
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
困

り
ご
と
を
一
つ
で
も
解
消
で

き
る
よ
う
、
文
章
力
を
磨
き

的
確
な
返
事
が
で
き
る
よ
う

精
進
す
る
所
存
で
す
。

◆
　
◆
　
◆

当
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
は
多

く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま

す
。
本
会
は
ご
存
知
の
通

り
、
不
妊
の
悩
み
を
経
験
し

た
当
事
者
が
ピ
ア
と
し
て
お

話
を
伺
っ
て
い
ま
す
の
で
、

妊
娠
に
向
け
た
相
談
だ
け
で

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
一
人
目
は
自
然
妊
娠
で

妊
娠
を
し
ま
し
た
。
二
人
目

も
い
つ
で
も
妊
娠
が
で
き
る

と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
で

も
、
一
人
目
の
子
育
て
が
落

ち
着
い
た
の
で
二
人
目
が
欲

し
い
と
思
っ
て
も
な
か
な
か

妊
娠
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
幼

稚
園
の
マ
マ
友
達
は
二
人
目

を
妊
娠
し
、
次
第
に
私
は
孤

立
感
と
女
性
と
し
て
劣
等
感

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん

で
す
。
で
も
、
二
人
目
不
妊

の
辛
さ
を
話
せ
る
人
も
理
解

し
て
く
れ
る
人
も
周
り
に
は

い
ま
せ
ん
。
マ
マ
友
達
と
顔

を
合
わ
せ
る
こ
と
に
息
苦
し

さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
頃
、
こ
の
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
を
知
り
、
誰
に
も

話
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
聞
い

て
も
ら
い
ま
し
た
。
自
分
を

追
い
詰
め
る
こ
と
し
か
で
き

な
か
っ
た
不
妊
治
療
。
話
を

聞
い
て
も
ら
う
こ
と
で
、
少

な
い
ス
ト
レ
ス
で
不
妊
治
療

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
誰
に
も
分
か
っ
て
も
ら

え
な
か
っ
た
二
人
目
を
妊
娠

で
き
な
い
つ
ら
さ
を
聞
い
て

も
ら
い
、
救
わ
れ
ま
し
た
。

二
人
目
を
授
か
っ
た
の
も
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
ず
に
不
妊
治

療
が
で
き
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
話
を
聞
い
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
妊
娠
報
告
の
電
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
あ
る
方
は
「
夫
が
男

性
不
妊
な
の
が
分
か
り
治
療

を
始
め
ま
し
た
。
自
分
は
不

妊
で
は
な
い
か
ら
治
療
を
し

た
ら
す
ぐ
に
妊
娠
を
す
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

治
療
を
し
て
も
な
か
な
か
妊

娠
を
し
ま
せ
ん
。
男
性
不
妊

で
不
妊
治
療
を
し
て
い
た
は

ず
な
の
に
い
つ
の
間
に
か
自

分
の
せ
い
で
子
ど
も
が
で
き

な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
不
妊
治
療
を
止
め

た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。

近
頃
、
夫
は
子
ど
も
が
い
な

く
て
も
、
二
人
で
も
構
わ
な

い
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
で

も
、
子
ど
も
は
諦
め
ら
れ
ま

せ
ん
。
子
ど
も
に
執
着
し
て

し
ま
う
自
分
が
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
に
相
談
員
さ
ん

は
、
妊
娠
し
な
い
の
は
あ
な

た
の
せ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん

よ
。
自
分
を
大
切
に
し
て
生

き
て
い
っ
て
良
い
の
で
す
よ

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
言
葉
で
気
持
ち
が
楽
に
な

り
、
新
し
い
生
き
方
を
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
具
体
的
に
何
か
す

る
こ
と
を
決
め
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
っ
と
一

歩
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
不
妊
に
悩
む
こ
と
か
ら
の

卒
業
を
報
告
さ
れ
た
方
も
い

ま
し
た
。
不
妊
・
不
育
の
悩

み
は
、
お
一
人
お
一
人
に
違

う
背
景
が
あ
り
、
百
点
の
模

範
回
答
は
な
く
、
相
談
に
対

し
て
Ｑ
＆
Ａ
式
に
明
確
な
答

え
を
お
伝
え
す
る
こ
と
も
な

か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
ご
本

人
が
努
力
す
れ
ば
解
決
で
き

る
問
題
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
相
談
員
が
当
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
に
電
話
を
下
さ
っ
た

全
て
の
方
の
心
に
沿
っ
て
話

を
聞
け
れ
ば
良
い
の
で
す

が
、
時
に
は
共
感
し
き
れ
な

い
気
持
ち
と
葛
藤
し
な
が
ら

話
を
伺
う
時
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
で
良
か
っ
た
の
か
、も

っ
と
良
い
対
応
の
仕
方
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
相
談

者
の
方
の
話
を
し
っ
か
り
聞

け
た
か
な
ど
、
毎
回
自
問
自

答
を
繰
り
返
し
な
が
ら
お
話

を
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
報
告
を
頂
く

と
少
し
は
役
に
立
て
た
の
で

は
、
と
心
が
軽
く
な
り
相
談

員
を
続
け
て
い
く
勇
気
を
頂

い
て
い
ま
す
。

者
の
男
性
は
、
す
で
に
複
数

の
女
性
に
自
分
の
精
子
を
提

供
し
、
子
供
も
生
ま
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。
当
事
者
が
知

ら
な
い
異
母
き
ょ
う
だ
い
が

誕
生
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
「
人
助
け
」
と
い
う

純
粋
な
気
持
ち
と
は
い
え
、

法
整
備
も
整
わ
ず
倫
理
上
の

問
題
も
十
分
に
議
論
さ
れ
な

い
ま
ま
、
現
実
だ
け
が
先
に

進
ん
で
し
ま
う
こ
と
は
、
こ

の
先
に
大
き
な
リ
ス
ク
を
は

ら
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
多
様
性
が
尊
重

さ
れ
る
昨
今
、
こ
れ
か
ら
同

性
婚
も
増
え
る
で
し
ょ
う
。

番
組
で
も
、
同
性
カ
ッ
プ
ル

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
知
り
合

っ
た
男
性
か
ら
精
子
提
供
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
人
生
の

選
択
肢
が
増
え
る
の
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
す
が
、
Ａ
Ｉ

Ｄ
が
治
療
の
選
択
肢
と
し
て

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
状
況

が
整
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

今
後
そ
う
い
う
方
々
か
ら

の
電
話
相
談
が
増
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
相
談

員
も
さ
ら
に
幅
広
い
知
識
、

新
し
い
知
見
を
得
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
持
っ
て
い
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

バ
イ
ア
ス
や
思
い
込
み
に
自

分
自
身
が
気
付
い
て
い
る
こ

と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

余
談
で
す
が
、
少
し
前
に
ア

イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
嵐
の
『
櫻

井
翔
と
相
葉
雅
紀
　
結
婚
』

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
ニ
ュ
ー

ス
報
道
が
あ
っ
た
時
、
こ
の

二
人
が
結
婚
し
た
の
？
　
と

ネ
ッ
ト
が
ざ
わ
つ
い
た
と
い

う
こ
と
を
知
り
ビ
ッ
ク
リ
し

ま
し
た
。
私
は
当
然
そ
れ
ぞ

れ
が
女
性
と
結
婚
し
た
も
の

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
言
わ

れ
て
み
れ
ば
、
確
か
に
そ
の

二
人
が
結
婚
し
た
っ
て
い
い

の
か
…
と
、
あ
ら
た
め
て
自

分
の
頭
の
固
さ
を
反
省
し
た

の
で
し
た
。

（
↙
）佐

々
木
良
枝

東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン 

相
談
員

（
２
０
２
１
年
12
月
１
日
掲
載
）

來
田
　
美
鈴

思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
／
Ｅ
Ｃ
・
Ｏ
Ｃ

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
相
談
員

（
２
０
２
２
年
１
月
１
日
掲
載
）

圡
屋
　
啓
子

思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
／
Ｅ
Ｃ
・
Ｏ
Ｃ

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
相
談
員

（
２
０
２
２
年
２
月
１
日
掲
載
）

横
尾
　
澄
香

東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン 

相
談
員

（
２
０
２
２
年
３
月
１
日
掲
載
）



本紙「家族と健康」は、パソコン・スマホ
などからもご覧いただけます。 家族と健康  日本家族計画協会 検索環境にやさしい紙・インキを使用しています。

（　）262025年（令和 7年）8月 1日家 　 族 　 と 　 健 　 康（2021年度号）

これまでたくさん
のお母さんたちに
読まれてきた
好評の冊子です
各種健診時やお産を
むかえるお母さんに
ぜひお薦めください

WEB版

各種健診時やお産をむかえるお母さんにぜひおすすめください。

多言語化ソリューション【QR Translator】の
採用により、専用アプリ不要でご覧いただけます

www.jfpa.or.jp/anatato_akachan/


